
        
            
                
            
        

    


















































俺の脳内選択肢が、学園ラブコメを全力で邪魔している８
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　１




「…………すう」

　保健室。

　パイプ椅い子すに腰こし掛かける俺の横では、ショコラが微かすかな寝ね息いきを立てていた。




『お、お前！　いきなり何して──ん？』

『奏かなでさん……かなでさん……たすけ──』

『ショコラ？……おい……どうしたんだよ……ショコラ……ショコラッ!!』




　急に抱だきついてきたかと思ったら、その場で意識を失ってしまったショコラ。

「…………」

　そしてそれから約一時間。

　保健の先生によると、特に目立った異状は見られず、おそらくは貧血だろうという話だった。まあたしかに寝ね顔がおも全然苦しそうじゃないし……いや。

　そこでふと思い当たる。何日か前にお菓か子しを二回も床ゆかに落として、まだ大量に余っているそれを残したまま、リビングを出て行ってしまった事があった。あの時のショコラは何か様子が変だった。

　なにしろショコラは普ふ通つうの人間じゃない。体の作りなんかの細かい事は分からないけど、神の僕しもべという特とく殊しゆな存在なんだから、人間の保健の先生が診みて異状がなかったからといって、鵜う吞のみにして安心してしまうのはよくないだろう。

「う……うう……」

「……ショコラ？」

　そこで、急にショコラが苦しみだした。

「奏さん……奏さん……」

　そしてうわごとのように俺の名前を呼んだ。

「ショコラ……」

　俺は、そっと手を握にぎってやる。

「たすけて……ください……」

　と、言われても……俺にはどうすればいいのか分からない。無む理り矢や理り起こしてしまっていいもんなのかの判別もつかない。先生を呼んだ方がいいだろうか。

　そう思って椅子から立ち上がろうとした時──

「いかないで……ください」

　ショコラは俺の袖そでをきゅっ、と摑つかんで引きとどめた。覚かく醒せいした様子はないから、完全に無意識の行動だろう。

「わたしが……わたしじゃ……なく……」

　怯おびえるような表情を見せるショコラ。刺し激げきしないように、頭を軽く撫なでてやった。

「ん…………すう」

　落ち着いたらしいショコラは、再び寝息を立て始めた。

　よかった……ほっと息を吐はきながら、枕まくら元もとに準備してあったタオルで、額に出た汗あせを拭ふいてやる。

　その顔を眺ながめながら、改めて思う。

　選せん択たく肢しによって空から落ちてきた金きん髪ぱつの美少女。まるで犬のように懐なつき、俺に好意を……女の子として好意を向けてくれている。

　なんで……なんでショコラはここまで俺の事を好きでいてくれるんだろう？

　そしてそれ以外も、ショコラについては分からない事ばかりだ。記き憶おくを失っているのもそうだし、空そらさんとの関係性だってはっきりしていない。

　改めてショコラの顔をまじまじと見つめたそのタイミングで──

「…………」

　その目が、開いた。

「お、気がついたか！」

「…………」

「大分うなされてたけど、大だい丈じよう夫ぶか？」

「…………」

　ショコラは質問には答えずに、無言のまま身を起こす。

「…………」

　そしてそのまま俺を見み据すえた。

「平気か？　気分悪くないか？」

　それに対して、ショコラが放った言葉は──

「馴なれ馴れしく話しかけるのはやめなさい、犬」

「…………は？」

「馴れ馴れしくするのはやめなさいと言ったのです、この駄だ犬けん」

　今……何て言ったんだ？

「ショ、ショコラ？」

「ショコラ……極きわめて低てい俗ぞくな呼こ称しようではありますが、まあよしとしましょう」

　ショコラは、訳の分からない事を呟つぶやきながら、俺を見据えた。

「甘あま草くさ奏」

「え？」

「あなたの事です。犬は自分の名前すら認にん識しきできないのですか？」

「え、あの……いや……」

　な、なんだこれ……あまりの豹ひよう変へんぶりに、狼狽うろたえてしまう。

　姿形は間ま違ちがい無くショコラのものだ。

　しかし、その視線は鋭するどく、声こわ色いろは冷れい徹てつ。蔑さげすむような口調には、ふだんのゆるゆるふわふわしたショコラの面おも影かげは、微み塵じんも感じられない。

　ど、どうなってるんだ？　これじゃ、まるで別人──

　ん？　待てよ……そこでまた思い当たる節があった。

　あれはたしか……六月頃ごろに、みんなでプールに行く前の時期だっただろうか。




『奏さん……あの……その……恥はずかしいです』

『奏さん、今まで情けない姿を晒さらしてしまいまして、誠まことに申し訳ございませんでした。以後、汚お名めい返上に努めますので、今までの無礼な振ふる舞まいをお許しください』

『奏さんのお世話をする事しかできない私ですが……これからも、お側そばにいてよろしいでしょうか？』




　そうだ、あの時もショコラの性格が豹変したんだった。

　今とは全く違ちがい、お淑しとやかな感じだったけど、明らかにおかしかった。その後、すぐに元に戻もどってしまったから、今まで深く考えなかったけど……

　たしかあの時は、ベッドから落ちて頭を打ったのがきっかけだったんだよな。戻るのもクッキーの缶かんがぶつかってだったし。

「大丈夫か？　前みたいに、倒たおれた時に頭打ったのか？」

　ショコラは、冷たい表情を崩くずさずに、淡たん々たんと答える。

「前？　ああ、数ヶ月前の頭部への衝しよう撃げきによる機能不全の件ですね。答えはＮＯです」

「違うのか？……じゃあなんなんだ？」

　ショコラが倒れる直前の事を思い出す。

「あなたがそれを知る必要はありません」

　ショコラは吐き捨てるように言うと、保健室の出口へ向かって歩き出した。

「お、おい、どこ行くんだ？」

「見て分かりませんか？　教室に戻るのです」

「ちょ、ちょっと待てよ。まだ大人しくしてなきゃ駄だ──」

「気安く触さわるのはやめなさい」

　ショコラは、肩かたに置かれた俺の手を払はらいのける。

「どうやらあなたは自分の立場が理解できていないようですね」

「立場？」

「理解しなさい。あなたは犬です。畜ちく生しようです。以後、私が徹てつ底てい的に躾しつけますので覚かく悟ごするように」

　い、いつも犬みたいに懐いてくるショコラの口からそんな言葉が出てくるとは……しかし、今気にするのはそこじゃなかった。

「いやそれよりもお前……やっぱりまだ安静にしてなきゃ駄だ目めだろ」

　ショコラは、軽く嘆たん息そくして、蔑むような視線を俺に向けた。

「温ぬるい……そんな事だから、いつまで経たってもくだらない『呪のろい』などに振り回されているのです。あなたは人の心配などせずに、自分の恋れん愛あいの事だけを考えていればいいのです」

「恋愛？　なんでここでそんな話が出てくるんだ？」

　確かに、俺が誰だれかに恋愛感情を抱いだけば、選択肢からは解放されるって事だったけど……いま唐とう突とつに出すような話題じゃないだろう。

「それが私に与あたえられた、唯ゆい一いつにして絶対の使命だからです」

「使命？」

　ショコラは首を縦に振った。

「そう、私の存在意義は、あなたが誰かに恋愛感情を抱けるように手助けする事。その一点のみです」

　そう言い放つと、これ以上話す事はない、とばかりにドアを開けた。

「行きますよ、犬」

「いや犬ってお前……」

　訳が分からず、ショコラの後を追う。そのまま廊ろう下かを歩いていくと──

「あ、ショコラちゃんだ」「うお、めっちゃかわいいじゃん」「お菓子あげたら喜んでくれるかなー」

　大いに注目を集めるショコラ。まあ今朝方の発表で、女子表ランキングの四位に選ばれた訳だから、ある意味当然の反応といえる。そして──

「お、おい、ショコラちゃんの後ろにいるのって……」「うわ……お尻しりにロケット花火刺さしてた人でしょ……」「俺、いくらなんでもあそこまで変態とは思わなかったぜ」

　……ですよねー。

　件くだんのイベントの最後にやらかしてしまった俺は、『お断り５フアイブ』を決める投票において、断トツの得票数を獲かく得とくした。そして二位以下が最低票数に達しないという、前ぜん代だい未み聞もんの事態となり、『お断り５』という制度自体が成り立たなくなってしまった。

　その結果与えられた称しよう号ごうが──『お断り男』。

『お断り男』ってお前……『お断り男』って……

　イベント終しゆう盤ばんまでの俺はいい状態だった。なぜか当たり障さわりのない選択肢ばかりが出現し、女の子達からの評判も回復しつつあった。

　イベントでの立ち振ふる舞い次し第だいでは、ひょっとしたら表ランキングも夢じゃないんじゃないか、なんて淡あわい期待を抱いていた。

　しかし……全すべてはあいつによってブチ壊こわされる。そう、普ふ段だんの姿に戻ったあいつによって──




【選べ　①局部を壁かべに押しつけ、奇き声せいをあげながら腰こしを振る　②近くの女子に局部を押しつけ、奇声をあげながら腰を振る】




　……なんか、前よりひどくなってませんか。

「ぐっ……」

　催さい促そくの頭痛は相変わらずだった。

　やるしか……ない。

「ひゃっはーっ！　ひゃっはーっ！」

　ふなっしーもどきの奇声をあげながら、壁に密着して思いっきり腰を振る俺。

「……うわ」

　……ドン引きされていた。

「ひゃっはー！　ひゃっはー！」

　……しかもまだ頭痛が治まらないんで、やめる事が出来ないという生き地じ獄ごく。

「ひゃっはー！　ひゃっはー！　うひゃっはああああっ!!」

　そこでようやく頭痛が消え、地獄の所行から解放される。

「お……終わった……」

　ずるずると床ゆかにへたり込む。

「お、おい、聞いたか？　終わっただってよ……あいつ、壁で最後までイッちゃったらしいぞ」「見ろよあの全てを出し切ったような表情……マジ賢けん者じやタイムじゃねえか」「い、いや……変態すぎるーっ！」

「え？　ちょっと待って違ちが──」

　俺の弁解も空むなしく、一いつ斉せいにその場から散っていくギャラリー達。

「な、なんでこうなるんだ……」

　そこでショコラが、ゴミを見るような視線を向けてきた。

「安心しなさい。あなたがたとえどんな畜生変態だろうと、私が恋愛に導いてみせます」

　恋愛……か。まあたしかにそれが選択肢から解放される唯一の方法なんだろうけど、だからと言って、無む理り矢や理りするようなもんじゃないと思うんだよな……そんな理由じゃ相手にも失礼だし。

「ちなみに。あなたが壁で果てるような特とく殊しゆな性的嗜し好こうでも、かまわず受け入れてくれる女性が、一人だけ存在します」

　いや、果ててないから……でも仮に本当にそうだったとして、そんなに心の広い女性がこの世に存在するんだろうか。

「その人の名前は権ごん藤どう大だいｋ──」

「やめろおおおおおっ！」

　受け入れそうだけど……あの人ならなんでも受け入れそうだけど。

「冗じよう談だんです。残念ながら犬いぬ畜ちく生しよう如ごときにでも、選ぶ権利は存在します」

　お前それ、俺にも大子さんにもものっすごい失礼だからな……

「とにかくあなたは私に従っていればそれでいいのです」

「あ、おい、待てって……」

　ショコラは有う無むを言わせぬ感じで、またさっさと歩いていってしまった。

　あの調子だと体調的には問題なさそうだけど……その他ほかの部分で問題がありすぎる。

　二年一組の教室前まで辿たどり着いたショコラは、静かにそのドアを開ける。

「あ、ショコラちゃんだ！」「ショコラちゃん！」「大だい丈じよう夫ぶなの!?」

　瞬しゆん間かん的に、みんなが一斉にショコラに群がっていった。

　まあいきなり倒れたんだから、そりゃあ心配するよな。

「お気き遣づかい感謝します。体調は完全に回復しましたので、心配は無用です」

　口を開いたショコラに、怪け訝げんな表情をみせるクラスメイト達。

「ショコラちゃん、なんか……キャラ違くない？」

　そう、たった一言でも違い和わ感かんを抱かざるをえない程ほどに、今のショコラはいつもとは違うという事だった。

「キャラ？　先程までの阿あ呆ほうのような私の事を言っているのでしたら、即そく座ざに認にん識しきの修正を要求します。あのような無む知ち蒙もう昧まいな状態を私だと思われては、遺い憾かんの極きわみです」

「「「…………」」」

　啞あ然ぜんとして顔を見合わせるみんな。

「こ、この前の雪ゆき平ひらと遊ゆう王おう子じみたいなキャラ変って事か？」「でも、もう投票は終わったんだからそんな事する必要ないよな……大体ショコラちゃん、四位に入ったんだし」「なんか、前にもたしかショコラちゃん、変な風になった事なかった？」「あ、あったあった！　でもその時ともまた雰ふん囲い気きが大分違うけど……」

　ざわめきが教室中に拡ひろがっていく……まずいな。ここは前と同じに、記き憶おくが混乱してるという事でごまかした方がいいだろう。

「み、みんな、これは違ちがうんだ。ちょっと事情があって──」

「余計な事を話すのはやめなさい、犬」

　割って入ろうとした俺を、ショコラの冷れい徹てつな声が遮さえぎる。

「「「犬？」」」

「そうです。先日のイベントでは私の飼い犬が醜しゆう態たいを晒さらし、申し訳ありませんでした。以後、私が責任を持って躾しつけますので、嫌きらわないでやっていただければ幸いです」

「「「…………」」」

　みんなが事態を飲み込めずに黙だまる中、一ひと際きわ強い二つの視線がショコラに向けられていた。

「ショコラっち……」「ショコラさん……」

　謳おう歌かとふらのだ。

　ショコラは、その二人を見つめ返した。

「ああ、あなた達は以前、浴場で私と接せつ触しよくしているのでしたね」

「「…………」」

　無言のまま顔を見合わせるふらのと謳歌。

　どういう事だ？　俺の知らない所で、二人はこのショコラと会ったことがある？　浴場って事は、この前のバスツアーの時か？　いや、でもあの時は特に三人の間におかしな様子はなかったよな……

　二人は、警けい戒かい心しんのこもった目で、ショコラを再び見つめ返した。

「安心してください。あの時とは、私が表出した原因も、犬を取り巻く事情も異なりましたので、あなた達にとって不利益な事態にはなりません。私が邪じや魔まをするような事はありませんので、この駄だ犬けんを自由にしていただいて結構です」

　意味の分からないショコラのそのセリフを受け、ふらのが俺の方へ近寄ってきた。

「甘草君……」

「ど、どうした？」

　いつになく真しん剣けんな表情のふらの。

「私の入手した速報によるとあなた、さっき廊下で『壁で果ててイッテＱ！』していたそうじゃない」

「お前はマジで最低だな！」

「奏っち……」

　謳歌も真ま面じ目めな顔で近づいてきた。

「壁を女の子だと勘かん違ちがいしてえっちい事してたってほんと？」
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「完全に病気じゃねえか！」

　まったく、人の事をなんだと思ってんだ……まあ、そう思われるだけの行動はしてるんだけども……

「……で、あのショコラさんはどういう事なの？」

　ふらのがショコラ本人には聞こえないように、小声で聞いてきた。

「いや、どうって言われても、さっき目を覚ましたらあんなになってて、俺にも何がなんだかさっぱり……お前らこそ、あのショコラに会ったことあるって話だけど、どういう事なんだ？」

　その質問には、謳歌が困こん惑わくした様子で答える。

「うん……夏休みにさ、三人でお風ふ呂ろ行ったことがあったんだけど、その時に頭を打ったショコラっちが、今みたいな感じになったんだよね……」

　やっぱり頭を打ったのがきっかけなのか……でも今回はそれが原因じゃないって本人が言ってるしな……

「うーん……あ、それと、ショコラが言ってた二人にとって不利益になるとか、俺を自由にとかってどういう意味なんだ？　お前らには伝わってたみたいだけど」

　俺がその言葉を発した瞬間──

「うっ……」

　二人が、とんでもないジト目を向けてきた。

「ど、どうした……んだ？」

「全く……この男は」

「ほんと、いくらなんでもあんまりだよねー」

　な、なんだかこれ以上この話題には触ふれない方がよさそうだな……そう思ってショコラの方に向き直ると──

「皆みなさんに問います。この中で、私の飼い犬、甘草奏と交際してもいいという方はおりますでしょうか？」

「なっ!?」

　あまりに唐とう突とつなショコラの発言に、俺だけではなく、クラス全員が目を丸くする。

「お、おい、何言ってんだ！」

「その些さ末まつな脳のう味み噌そでは理解できませんか？　二名では心こころ許もとないので、保険となる人員を募つのろうとしています」

「はあ？　意味が全然──」

「この甘草奏、行動は気持ちが悪いですが、性格は温和ですし、行動こそ気持ちが悪いものの、顔もそこそこ見られます。そして行動の気持ちの悪さに目をつぶれば、家事全ぜん般ぱんに精通していますし、交際相手の条件としては悪くないかと思われます。行動の気持ちの悪さが我が慢まんできる方が限定ですが」

　……えっと……俺、褒ほめられてるの？　それともディスられてんの？

「そして、女性に関しては極きよく端たんに奥手で誠実、軽けい薄はくさは微み塵じんもありません。一度相手を決めたら浮うわ気きなどは間ま違ちがってもしないでしょう」

　そのくだりを話している時、ショコラの表情と口調が、ほんの少しだけ緩ゆるんだような気がした。

「まあ、所有している肌はだ色いろの本が特殊で気持ち悪いのですが。最近はおねショタなるジャンルに目覚めたらしく──」

「やめろおおおおおおっ!!」

　く……少しでも心を許しかけた俺が馬ば鹿かだった。やはりこいつは、俺を陥おとしいれようとしているとしか思えない……まあエロ本の趣しゆ味みはほんとなんだけど。優やさしいお姉さんに迫せまられるのってよくないですか？

「犬、邪魔をするのはやめなさい。あなたの気持ちの悪い部分を受け入れてくれる女性を見つけなければ意味がないのです」

「まあ、言われてみれば、甘草君ってたしかにスペック高いんだよねー……でも行動が気持ち悪いからゴメン」「勉強も結構できるし、運動神経もなかなかだし、普ふ通つうならモテそうだね……でも行動が気持ち悪いからムリ」「なんだかんだ言って、ショコラちゃんにも手を出してないみたいだし、誠実ってのは噓うそじゃないかも……でも行動が気持ち悪いからアウト」「お、俺はどんなに気持ち悪くても甘草の事が……」

「いましたよ、犬」

「野や郎ろうじゃねえか！」

　そしてまたしても姿が見えない……隠おん密みつスキルでも持ってんのかよ。

「ところでショコラちゃん、なんで甘草君が犬なの？」

　そこで女子の一人がショコラに質問を投げる。

「これはまた分かりきった事を聞くのですね。犬は犬、それ以上でもそれ以下でもありません。甘草奏は私のペットにして下げ僕ぼく、もしくは奴ど隷れいです。やれと言えばよろこんで私の足の裏でも舐なめるでしょう」

　ずぞぞぞぞぞ、と引いていく女子一同。

「お前何言ってんだ！　そんな事する訳な──」






【選べ　①ショコラの犬になりきって、足の裏を舐める

　　　　②ショコラの犬になりきって、チンチ○をする

　　　　③ショコラの犬になりきって、チンチ○を出す】








　このショコラ……空さんと結けつ託たくしてるんじゃないだろうな？




　　　　２




　トントン、グツグツ。

　台所からは、軽快なリズムを刻む包丁の音と、香こうばしい香かおりを放つ鍋なべが煮にえる音が聞こえてくる。

　俺は、エプロン姿のショコラの方へと歩いて行った。

「なんか手伝うか？」

「犬如ごときが気安く話しかけないでください」

　……そう、一日の授業が終わり、家に帰ってきたこの段階でもショコラの様子が元に戻もどる事はなかった。

「す、すんません……」

　そしてクラスメイト達の面前で、チンチ○を晒さらして心が折れてしまっていた俺は、反射的に謝ってしまった。これが負け犬根こん性じようってやつか……あ、ちなみにチンチ○ポーズの方ですよ、ポーズの方。

「満足にお預けもできないのですか、この犬は。あなたに餌えさを与あたえるのも私の使命の内ですから、大人しく待機していなさい」

　いい加減、この犬扱あつかいは何とかならないもんだろうか……

　どうあっても手伝わせてくれるような雰ふん囲い気きじゃなかったんで、ソファーに腰こし掛かけて、待つ事数十分──

「さあ、餌の時間ですよ、犬」

　そう言いながら、ショコラが運んできた料理を見た俺は、驚きよう愕がくの声をあげる。

「すげえ……」

　ほうれん草のお浸ひたしに、カレイの煮に付つけ、卵焼き、レンコンのはさみ揚あげ、野菜盛りだくさんの味み噌そ汁しる。そのどれもが、料理本に載のせてもおかしくないような出で来き映ばえだった。

　しかし、マンガやアニメの世界では、見た目がよくても味が最低なんてのはよくある話だ。実際に食べてみるまでは安心できない。

「……じゃあ、いただきます」

　まずは卵焼きを口に入れた。

「うまっ！」

　続いてカレイの煮付け。

「これもうまっ！」

　次々に箸はしを運んでいくが、ただ一つの例外もなく、とてつもなく美味。

　完かん璧ぺき、という形容が相応ふさわしいような仕上がりだった。

　言うなれば最高のレシピがあって、それを一グラムの狂くるいも無く、忠実に作りました、みたいな感じの出来映えだ。

　どこか無機的な感じがするのが唯ゆい一いつ気になる点だけど、そこまで言ったら贅ぜい沢たくが過ぎるだろう。

「そんなに美味ですか？」

「ああ、めっちゃうまい！」

「……そうですか。さすがは犬、賛辞の語ご彙いも貧困ですね」

　俺をけなしつつも、しっぽ毛が微かすかに動くショコラ。

「それにこれ、俺の好物ばっかりじゃんか。わざわざありがとうな」

　我ながらジジ臭くさいと思うが、好きなものはしょうがない。

「……何を勘違いしているのですか、この犬は。あなたのような畜ちく生しように、肉を与える必要はないと判断した結果、たまたまこのような構成になっただけです」

　と、言いつつもしっぽ毛が結構動くショコラ。

「お、この味噌汁の中の人にん参じん、おサルの形に切ってあるのか。かわいいな！　俺、こういう食べる人を楽しませる細工、大好きだわ」

「……どうやら逆効果だったようですね。その猿さるは、犬に対する嫌いやがらせのつもりだったのですが」

　しっぽ毛がかなり動くショコラ……嬉うれしいんなら、素す直なおに喜べばいいのに。

「ところでショコラは食べないのか？」

「私は結構です。家か畜ちくと同じ餌を口にする趣味はありませんので」

　毒にもめげずにもう一度勧すすめてみたが、くどい、と撥はねつけられてしまったので、遠えん慮りよ無く一人でいただく事にする。




「ふう……」

　数分後、あまりにうまかったんで、普ふ段だんの倍近いスピードで平らげてしまった。

　と、そこでふと気がつく。

　吞のん気きにメシなんて食ってる場合じゃないだろ。このショコラはおそらく、昨日までのショコラより多くの情報を持っているはずだ。何がきっかけで元に戻ってしまうか分からないんだから、早めに聞けることは聞いておかなくては。

「なあ、ちょっと聞いていいか？」

「質問を許可します」

　ちょっと怖こわいような気がしたけど……躊躇ためらいながら問う。

「なあ……今のお前って……何か……思い出した状態なのか？」

「何か、とは？　問いかけはもう少し具体的にしなさい」

「いやその……お前自身の記き憶おくとか、選せん択たく肢しに関する事とか、空さんの事とか……」

　前にお淑しとやかな状態になった時は、記憶を取り戻したっていう事だったから、あれがショコラ本来の性格なのかと思っていたけど……今回のはあまりに違ちがい過ぎる。あのショコラ、このショコラ、俺のよく知るショコラ……一体どれが本当のショコラなんだろうか？

　いや、そもそもショコラってのも、記憶を失った状態で適当につけた名前なんだよな……じゃあ、この子の本当の名前は何なんだろう？

「犬の分際で、生意気にも知的好こう奇き心しんがあるようですね」

　いちいち蔑さげすまないと話を進められないんだろうか……

「結論から言えば、あなたが知っている性格も、前に表れた性格も、本来のものではありません」

「それじゃあ──」

「短たん絡らく的な消去法はやめなさい。今のこの私もその限りではありません」

「どういう……事だ？」

　まだ他ほかに、俺の前に表れていないショコラ本来の人格があるって事なんだろうか。

「あなたがそれを知る必要はありません」

「おいおい、ここまで引っ張っておいてそれはないだろ」

「好奇心が殺すのは猫ねこばかりではない、という話です」

「は？　何の事だ？」

「知る必要がない、という言い方ではその矮わい小しような脳のう味み噌そには理解し難がたかったでしょうか。正確には知らない方がいいという事です。おそらく……あなたはその事実に耐たえられない」

　耐えられないって……そんなに重い話なんだろうか。

　しかし、ショコラはこの件に関してはそれ以上話す気が無さそうだったんで、他の質問を投げてみる。

「じゃあ、選択肢──呪のろいについて知ってる事があったら教えてくれ」

　ショコラは軽く頷うなずくと、冷たい表情のまま、淡たん々たんと語りだした。

「知っての通り、あなたの脳内に降ってきている選択肢は、神である天あま上がみ空が作ったものです。しかし、それが呪いの全すべてという訳ではありません。この世界の呪いは、脳内に浮うかんでくる選択肢ですが、他の世界においてはその限りではありません。恋れん愛あいに関する実に多種多様な『呪い』が存在します」

　他の世界……か。にわかには信じがたいけど、前にチャラ神もそんな事言ってたし、そういうものがあるという仮定で話を聞くしかない。

「その全ては呪いを作り出した天上空が、恋愛を理解できるようになる為ための策、言わば人間を使った恋愛実験なのです」

　恋愛実験……か。言い得えて妙みようだな。たしかに俺は今、完全に空さんの手のひらの上で踊おどらされ、完全に弄もてあそばれてる状態だ。

「この世界における『呪い』──つまりは選択肢──の対象となるのは、天上空と似通った性質を持つ者。つまり、極きよく端たんに鈍にぶかったり、無意識に避さけていたりといった理由で、自らの手では他人と恋愛状態になるのが極きわめて困難な人間が選ばれます」

　そう、かつては宴うたげ先生も呪いの保持者だったんだよな。頭痛によって他人に伝える事をブロックされている為、どういう顚てん末まつを辿たどったかは分からないけど……

「この呪いのコンセプトは、その人物を異性から嫌きらわれるような逆境に追い込み、その事により逆に恋愛というものを意識させ、呪いを解除するミッションを通して、自然に恋愛が出来るように誘ゆう導どうしていく……というものでした。そして、自分と同類のその様を観察する事で、天上空は恋愛という感情を理解しようとしました」

「なんか……まわりくどすぎないか？」

「犬にしてはまともな指し摘てきですね。あなたの言う通り、この方法は非常に迂う遠えんで、効率の『こ』の字も見受けられません。他にいくらでも直接的な方法があったはずです。しかし、神である天上空は悠ゆう久きゆうの時を生きています。彼女は迅じん速そくな解決など求めてはいません。数多あまたの世界の、無数の呪いの中から、一つでも手て応ごたえがあればいいのでしょう。本人の気まぐれな性格も、遊びの要素を多く取り入れている一因となっていると考えられます」

　つまりは、のらりくらりと楽しみながら、いつかは答えが見つかればいいや、くらいの気持ちで遊んでいる、と……あの空さんなら大いにありそうな話だな。

「でもさ……適当にやってるんだとしたら、俺一人に構いすぎじゃないのか？」

　ショコラはそこで更さらに目を鋭するどくした。

「そう、三年前のバスツアー以来、あなたは余よ程ほど気に入られてしまったようですね。そして、ここからは私見ですが……」

「どうした？」

「天上空は、もうさほど『呪い』にはこだわっていないように感じられます」

「こだわってない？……どういう意味だ？」

「三年前のバスツアー以来、完全にあなたにターゲットを絞しぼったようです。後任の神に、他の世界の管理全てを丸投げして、自身は人間の姿をしたまま、この世界で三年間を過ごしていたようです。この前の夏休みに会った時の天上空は、きちんと三年分の成長を遂とげていたでしょう？」

「たしかに……」

「まあ、天上空が何を企たくらんでいようが、あなたがやるべき事に変わりはありません」

「俺が……やるべき事って？」

「誰だれかを好きになる事に決まっているでしょう」

「やっぱりそうなるのか……」

「ええ。この世界における呪いの解除方法は、対象者が誰かに恋こいをする事。天上空がどう心変わりしようが、一度決められたこのルールが変わる事はありません。そして私は、そのサポートをする為にこの世界に送られてきました。その為の協力は惜おしみません。どんな異性からも好かれるように、しっかりと調教してあげますから、犬は安心しているといいでしょう」

　いや……調教とかその考え方が既すでに、協力ってレベルをはるかにぶっちぎってるんですけど……

　うんざりした所で、ちょっとした疑問が頭をよぎった。

「あれ？　じゃあタイミング的に、ショコラを俺の所によこしたのは空さんじゃないのか？」

「ええ、現在絶賛引きこもり中の役立たずの神です」

　ああ、そういえばなんか不ふ倫りん相手の子を身み籠ごもって、昼メロみたいな状態になってるんだったな。

「そもそも、私が送られるのは本来、この世界ではありませんでした。その間ま抜ぬけ神が間ま違ちがったせいで、本来せずともよい犬の世話を強しいられている訳です」

　そういえば、最初に会った時、ショコラがそんな話をしてたような……ああ、そうそう、思い出した。

　ほんとはア・マグサ・ガナドゥールとかいう人（因果なんちゃらとか、なんとか時間とか……ものすごい中二っぽい世界観だったような気がする）の所にショコラが行く予定で、やっかいな呪いを被こうむってる俺の所には、最も優ゆう秀しゆうな僕しもべが送られてくるって話だったよな。

　逆にア・マグ（略）氏の呪いは非常に軽けい微びなものだから、横に突つっ立っているだけでよく、俺の知るポンコツショコラでも問題ないだろうって話だったけど……

「……甘草奏」

　そこで、ショコラが一ひと際きわ表情を厳しくして、俺を呼んだ。

「おそらくは……いえ、間違いなく勘かん違ちがいしているでしょうから、忠告しておきます」

「……どうした？」

　その雰ふん囲い気きにただならぬものを感じた俺は、少し構えて聞く態勢を整える。

「……あなたは、昨日までの私に好かれていると思っていますか？」

「へ？」

　予想外の質問に、間抜けな声が出てしまう。

「さっさと答えなさい、犬。昨日までの『ショコラ』に自分が好かれている、と認にん識しきしているかどうかを問うています」

「え……いや……まあ……そう……思ってるけど」

　包み隠かくさず本音で答える。あそこまで好意をあらわにされたら、勘違いのしようがない。

　本人も『けっこんしたいの好きですっ』って明言してたし。

「でしたら早急に認識を改めなさい」

「は？　いや、だって本人が──」

「それは単なる刷り込みです」

「刷り込み？」

　ショコラは俺の質問には答えずに、更に質問をかぶせてきた。

「私は……ショコラは、空から落ちてきた当初からあなたに好意を持っていませんでしたか？　その事が不自然だとは思いませんでしたか？」

「…………」

「私達神の僕には、サポート活動をスムーズに執とり行う為に、対象者に対する好意が刷り込まれています。勿もち論ろんそれは円えん滑かつなコミュニケーションの為の措そ置ちであり、恋愛という意味合いでの好意とは違います……が」

　ショコラはそこで一いつ旦たん言葉を切って、溜ためを作ってから再び口を開く。

「甘草奏。あなたが呪いを解除する方法は、『誰か』に恋をする事です。そしてその『誰か』というのは……人間に限った事ではありません」

「おい、それってまさか……」

「そのまさかです。あなたが誰にも──どの人間にも恋愛感情を抱いだけなかった場合の、保険の相手となり得るように、あなたに対する恋愛感情が、この世界に落ちてきた時点で自動的にプログラムとして組み込まれたのです」

「う、噓うそだろ……」

　ショコラの気持ちが……俺に向けてくれたあの笑え顔がおが、全部……全部最初から定められてた事だってのか？……あ、そうだ！

「お、思い出した。ショコラもそれは知ってたみたいだけど、それでも徐じよ々じよに俺の事を好きになってくれたって言ってたし──」

「それもプログラムの一部に過ぎません。あなたが知っているショコラは、記き憶おくに不備が発生しています。自分が自然に抱いた気持ちと勘違いしているだけです」

「な、なんだよそれ……いきなりそんな事言われても、はいそうですか、なんて言える訳ないだろ……」

「誤解しないでほしいのですが、これは何も、あなたに嫌いやがらせをする為に告げているのではありません、ただの厳然たる事実です」

　ショコラは吐はき捨てるように言うと、そのまま後ろを振ふり向いた。

「お、おい、どこ行くんだよ」

「……喋しやべりすぎて少々疲つかれました。先に休ませてもらいます」

「お前そんな言い逃にげみたいな真似まね──」

「失礼します」

　ショコラは俺の制止も聞かずに、リビングから出て行ってしまった。

「…………」

　後に一人残される俺。

　う、そだよな……あのショコラが俺に向けていてくれた気持ちが作られていたものだったなんて……そうだ、今日のショコラは所しよ詮せん偽にせ者ものだ。偽者が適当な噓を言ってるに違ちがいない。すぐにまた『奏さ～ん』とか言って吞のん気きなショコラに戻っ──

　ごっ！

「……何だ？」

　階段の辺りで、何か大きな音がした。

　もしかして落ちたのか？　と心配になって向かってみると、そこにショコラの姿はなく、二階からドアの閉まる音がした。

「問題なさそうだな……ん？　なんだこれ？」

　そこで、ふと気がつく。

　ここの壁かべに……こんなヘコミなんてあったっけ？




　　　　３




　そして、翌朝。

「くああ……」

　あくびを漏もらしながら、台所で味み噌そ汁しると焼き魚、野菜炒いためを同時に調理する。昨日、ショコラから言われた内容を色々と考えてしまい、あんまり寝ね付つけなかった。

　まあ、あのショコラの言う事を全部真に受けてもしょうがないか。すぐにいつものショコラに戻もどるだろうし……というか、もう既に戻っている可能性が高い。

　その根こん拠きよは、こんな時間まで起きてきていない事。昨日のあのショコラが寝ね坊ぼうなんかするとは到とう底てい思えない。

　そこまで考えた時、リビングのドアが開いた。

「お、やっと起きたか、ショコラ」

「おはようございます。ご機き嫌げんはいかがですか？　ちなみに私は朝から耳みみ障ざわりな声を聞いてしまい、最低の気分ですが」

「……え？」

「その間抜けな表情をやめなさい、犬。交こう尾び中のブルドッグでも、もう少し締しまりのある顔をしていますよ」

「お、お前……戻って……ないのか？」

　俺のその呟つぶやきを受けたショコラは、心の底から蔑さげすむような目線を向けてきた。

「戻る？　もう忘れたのですか、この鳥頭犬。あなたは私が躾しつけると言ったはずですが」

　……いや、あなたこそ早く元の自分を思い出してください。




　その後、朝食や通学を経てもショコラは元に戻る事無く……俺達は教室の前まで着いてしまった。

「みなさん、おはようございます」

　ドアを開いてのその一言で、クラスメイト達の目がショコラに集まる。

「あれ？　ショコラちゃん、まだキャラがおかしくない？」「ていうかキャラ変ってレベルじゃなくて、なんか顔つきまで別人なんだけど……」「一体どうしちゃったの？」

　まずいな……なにかしらのフォローをしておいた方がいいだろう。

「い、いやみんな、これには訳が──うっ……」

　割って入っていった俺には、女子達の冷たい視線が突き刺ささる。

　そ、そうだった。俺は昨日、全員の前でチンチ○を披ひ露ろうしたんだった……ショコラ関連の色々で、すっかり失念していた。あ、しつこいようですけど、ブツじゃなくてポーズの方のチンチ○ですからね、くれぐれも。

「お、おい甘草、ショコラちゃん、一体どうなってるんだ？」

　男子は今いま更さら俺のチンチ○程度では引かなかったらしく（それもどうかと思うが）佐さ藤とうがヒソヒソ気味に聞いてくる。

「……いや、それは俺が知りたい」

　それが偽いつわらざる本心だった。

「甘草奏」

「ん？　どうしたショコ──おわあっ!?」

「「「!?」」」

　なんでこいついきなり胸押しつけてんだ!?

「お、お前……何やってんだお前っ！」

　慌あわてて飛び退のく俺に、ショコラはまるで動じた様子も無く、淡たん々たんと言い放つ。

「刺し激げきです」

「は？」

「ですから、刺激です。どこぞのメス犬に対する」

「な、何を訳分からない事言って──」

「……甘草君」

　そこで俺のセリフに割って入るように、ふらのが歩み寄ってきた。

　そしてそのまま、俺とショコラを交こう互ごに見比べる。

　う……理由は分からないが、これは機嫌が悪い時の感じだ。

「……随ずい分ぶんと、ショコラさんをエロく調教しているようね」

「いやいや、そんな事ないから……」

「甘草君がエロくない？　昨日あんなにチンチ○を出しておいて、よくもそんな事が言えるわね」

「出してねえだろ！」

　出してないですよ……いやマジで。

「甘草君がエロくない？　昨日あんなに粗そ末まつなチンチ○を出しておいて、よくもそんな事が言えるわね」

「なんで余計な一言足した!?　別に粗末じゃねえわ！　下品すぎるんだよ！」

「甘草君がエロくない？　昨日あんなにお粗末なチンチ○を出しておいて、よくもそんな事が言えるわね」

「『お』つけただけじゃねえか！　全然変わってねえよ！」

「甘草君がエロくない？　昨日あんなにおそ松く○のチンチ○を出しておいて、よくもそんな事が言えるわね」

「何で俺が他人のチンチ○出してんだ！」

　いつも通りのふらのクオリティーに辟へき易えきしかけた時──

「雪平ふらの、一つ問います」

　それまでやりとりを黙だまって聞いていたショコラが、ふらのに声をかける。

「……なにかしら」

「もしかしてあなた、妬やいているのですか？」

　ふらのの体が、ぴたり、と止まった。

「……そんな訳ないじゃない」

　ショコラは一体何を言ってるんだ？　何でふらのが俺に妬くなんて話になる？

「そうですね。私と甘草奏が淫みだらな行こう為いをしていても、あなたには関係の無い事ですね」

「!?」

　ふらのの目が、驚きよう愕がくに見開かれる。

「お、お前何言っ──むぐっ」

「犬は少し黙っていなさい」

　ショコラが俺の口を物理的に塞ふさいで、発言を押さえ込んだ。

「……そうね。あなたと甘草君がパイオツを乳ちち繰くり合っていても、私の知った事じゃないわね」

「表現おかしいだろ！」

　叫さけぶ俺を無視して、ショコラはふらのとの会話を続ける。

「まあそうですね。雪平ふらの、あなたは甘草奏の事を嫌けん悪おしているようですから」

「そ、そんな事はな──」

　何かをいいかけてはっ、として口をつぐむ。

「……ありまくりよ」

　まあ……そうだろうな。

　なんか、要所要所では優やさしかったり、助けてくれたりするんだけど、普ふ段だんの様子からすると、どう考えても敵意を持たれてるようにしか思えない。

「こんな、下半身が擬ぎ人じん化したような男、嫌きらいで当然よ」

「どんな奴やつだ！　アバウトすぎて想像つかねえよ！」

「こんな、チンチ○が擬人化したような男、嫌いで当然よ」

「ただの化け物じゃねえか！」

　駄だ目めだこいつ……マジで駄目だ。前々から思ってたけど女子として……いや、人として超こえちゃいけないラインを超えてるだろう。

「まあ、ふらのに好かれてるとは思ってないけどな……」

「…………」

　ふらのは、なぜかそこで、何かを言いたげに押し黙ってしまった。

「で、でも……」

　言いかけるが、途と中ちゆうで止まってしまう。

「でも、何ですか？」

　ショコラが煽あおるように促うながす。

「その……なんというか、下半身は下半身なりに頑がん張ばっているというか……下半身の割には健けん闘とうしているというか……」

　……どうでもいいけど、人の事下半身って呼ぶのやめてもらえませんかね。

「むしろ、下半身の中では上の方の存在というか、そうするとむしろ上半身というか……そうなると最も早はやチンチ○というよりもパイオツであって……」

「なんか意味分かんなくなってきてますけど！」

　ショコラが、叫ぶ俺の方をとん、と叩たたいた。

「ん？　どうした？」

「甘草奏……あなたはこれでも気がつかないのですか？」

「気付く？　何に？」

「雪平ふらの……あなたも大変ですね」

「…………」

　何かを考えこむようなショコラに、黙り込んでしまうふらの。

「……わかりました。それでは私が、ちょっとした後押しをする事としましょう」

　しばらくして何かを思いついた様子のショコラが、ふらのの後ろに回りこんだ。

　そして──

「おっと、手が滑すべりました」

　背中を後押し（物理）されたふらのが、俺の胸に飛び込んできた……飛び込んできた!?

「「!?」」

　必然、俺達は抱だき合うような形になってしまった。

「なっ……なっ……」

　言葉を失う俺とふらの。

「どうしました。もっと喜びなさい、犬。俗ぞくに言うラッキースケベという事象ですよ」

　な、何を冷静に言ってるんだこいつは！

　恐おそる恐るふらのの顔を見てみると……

「あ、ああ、あああ、ああああ……」

「ふ、ふらの、これは事ｋ──はんがらげっ！」

　全身全ぜん霊れいのコークスクリューブローをもろにくらい、きりもみ回転で床ゆかに叩きつけられる俺。

「甘草君の……ばか─────っ！」

　そのまま脱だつ兎との如ごとく駆かけていってしまうふらの。

「あ、おい、ふらのっ！」

　倒たおれたまま制止の声をかけるが、そんな事で止まるはずもなく。

「気の毒に。ただでさえ見るに堪たえない間ま抜ぬけ面づらなのに、更さらに歪ゆがんでしまいましたね」

　ショコラが、抑よく揚ようのない調子で言い放つ。

「お、お前、何してくれてんだっ！」

「失礼しました。犬、残念ながらあなたは、雪平ふらのに更に嫌われてしまったようです。これがほんとのドッグイヤ（嫌いや）ーですね」

「オヤジギャグ言ってんじゃねえ！　お前全然悪いと思ってないだろ！」

「ええ、これっぽっちも」

　こ……こいつ……

　俺は怒いかりを抑おさえながら、なんとか立ち上がる。

「……なんであんな事したんだよ？」

「それが私の使命ですから」

「いや……お前の使命は俺に恋れん愛あいをさせる事だろ？　ふらのはぜんぜん関係な──」

　そこでふと、俺の思考が止まる。なんだ？　なんか今、自分のセリフに、ものすごく違い和わ感かんがあったような……

「いつっ!?」

　そこで、突とつ発ぱつ的な頭痛が襲おそってきた。

　選せん択たく肢しを躊躇ためらってる時のいつもの頭痛とは違ちがい、頭の中にぐわんぐわんと響ひびきわたるサイレンみたいな──

「みんなおっはよーっ！」

　そこへ、謳歌がテンション全開で教室に入ってきた。

「お、ショコラっち、今日もクールモードですかな」

「ええ。まあそのような所です、メス犬」

　謳歌はショコラの失礼な呼び方を気にした様子も無く、全身を眺ながめながら、その周りをぐるぐると回った。

「う～ん。ショコラっちだけどショコラっちじゃなくて……それでもやっぱりショコラっちって感じ？」

　なんだそれ……

「概おおむね正解です」

　合ってんのかよ……

　この二人を絡からませておくとろくでもない事になりそうなんで、間に割って入る。

「で、謳歌は何を背負ってるんだ？」

「お、奏っち、よくぞ聞いてくれましたっ。今日はみんなお待ちかねの新開発のアイテムを持ってきたんだよっ！」

「「「…………っ！」」」

　その言葉に、教室中がざわつく。

　謳歌が変なアイテムを持ち込んで騒さわぎを起こすのは珍めずらしい事じゃないけど、この前のやつがひどすぎた。

　その名も『オーマ・ホーヒ』。謳歌の父であり、天下の大だい企き業ぎようＵユーＯオーＧジーの社長である遊王子謳おう真ま氏の屁へから抽ちゆう出しゆつされた芳ほう香こう剤ざい（？）だ。

　効能　《死ぬほど臭くさい》　以上。

　件くだんのイベント会場の全校生徒の前で散布され、その場はとんでもない事になった。まあ俺をかばっての行動だったわけだけど……理由はどうあれ、あれは明らかにやりすぎだった。みんなの反応も過か剰じようとは言えないだろう。

「あ、今度は臭いやつじゃないから安心して」

　その言葉に、みんながほっとため息をついたのも束つかの間──

「名付けて『キョーカ・エキス』！」

「今度は母ちゃんかよ！」

「今日の朝、お父さんに『教室で撒まくといい』って渡わたされたんだ」

「しかも作ったのあのオッサンかよ！」

「という事で、面おも白しろそうだから試ためしてみるねー」

「お、謳歌、やめ──」

「ほいっ！」

　無情にも、その液体は、教室の中心に向かって散布された。

「ん？……なんとも……ない？」

　臭くないという謳歌の言葉通り、別にあの時みたいな強きよう烈れつな異い臭しゆうが発生するでもなし、爆ばく発はつするみたいな物理的な事も起こっていない……いくら遊王子響きよう歌かの名を冠かんしているとはいえ、そんなに酷ひどい事には──

「ふ、踏ふんでくれ……」「はあ……はあ……早く罵ののしられないとどうにかなりそうだ」「だ、誰だれでもいいからひっぱたいてちょうだいっ！」

　みんなドＭになってる!?

「あ、甘草……お願いだから……俺を……俺を貫つらぬいてくれっ！」

「お前エキス関係ないだろ！」

　そして声はすれどもまた姿は見えないという……

「ありゃりゃ、でも中和剤ざいも預かってきてるから問題ないよ」

「だったら早く出せっ！」

「えっと……どこだっけなー。お、これかな？」

「よしっ！」

　俺は、謳歌からひったくるようにして、ビンを奪うばい取った。

　そして、苦しむ（？）みんなに向かって散布する。

「おりゃっ！」

　大気中に拡ひろがっていき、これで一安心、と思った矢先──

「あ、奏っち、それ違うやつだったー」

「……へ？」

　そう言って、謳歌がポケットから取り出したのは『キョーカ・エキス　中和剤』。

「……え？　じゃあ、これは……」

　俺は、自分が持っているビンを、恐る恐る確かく認にんする。

『オーマ・ホーヒ』

「なんでまた持ってきてんだ！　ってか臭っ！　臭あああっ!!」

　再び謳真社長の屁をくらったクラスメイト達の様子はというと……

「臭くせえええっ！　でもたまんねえええ！」「もっと……もっと臭いのちょうだああああああいっ！」「臭い……死ぬ……だがそれがいい……臭い……死ぬ……だがそれがいい」

　地じ獄ごくじゃねえか！

「？　そんなに臭いかなー？」

　親族故ゆえの耐たい性せい（？）なのか、『キョーカ・エキス』も　『オーマ・ホーヒ』も大して効いている様子のない謳歌。

　俺は、ハンカチで鼻と口を押さえながら、もう片方の手で謳歌から中和剤を受け取る。

　そして、苦しむ（？）みんなに向かって散布。

　さて……どうだ？

「臭ええええっ！」「臭いよおおお！　誰か何とかしてええええ！」「臭い……死ぬ……だがそれがよくない……臭い……死ぬ……だがそれがよくない」

　……『キョーカ・エキス』の効果が消えただけで、かえって悪化してしまった。

　俺は絶対に吸い込まないように息を止めつつ、ドアと窓を開け放つ。

　するとものの十数秒後、隣となりの二年二組から──

『な、なんだこれ？』『臭えええっ！』『い、一体誰よ！　腸が腐くさってるんじゃないの！』

　オッサンの屁臭すぎだろ！




　数分後、他ほかのクラスにまで迷めい惑わくをかけた遊王子夫妻の分ぶん泌ぴつ物ぶつ騒ぎは、ようやくの収しゆう拾しゆうをみせた。

　謳歌は、ぐったりしているクラスメイト達に明るく言い放つ。

「あははっ、みんなごめんねー」

　こいつ……全然反省している様子がみられないな……まあでも、本気で怒おこっている人間が一人もいないのは、謳歌の人徳だろう。

　が、ここまでの騒ぎを起こしたんだから、注意はしておかなきゃならない。俺は、少し厳しい表情を作る。

「お前な……いくらなんでもこれはやりすぎだろ。年とし頃ごろの女の子なんだから、もうちょっとこう落ち着きを持つというか、お淑しとやかな感じにした方がいいと思うぞ」

「…………」

　それを受けた謳歌の表情が、曇くもった。

「あ、あのさ……」

　それまでとは雰ふん囲い気きを一変させ、ためらいがちに声をかけてくる。

「どうした？」

「奏っちはさ……この前みたいにお嬢じよう様さまっぽくしてた方がいいの？」

　そう、謳歌は、爽さわ星ぼし素す直なおの偽ぎ装そう清せい楚そに対たい抗こうすべく、投票に向けて完かん璧ぺきなお嬢様キャラを演じていた。

　普ふ段だんと正反対なその様子は、男子に大ウケだった。イベントの最後にやらかさなけりゃ、表ランキングに入っていた可能性だってある。

　でも、俺が個人的にいつもああして欲しいかというと……

「いや……さっきはああ言ったけど、子供っぽいのが謳歌のいい所というか何というか……とにかく自然に好きなようにやってた方が、俺は好きかな」

　正直な所を答えると、謳歌は輝かがやくような笑え顔がおを見せた。

「うんっ！　じゃあそうするっ！」

　まあ、あれが素の状態なのであれば、それはそれで魅み力りよく的だとは思うけど、無理して作っているんじゃ意味が無い。

　謳歌はやっぱり元気に笑っているのがよく似合う。

「でも、やりすぎは注意だぞ」

「なはは、気をつけまーす」

「犬共が、随ずい分ぶんと青春しているようですね」

「うおっ!?」

　いきなり俺達の後ろにショコラが現れた。

「お前……どこ行ってたんだ？」

「危ない予感がしたので、少々お花を摘つみに」

　こいつ……一人だけ逃にげてやがったな。

「ふむ、なるほど」

「な、なんだよ……」

　ショコラは、頷うなずきながら俺達の周りをぐるぐる回りはじめた。

「ショコラっち？」

「遊王子謳歌。端たん的てきに言うとあなたは押しが弱いです。このままでは友人で終わるのが関の山でしょうね」

「なっ……」

　冷静な口調で続けるショコラ。

「溜ため込んでいる分、雪平ふらのの方が爆発力がありそうですね。今の内に手を打たないと敗北は必至で──むぐ」

「ちょ、ちょっとショコラっち！」

　なぜか、慌あわててショコラの口を塞ふさぐ謳歌。

　ショコラは、払はらいのけるような動作で謳歌の手をどけると、俺に視線を向けた。

「心配無用。この鈍にぶ犬いぬはこの程度では絶対気付きません。それはあなたもよく分かっていると思いますが？」

「う、うん……でも……」

「？」

　俺に関する事なんだろうけど、二人のやりとりの意味が今いち分からなかった。

「とはいえ、何かきっかけが無いと行動に移すのが難しいのも事実ですね」

　そうして、また俺達の周りをぐるぐるしはじめる。

「手て頃ごろなきっかけを発見しました」

　謳歌の後ろで、立ち止まる。そして、

「クラスのみなさん。今、オムツ姿の道どう楽らく宴教きよう諭ゆが廊ろう下かに見えました」

「「「なにっ!?」」」

　いきなりなその発言に、みんなの注目が、ショコラの指差した方に集まる。

「む、ハイハイしながらあちらへ向かってしまいました」

「マジか！」「写メ撮とれ写メ！」「やだ、想像しただけで可愛かわいい～」

　その姿を一目拝まんと、みんな一いつ斉せいに教室から出て行ってしまい、教室には俺とショコラと謳歌だけが残される。

「さて、人ひと払ばらいが出来た所で……」

　そこで、ショコラが意味ありげな溜ためを作り──

「おっと（棒）」

　思いっきりこけた。

　そして、しがみつくように、謳歌のスカートに手がかかり──

　スカートさん、さようなら。

　パンツさん、こんにちは。

「…………」

「…………」

　無言のまま見つめ合う俺と謳歌。

「う……う……う……」

「お、謳歌、落ち着──」

「う、わあああああああああんっ！」

　謳歌は、スカートをずりあげながら、もの凄すごい勢いで駆かけていってしまった。

「ショコラちゃん、ほんとにオムツの宴先生なんかいたの──うおっ!?」

　戻もどってきた連中が、謳歌と衝しよう突とつしそうになって、のけぞる。

「お、おい甘草。遊王子……一体どうしたんだ？」

　そんなのは俺が聞きたい。なんでスパッツはいてきてないんだよ……

「不覚にも転てん倒とうしてしまいました」

「お前は何しくさってるんだ!?」

「ところで犬、何色でしたか？」

「え？　そりゃあ真っ赤な──って、そうじゃねえだろ！」

　……マジでなんなんだよこのショコラは。

「お前……なんだってあんな事したんだ？」

「ですから、あなたと異性を恋こい仲なかにさせるのが私の使命だと、再三言っているでしょう」

「いや、それは分かったけど、だからってなんでふらのと謳歌相手にそんな事を……ん？」

　そこでまた、自分のセリフに違い和わ感かんを抱いだく。待てよ、さっきからのショコラとふらのと謳歌の一連の行動を振ふり返ってみると──

「いたっ！」

　そこでまた、先さき程ほどと同じ頭痛が急激に襲おそってくる。

　選せん択たく肢しの時の頭痛のイメージが催さい促そくだとするならば、これは警告。

　早くしろ、と急せかす前者とは正反対に、これ以上はやめろ、と思考を強制的に遮さえぎらせるような痛み。

　な、なんなんだこれは──




「はっ!?」

　あれ？　なんか一いつ瞬しゆん意識が飛んでいたような……俺、何してたんだっけ？

　あ、そうだ。ショコラを、なんであんな事したか問い詰つめてたんだった。

　そこで、女子達に呼びかけるショコラの声が響ひびいた。

「という事で、みなさん。甘草奏と恋仲になりたいという奇き特とくな方がいましたら、私が仲を取り持ちますが」

　ずざざざざざ！

「なんだその統とう率そつされた引き方は！」

「お、男の子じゃ駄だ目めか？」

「駄目だわ！」

「構いません」

「構うわ！」

　そこで、一人の女子がショコラに質問する。

「あのさ……ショコラちゃんって、甘草君の事……好きなんじゃないの？」

「いえ、微み塵じんも」

　清すが々すがしいまでの即そく答とう。

「で、でも、いつもあんなにべったりしてるじゃん」

「あれは言わばビジネスです。仕事でなければ、このような薄うす汚ぎたなく劣れつ悪あくな臭においを放つ犬など、触さわりたくもありません」

　ひどくないですか……それはあまりにもひどくないですか。

「ですからあなたも、遠えん慮りよなくこの犬を狙ねらっていただいて構いません」

　ぶるぶるぶるぶるぶるぶるぶるぶるぶるぶるぶるぶるぶるぶるぶるぶるぶるぶる。

「どんだけ嫌いやなんだよ！　首折れるぞ！」

　……そんなに俺はナシなのかよ。

「そんなに落ち込む事はありません、犬。私に任せておけば、お似合いのメス犬をあてがってあげますから」

　……このショコラ、やっぱり何を考えているのか全く読めない。俺を誰だれかとくっつけるというその言葉は噓うそには聞こえないけど……そのやり方がいまいち非効率というか、むしろどっちかというと──

「ところで甘草奏、一つ質問があります」

「ん？　どうした？」

　そこで唐とう突とつに問いかけてくるショコラ。

「私は、あてがう相手の事ばかりに考えがいっていましたが、肝かん心じんなあなたの気持ちを確かく認にんしていませんでした。今現在、気になっているメス犬はいるのですか？」

「な、なんだよ急に……」

「いいから答えなさい。私の使命を果たす上で、大事な事なのです。使命を果たす上で」

　なんで二回言ったんだろう？……大事な事だからか。

「そう言われてもな……今は、いない……かな」

　バスツアーで空さんの事を吹ふっ切って以来、普ふ通つうに恋れん愛あいするという意気込みではいるものの……女の子達を見ても、なぜかそういう気分になる事がなかった。

　まあいつも考える事だけど、人を好きになるのって、そうしようと思ってなるもんじゃないからな。

　あの時もそうだったし……気がついたら既すでに、好きになっていた……でももう、その事を思いだして暗い気分になる必要は無い。

　俺は、完全に吹っ切ったんだから。

「……そうですか」

　ショコラは、なにか複雑な表情を見せてから、続けて質問をした。

「ならば、相手の方に話を戻しましょう。どういうタイプのメス犬が好みなのですか」

「は？　タイプ？　なんでそんな事を……」

「いいから早く答えなさい。私の使命を果たす上で、大事な事なのです……使命を果たす上で」

　だからなんで二回言うんだろうか。まあ、ショコラの使命は俺に恋愛させる事なんだから、その為ためのリサーチは確かに必要なんだろうけど。

「いや、どういうって言われてもな……別にこれって決まりはなくて……月並みだけど、好きになった人がタイプだと思う」

　空さんの顔が瞬しゆん間かん的に脳のう裏りに浮うかんで、あわてて振ふり払う……あの人は関係無い、俺はもう吹っ切ったんだ。

「優ゆう柔じゆう不ふ断だんのクソ犬ですね」

　ばっさりすぎるだろ……

「では、クソ犬でも答えやすいように二択たくにしてあげましょうか。冷れい徹てつで、辛しん辣らつな言葉を投げかける女と、明るく、何でも言う事を聞く女、どちらがいいですか？」

「いや、後の方に決まってるだろ……」

　別に、何でも言う事を聞いて貰もらう必要はないけど、前者がイヤすぎる。

「成る程、参考にします」

　ショコラは、淡たん々たんとした感じで質問を続けた。

「感情の起き伏ふくが少ない女と、やかましいくらいに騒さわぐ女、どちらがいいですか？」

「え？　それはまあ……どっちかっていうと、後の方かな」

　どっちも程度によるから、一いち概がいには言えないけど……

「……成る程、参考にします」

　ショコラは、少し考え込んでから更さらに質問を続ける。

「想おもいを素す直なおに口にできない女と、思った事をなんでも口に出してしまう女、どちらがいいですか？」

「うーん……まあ、隠かくし事されるよりはその場で言ってもらった方がいいかな」

　まあこのショコラも、思うままに悪口言ってくるから、分類すると後者なんだよな……そう考えると、前の方がいいのかもしれない。

「…………成る程、参考にします」

「あ、おい……」

　ショコラは急に背を向けると、俺から離はなれていってしまった。

　……今の一連の質問、二択の例が極きよく端たんすぎてとても参考になるとは思えないんだけど……なんだったんだ？

「うい～っす」

　そこへ、気だるげな感じの宴先生が入ってきた。

「ん？　なんだお前ら、人の事ジロジロ見て？」

　宴先生の格好は、いつも通りの青いロングＴシャツとミニスカートだった。

　まあ、さっきのオムツ云うん々ぬんは、人ひと払ばらいする為のショコラの噓だから当たり前──






【選べ　①「なんでオムツはいてねえんだよコラ！」

　　　　②「俺にオムツはかせろよコラ！」

　　　　③「あなたは宴ですか？　いいえ、オムツです」】








「……あの……先生」

「んだよ？」

「……あなたは宴ですか？　いいえ、オムツです」

「なに訳わかんねえ事言ってんだコラァ！」

「ぐえええええええええっ!!」




　　　　４




　そんな事があってから数日。

「はい、それでは体育祭の参加競技を決めたいと思います」

　委員長のよく通る声が、教室に響く。

　晴せい光こう学園における体育祭は、一いつ般ぱん的なものとは少し違ちがっている。

　十月末に、計二日にわたって開かい催さいされ、野球やサッカー、バスケといった通常のスポーツと、障害物競走や玉入れといったいわゆる運動会的なものが交ざって、その総合点で優勝を決めるというちょっと変わったものだ。

　先日の投票前イベントと今回の体育祭、そしてその後には文化祭も控ひかえてるし……秋は行事が目白押しだな。普通なら楽しみが多くていいんだけど……選択肢が通常の鬼き畜ちく仕様に戻もどってしまった今、とてもウキウキワクワクという気分にはなれない。

　それにショコラも何日経たっても一向に元に戻る気配が無いし……更に解決しなければならない当面の問題がある。

　俺は、後ろの席の謳歌に視線を向ける。

「……っ!?」

　真っ赤になって、顔を逸そらされてしまった。

　この前のパンツ事件以来、どうしてもまともに話をしてもらえない。まあ、今までよりかなり衝しよう撃げき的なパンツの見られ方（？）だったから、しょうがないけども……

　そして、もう一人……

　ふらのの背中に目をやりながら、今朝の会話を思い出す。




『あ、ふらの、おは──』

『あら、甘草……じゃなくて……甘あま粕かす……じゃなくてチンカ○君』

『誰だよ!?』




　それ以降、一いつ切さい口をきいてもらえなかった。

　事故で抱だきついてしまってから、謳歌同様に毎日ずっとこんな感じだ。

　はあ……一体どうすりゃいいんだ……

「はい、それじゃー佐藤君はバスケで決定です」

　俺が考え事をしている間に、委員長がてきぱきと進行していく。

　ちなみにこの委員長、この前の投票でショコラと並んで表ランキング入りを果たしている。性格も至って温和で常識人だし、もちろん見た目もかわいいし、爽星・麗れい華か堂どうの上じよう位い陣じん二人が株を落とした結果、潜せん在ざい的六位だったのが順当に繰くり上がったと言えるだろう。

「えっと後は……ショコラちゃーん」

「ｚｚｚ」

　委員長に指名されたショコラは、すやすやと眠ねむっていた。

　なんだ？　このショコラが居い眠ねむりなんておかしくないか？　なんか寝ね顔がおも間ま抜ぬけな感じだし……これはもしかして……元に戻ったのかもしれない。

「ショコラちゃん、起きてー」

　机の傍そばまで歩いてきた委員長が、優やさしく声をかける。

「ｚｚｚ」

　にもかかわらず、熟じゆく睡すいを続けるショコラ。委員長はそれに腹を立てるでもなく、ショコラの肩かたをぽんぽん、と軽く叩たたいた……ほんとに人間ができてるな。

　委員長がそれを何回か繰り返した所で──

「……はっ！」

　ショコラががばっ！　とその身を起こした。

　そして、不思議そうにキョロキョロと辺りを見回していたが。

「すんませんでしたっ！」

「「「…………え？」」」

　ぽかん、とする俺と委員長、そして他ほかのみんな。

「このショコラ、一生の不覚っす！　つい眠ってしまったっす！」

　……………………誰だれ？

「えっと……ショコラちゃん……だよね？」

「そうっす！　自分はおもいっきりショコラっす！　ズバッとショコラっす！　ショコラでファイナルアンサーっす！」

　……なぜかみのさんリスペクト。

「お、体育祭っすね！　燃えるっす！　超ちよう燃えるっす！　燃えるお兄さんっす！　いや、自分お兄さんじゃないけどとにかく燃えるっすうううっ！」

　な、なんだこれ……テンション高すぎだろ。

「甘草さん、そんなぽかーんとした顔してどうしたんすか！　体育祭っすよ！　もっとやる気出すっす！　熱くなれよおおおおっす！」
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　お前どこのイフリートだよ……

「は、はあ……頑がん張ばるっす……」

　思わず口調が感染うつってしまったが……これ、どうなってるんだ？

　冷徹なキャラが終わっても、いつもの感じに戻らず、体育会系に……マジでショコラに何が起こってるんだ？

　そこでポケットの中の携けい帯たいが振しん動どうした。

「…………」

　なんだか嫌いやな予感がしたんで、こっそりとそのメールを確かく認にんしてみると、『神』からの『呪のろい解除ミッション』との表示が。

　来たか……夏休みの時以来だから、一ヶ月以上出ていなかった計算になる。

「それじゃあ次は、実行委員を決めたいと思います」

　委員長が進行する中、おそるおそる中身を確認する。




《体育祭当日、以下の対象者の中から誰か一名の『最高に輝かがやいている瞬間』をカメラに収める事　※合否の判断は、写真を撮とったその場で為なされます》




　なんだこれ……前に、謳歌の泣き顔を撮るってのはあったけど『最高に輝いている瞬間』って……抽ちゆう象しよう的すぎるだろ。




《対象者　黒こく白びやく院いん清せい羅ら　柔やわ風かぜ小こ凪なぎ　チチル・ニューミルク　ショコラ　陽ひ交まじり差さ月つき　麗華堂絢あや女め　爆ばくノの内うち火か恋れん　爽星素直　遊王子謳歌　雪平ふらの　箱はこ庭にわゆらぎ　密ひそか秘ひめる　解とく川がわ真ま理り咲さ　道楽宴　権藤大子》




　なんか最後変なの交ざってんですけど!?

　ま、まあ、大子さんの事は考えないようにして……このミッションを遂すい行こうするにあたっての問題点が一つ。

　このミッションの為ためには当然、カメラを持って校内を巡めぐり、写真を撮りまくらなけりゃならない。ただでさえ『お断り男』なんてレッテルを貼はられてるのに、こんな美少女達（一部除く）を激写しまくってたら、白い目で見られるなんてもんじゃ済まない。

「──じゃあ、他に希望者がなければ写真係は井いの上うえ君にやってもらいます」

　……なに？

　俺の耳が、ぴくりと動く。

　今……写真係って言ったよな。

「ちょっと待ったあ！」

　なんという渡わたりに船か。合法的に写真を撮りまくるには、どうしてもこの役職はゲットしなければならない。

「すまん井上……悪いけど、写真係は俺にやらせてくれないか」

「え？　ああ、別に構わないけど……」

「サンキュー！」

　特にこだわりはないらしく、すんなり譲ゆずってくれる井上。

「甘草」

　そこで、ずっと黙だまってアメをなめていた宴先生が口を開く。

「なんか怪あやしいなお前……変な写真撮ろうとしてんじゃねえだろうな」

「な、何言ってるんですか、先生。自分の生徒が信じられないんですか？」

「ああ」

「即そく答とうかよ！　それでも教師かよ！」

「教師なめんな、生徒というか、お前個人が信じられねえだけだ」

「余計駄だ目めじゃねえか！」

「大方、女子共のブルマでも撮ろうとしてんだろ」

「いやいやいや……そもそもうちの学校、体操服はブルマじゃないで──」






【選べ　①女子に向かって「テメエらちゃんとブルマはいてこいよ、グヘヘ！」

　　　　②男子に向かって「テメエらちゃんとブルマはいてこいよ、ゲヘヘ！」

　　　　③宴先生に向かって「テメエちゃんとオムツはいてこいよ、ヒャハハ！」】








　……死ねばいいんですね、分かります。







　幕間　ある異世界の話１
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「な、なんて力だ……」

　勇者、エニクズは床ゆかに倒たおれ伏ふしながら、驚きよう愕がくの声をあげる。

　ここは魔ま王おう城の最さい奥おう部。

　数々のトラップをくぐり抜ぬけ、激げき闘とうの末暗あん黒こく四し天てん王のうを倒し、満を持して玉座に乗り込んだ勇者エニクズ一行は、大魔王ブァーンの放ったただ一発の呪じゆ文もんによって、壊かい滅めつ状態に陥おちいった。

　魔ま法ほう使つかいポープー、格かく闘とう家かバーサン、僧そう侶りよチンモロ、踊おどり子ミルフィーユ。最強のはずのパーティーメンバーが皆みな、地に倒れ伏し、虫の息状態。

「く……」

　エニクズは歯は嚙がみした。大魔王との絶望的なまでの実力差に。そして、一いつ瞬しゆんにして恐きよう怖ふに囚とらわれてしまった己おのれの心の弱さに。

「う……おおおおおっ！」

　気力を奮い立たせ、大魔王のもとへ突とつ進しんしていく。

「くらええええっ！」

　裂れつ帛ぱくの気合いと共に放った渾こん身しんの一いち撃げき。だが──

「脆ぜい弱じやく」

　大魔王は片手で受け止めた。

「く……そっ……レベルが……違ちがい過ぎる」

　ブァーンが全身に纏まとう絶対防ぼう御ぎよの魔ま力りよく障しよう壁へきは、いかなる攻こう撃げきをも通す事がない。

「余は……神だ」

「神……だと……」

「そうだ。歴代最強の勇者と称たたえられた貴様を以もつてして、この実力差。これは余が、この世界における超ちよう越えつ者である事を意味する。余こそが、並び立つ者のない、唯ゆい一いつ無二の比類無き存在……つまりは神だ」

　ブァーンが、口の端はしを吊り上あげたその時──

「犬の分際で神を名乗るとは……随ずい分ぶんと大きく出ましたね」

「え？」

　意識を失っていたはずの踊り子、ミルフィーユが、すっ、と立ち上がった。

「可能な限り手を出さないようにと我が慢まんしていましたが……流石さすがに聞くに堪たえません」

　いきなりの展開に、目を白黒させるエニクズ。

「お、お前……大だい丈じよう夫ぶなのか？……って、無傷じゃないか」

　よく見ればミルフィーユは、火傷やけどはおろかかすり傷一つ負っていない。

「大丈夫？　人の心配をしている場合ではないでしょう。この犬」

「い、犬ってお前……」

「そこをどきなさい。あなたのようなクズ犬ではこの大魔王を倒すのは無理です」

　辛しん辣らつな言葉を容よう赦しやなく叩たたきつけるミルフィーユ。

「っておい！　お前なにしてんだ！」

　エニクズの制止を振ふり切り、ブァーンの眼前に立つ踊り子。

「なんだ、小こ娘むすめ。勇者ですらこの有り様なのだぞ。破は廉れん恥ちな衣装で低てい俗ぞくな舞まいをするしか能のない貴様如ごときに何が──」

「黙りなさい、犬」

「……何？」

「犬が、更さらに低俗なクズ犬を痛めつけた程度で、調子にのってキャンキャン吠ほえるなと言っているのです」

「……ふん、言うではないか。そこまでぬかすからには、命を奪うばわれる覚かく悟ごが──がっ!?」

　何が起こったか、分からないといった表情の魔王。

　起こった事象は実にシンプル。ミルフィーユの平手打ちが、魔王の頰ほおを直ちよく撃げきしたのだ。

　平たく言うならば、ビンタ。

「ば、馬ば鹿かな……なぜ余の魔力障壁が作動しな──ぐはあっ！」

「へげぶっ！」

「ぐへらっ！」

「よ、よせ……余はこの世界の神なの──だべしっ！」

「も、もう許し──ひぎゃあああっ！」




　数分後。

「あ……あへ……」

　顔面が原形を留とどめない程ほどに腫はれ上がったブァーンが、床に倒れ落ちた。

「お、お前……こんなに強かったのか」

　勇者が、信じられないといった表情で、ミルフィーユを見つめる。

「当然です。あなたと大魔王ではレベルが違いますが……私は住む世界が違うのですから」

「住む世界？　一体なに言ってるんだ？」

「まあそんな事はどうでもいいです。さあ、早くこの犬を封ふう印いんしなさい、クズ犬」

「あ、ああ……」

　クズ犬呼ばわりされたエニクズは、言われるがまま、聖王女レオナナから授さずかった、封印の指輪を大魔王にかざす。

　次の瞬しゆん間かん、ブァーンの体は一瞬にして灰化し、まるで意思でもあるかのような動きで、指輪の宝石部分に吸い込まれていった。

「これであなたの『呪のろい』は解けましたね、犬」

「え？……あ、そうか！」

　そう、勇者エニクズには、呪いがかけられていた。

　それは『幼なじみである、パン屋の娘むすめ、ビアーラと一いつ切さい会話ができなくなる』というもの。その解除条件は『大魔王ブァーンの封印』だった。

「これで……これでやっとビアーラと話せる」

　それまでは何とも思っていなかった。いて当たり前の空気みたいな存在だと思っていた。

　だが、呪いによって話す事を禁じられ、初めて分かった。

　自分は彼女の事が好きだったのだと。ビアーラと共にこれからの人生を歩んでいきたいと。

「ありがとう、ミルフィーユ。お前のおかげで『呪い』が解けたよ。俺……帰ったらビアーラに告白するよ！」

「どうぞご自由に。盛さかった犬同士がどうしようと、私には関係のない事ですから……という事で、私は帰ります」

「え？　帰るってどこへ？」

「まあ、方向で言えば、あちらになりますね」

　そう言って、上空を指差した。

「さっき、住む世界が違うとか言ってたけど……もしかしてあれって冗じよう談だんじゃないのか？」

「ええ」

　無表情のまま、小さく首を縦に振る。

「お前……一体何者なんだ？」

　ミルフィーユは、流りゆう麗れいな銀ぎん髪ぱつをたなびかせながら、淡たん々たんと告げた。

「僕しもべですよ。本物の神の、ね」







　第二章　硬かったんで温めてみたら、熱すぎて溶ける
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　　　　１




　ミッションが下された、次の日の昼休み。

「お昼っす！　甘あま草くささんお昼っす！」

「いや、そんなにでかい声で言わなくても聞こえるから……」

　ショコラは、日を跨またいでも体育会系のままだった。

「という事で甘草さん、腹ごしらえをしてからナンパに行くっす！」

　目をキラキラさせながらのガッツポーズ。なんでこんなに元気なんだよ……

「ナンパってお前……どうしてそうなる？」

　ショコラは顔をずい、と近づけてくる。

「まともにお話ししてくれたふらのさんと謳おう歌かさんがあの状態の今、このクラスで甘草さんが女の子と絡からむのは絶望的っす！」

「いやお前な……人の事なんだと思ってるんだ。恋れん愛あい云うん々ぬんはともかく、普ふ通つうに話すのくらい楽勝だから」

「でもみなさん、昨日のブルマ発言、ドン引きしてたっすよ」

　……それは確かに事実だ。③は命の危険を感じたし、②はいつもの最後のホモを刺し激げきして何が起こるか分からない……結果、女子達に向かって言うしかなかった。

　だが、ドン引きされるなんてのは正直、俺にとっては平常運行だ……自分で言ってて悲しくなるけど。

「……論より証しよう拠こだ。ちょっと見てろ」

　俺は、近くにいた女子に声をかける。

「おーい佐さ々さ木き」

「え？」

　振り向いた佐々木の顔面が、ちょっと引き攣つった。

「ど、どうしたの？　甘草君が話しかけてくるなんて珍めずらしいね」

　ふ、どうだショコラめ。俺はたしかに変態として認にん識しきされているが、話すのを拒きよ否ひされるレベルまで嫌きらわれているわけじゃない。

　キョドってるけど……佐々木、若じやつ干かんキョドってるけど。

「甘草君？」

「あ、ああ、悪い、佐々木。いや、特に用があった訳じゃないんだけ──」






【選べ　①ヨダレを垂らして「お前を性的な意味で食べる為ためだよ！」

　　　　②股こ間かんを出して「俺の亀かめに触さわれば竜りゆう宮ぐう城に連れてってやるぜ！」

　　　　③全ぜん裸らでケツを突つき出して「これが俺の桃もも太た郎ろうだ！」】








「……お前を性的な意味で食べる為だよ！」

　じゅるり。

「き……きゃあああああああっ！」

「あ、いや、違ちがっ……」

　制止も空むなしく、脱だつ兎との如く逃にげ出していく佐々木。

　な、なんでこうなるんだ……

「やっぱり甘草さんは甘草さんっす！」

　うなだれる俺に対して、キラキラと目を輝かがやかせるショコラ……本人に悪気はないんだろうが、無む性しようにイラッとする。

「とにかく教室にいたままじゃ、何も進展しないのでとにかく外に出て出会いを求めるっす！　そしてついでに、ミッションの為の下調べをするっす！」

「下調べ？」

「そうっす。ぶっつけ本番では不安っすから、対象の人達にとって、どんな時が『最高に輝いている瞬間』なのかをリサーチに行くっす！」

　リサーチねえ……まあ、全くの無む駄だとは言わないけど、対象者のほとんどがアレな人間だから、事前の下調べに、そんなに意味があるとは思えないけどな……当日に何やらかすか予想がつかないメンバーだし。

「そんな事より佐々木に謝らなき──う……」

　そこで、女子達の鋭するどい視線が一いつ斉せいに突き刺ささっている事に気付く。佐々木は守られるようにして、一番奥で怯おびえている。

「すんません……ほんとすんません……生きててすんません」

　俺は、これでもかという程に縮こまりながら、そそくさと教室から出た。

「はあ……」

　ため息が漏もれる。俺は普通に学園生活を送って、普通に恋愛したいだけなのに……

「それでは甘草さん。張り切っていくっす！」

「いや、だからそんなに大きな声出さなくても聞こえるから……」

　正直、この精神状態でこのテンションのショコラと一いつ緒しよにいるのは、かなりしんどい。

「……ショコラ、ちょっと頼たのんでいいか？」

「なんっすか？」

　ある事を思いついたんで、試ためしてみる事にする。体育会系ならこのお願いは断らないはずだ。

「ちょっとパン買ってきてくれ」

「了りよう解かいっす！」

　気持ちのいい即そく答とう。

「あ、悪いけど購こう買ばいのやつじゃなくて、パン・ド・アベのを頼む」

「了解っす！」

　すぐに戻もどってこられては意味が無いんで、校外のパン屋を指定する。

　しかし、こんなパシリみたいな扱あつかいをしてるのに、嫌いやがる様子が全くないな。

　……どこまで即答するのか、ちょっと試してみたくなった。

「ついでにパンツも買ってきてくれ」

「了解っす！」

　買ってくんのかよ……

「ついでにこの場でパンツ脱ぬいでくれ」

「了解っす！」

「うわああああ何やってんだお前!?」

　何の躊躇ためらいもなく、スカートに手をかけるショコラ。

「え、だって甘草さんがパンツ脱げって言ったんじゃないっすか？」

「い、いやお前、その場のノリで言った冗談に決まってるだろ」

「そうだったんっすか。でも自分、甘草さんの言う事には絶対服従っすから、命令されれば何でも言う事聞くっすよ？」

「な、何でも……？」

「はい、何でもっす！」

　目をキラキラさせて力強く答えるショコラ。さっきのパンツの件を鑑かんがみるに、その言葉に噓うそは無いんだろう。

「どうしたんっすか、甘草さん？　これは自分の使命遂すい行こうの一いつ環かんっすから、いくらでも命令してくださいっす」

　使命遂行か……そのショコラの言葉に、なんだかよそよそしさを感じた俺は、ちょっと確認してみたくなった。

「ところでショコラ。俺の事……どう思ってる？」

「え？　自分のサポート対象者っすけど？」

「い、いや、そういう事じゃなくて……その、個人的な好すき嫌いの話で……」

「あ、そういう意味なら別になんとも思ってないっす！」

　即答。

「甘草さんは『呪のろい』を受けていて、自分はその解消の為に全力で動く。命令には従いますけど、個人的感情はこれっっっっっぽっちも持ってないっす！」

「そ、そうか……」

　笑え顔がおで力強く宣言するショコラ。

「は、話が逸それちゃったな……とにかくパン買ってきてくれるか」

「了解っす！　命令とあらばバッチリ買ってくるっすうううっ！」

　ショコラはもの凄すごい勢いで駆かけ出していった。

「ふう……」

　なんとなくもやもやした想おもいを抱かかえながら廊ろう下かを歩いていると、前方からなにやら聞き覚えのある声が響ひびいてきた。

「甘草クーン」

　こ、このイントネーションは……

「…………」

　顔を確認する前に、その声の主が誰だれだか察した俺は、下を向いたまますれ違ちがい、全力で無視した。

「ちょ、ちょい待ち！　なんでシカトするん!?」

　その先せん輩ぱい、爆ばくノの内うち火か恋れんは、慌あわてた様子で俺の前に回り込む。

「いや、先輩と絡むとろくな事になりませんから……」

　この人は男子にモテようとするが故ゆえに、行動が暴走しまくる。この前の投票でも、旧『お断り５フアイブ』が引退していく中、その座を死守（？）した、学園でも有数の変人だ。

「ん？」

　なんか、変な臭においが辺りに充じゆう満まんしていた。この人、この前は納なつ豆とうの香こう水すい付けてたんだよな……

「先輩……今日は何の香水付けてるんです？」

「ああ、腐くさったバナナの香水や」

「なんで!?」

　どこに売ってるんだそんなもん。

「そやかて、男はみんな『熟うれたぐちゅぐちゅの果実が好き』って雑誌に書いてあったから……」

「だからなんの雑誌読んでんだよ！」

　ぷーん。

　先輩が少しでも動く度たびに、腐ったバナナの臭しゆう気きが襲おそってくる……勘かん弁べんしてくれ。

「……で、二年のエリアまで降りてきて、どうしたんですか？」

「ああほら、ウチ、この前のランキングで色々とやらかしてしもうたやん？　元からそういう傾けい向こうはあったんやけど、もう同学年の男子は誰も恋愛対象として見てくれないんや」

　いや……腐ったバナナの臭いがする女なんて、二年だろうが一年だろうが、誰も相手にしてくれないと思うんですけど。

「そんでな、甘草クンに誰か紹しよう介かいしてもらお──ん？　なんや？」

　爆ノ内先輩の顔周辺に、何かの虫が寄ってきた。

「ん？　うわ、ハエやんか！　しっし！　あっちいけや！」

　ぶんぶんと振ふり払はらう爆ノ内先輩だったが──

「ん？　なんや？　もう一いつ匹ぴきおるんか。お前もあっちいけ──うわ、こっちにもおる!?」

　すげえ……瞬またたく間にハエの大群が、爆ノ内先輩に群がっていく。

「な、なんでや！」

　腐ったバナナのせいだよ。

「い、いやや、あっち行けやっ……ん、待てよ？　これ、ひょっとして今ウチ、ハエにモテてるんとちゃう？」

「どんなポジティブシンキングだ！」

「甘草クン、誰か、ハエごとウチを好きになってくれる男子は──」

「いるわけねえだろ！」




　数分後。俺は、なんとか爆ノ内先輩に群がっていたハエ達を、全すべて追っ払ぱらった。

「つ、疲つかれた……」

「あんな最低な奴やつでも、いなくなってみると寂さみしいもんやな……この部屋にはまだ、あいつの匂いが残ってるんや」

「なんで別れたカップルみたいに言ってんだ！　あいつの匂いとか以前にあんたがバナナ臭くさいんだよ！　すぐに体洗ってこい！」

「あ、甘草クン『早くシャワー浴びてこい』なんて……それはまだ早いんとちゃう？」

「耳腐ってんのか！」

　駄だ目めだ……もう付き合ってられない。

「それじゃあ俺はこれで……あ、一個だけ聞いていいですか？」

「ん？　なんや？」

　さっきのショコラの言葉を思い出す。まあついでだから確かく認にんしておこう。

「先輩は、自分が一番輝くのって、どんな時だと思いますか？」

「そんなもん、男子からモテモテになった時って決まってるやないか」

「…………」

「ん？　どしたん？」

　…………爆ノ内先輩はターゲットから除外しよう。
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「はあ……」

　爆ノ内先輩の相手で疲ひ弊へいしきった俺が廊下を歩いていると、前方から誰かの声がかかった。

「おや？　甘草さん、丁度いい所に」

「ん？……うげ」

　その声の主を確認した俺は、思わず顔をしかめた。

　そこに立っていたのは解とく川がわ真ま理り咲さ。真理の追究と称しようして、わけのわからない質問ばかりを繰くり返す変人だ。

　この前の投票では『お断り５』からは卒業する形になったが……正直、残った人達や新しいメンバーと大差ないレベルだと思う。

「丁度いい所にって……俺の事探してたのか？」

「肯こう定ていします。私は貴男あなたに聞きたい事があるのです」

「俺に聞きたい事？」

「はい。先日の投票において、貴男は『お断り５』から『お断り男』へとランクアップ……もとい、ランクダウンしました。これは晴せい光こう学園始まって以来の珍ちん事じだそうです。ここまで異性に忌いみ嫌きらわれる甘草奏という存在は実に興味深い……男女の関係というのは、人間が生きる上での永遠のテーマの一つです。その極北にいる貴男の心の内を解かい析せきできれば、私は真理に一歩近づけるような気がするのです」

　解川は無表情のまま淡たん々たんと告げ、俺の顔を見み据すえて言い放った。

「質問します。ねぇねぇ今どんな気持ち？　『お断り男』になってどんな気持ち？　ねぇねぇ」

「馬ば鹿かにしてんのか！」

「肯定します。ほんのり馬鹿にしつつ、哀あわれみを込めて侮ぶ蔑べつしています」

「ひどすぎるわ！」

「冗じよう談だんです。それでは場も暖まってきた所で、甘草奏かなでという人物を知る為ための問答を開始しましょう。さあ私と一いつ緒しよにレッツ真理」

　相変わらずうさん臭いかけ声だな……

「質問します。貴男の身長・体重・好きなホモのタイプは？」

「三つ目おかしいだろ!?　俺ホモじゃねえし！」

「否定します。これは貴男のクラスメイトからの、信しん頼らいに足る情報です」

「いつもの最後の奴じゃねーか！」

「補足します。ちなみにその彼の好きなタイプのホモ一位は、ホリエモ○だそうです」

「堀ほりの意味が違うだろ！」

　あの人別にホモじゃないだろ……怒おこられるぞ。

「更さらに補足します。次点はミスタードリ○ーだそうです」

「掘ってりゃなんでもいいのかあいつは！」

「重ねて補足します。三位は同率でモグラと甘草さんだそうです」

「俺意外に低いな!?」

「件くだんのクラスメイトに報告します。甘草さんが欲よつ求きゆう不満だと」

「やめろおおおおっ！」

「感謝します。これで大分貴男の事が理解できました」

「いやうちのクラスのホモの話しかしてないけど！　そんなんで俺を理解された気になられても困るんですけど！」

　解川は、俺のツッコミに一いつ切さい構わずに言葉を続ける。

「提案します。貴男の情報ばかり貰もらってしまっては些いささか不公平です。等価交こう換かんとして、私の情報もお伝えするというのはどうでしょう」

　いや……別にいいんだけど。そもそも俺の情報何も伝わってないし……

「報告します。最近、兄のけんじが働き始めました」

　お、話でしか知らないけど、あのニートもついに社会復帰したか。

「提てい督とくとしての任務で忙いそがしいようです」

「『艦かんこれ』じゃねえか！」

「否定します。兄がやっているのは『還かん体たいこれくしょん』です」

「いや、『艦かん隊たいこれくしょん』で合ってるだろ」

「再び否定します。還元の還に体と書いて還体です」

「還体これくしょん？　なんだそれ？」

「回答します。還かん暦れきを迎えた方々の体の部位を集めるゲームです」

「何が面おも白しろいんだそんなもん！」

「ちなみに私のオススメ部位は源げん蔵ぞうさんの『乳ち首くび』です」

「心底どうでもいいわ！」

「そして第二のオススメはウメさんの『恥ち骨こつ』です」

「パーツ細かすぎるだろ!?」

　シルバー世代の部位を集めて何をどうしろと……

「そして留とめ吉きちさんが大破すると、赤ふんどし姿が拝めます」

「マジで誰だれ得とくだよ！」

「最後に報告します。結局貴男が最初に言った『艦隊これくしょん』は誤あやまりだった訳です……これが本当の還違いですね」

「うぜええええっ！」

　無表情なくせに、ほんの少しだけドヤ顔風味なのも、絶ぜつ妙みように腹が立つ。

「提案します。部位で少し思い出した事があるのですが、最後に話してもいいでしょうか」

「まあ……これで終わりになるなら別にいいけど」

「私のオタクの知人が、一いつ般ぱん人とのカラオケに参加した時の話です。知人が、ロボットアニメソングを入力しました。そのロボットの名前はボルテスＶフアイブだったんですが、何も知らない一般人達はボルテスブイ、ボルテスブイ、と連呼するので、知人は『いや、これはファイブだから』と訂てい正せいしました。そして、次の順番が回ってきた時、知人はまたしてもロボットアニメソングを入力しました。そのロボットの名前はコン・バトラーＶブイ。さっきの事を踏ふまえて、一般人達はコン・バトラーファイブ、コン・バトラーファイブと連呼しましたが、友人は『いや、こっちはブイだから』と訂正しました。一般人達からは『えー、なんだよそれー』『あははー』との声があがり、ボックス内が、微笑ほほえましい雰ふん囲い気きに包まれました……おしまい」

「なげえしつまんねえしどうでもよすぎるわ！」

　なんなの……なんで俺は妙みように実話っぽい話を聞かされて、人生の無む駄だな時間を過ごさなきゃならないの。

　……もういい、最後に質問だけして終わりにしよう。

「解川。いきなりなんだけど、自分が『最高に輝かがやいている瞬しゆん間かん』ってどんな時だと思う？」

　それを受けた解川は、迷い無く即そく答とうした。

「回答します。兄が社会復帰して、母が笑え顔がおを取り戻もどすのを見た瞬間です」

「けんじ早く働いてええええええええええ！」
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　さて、そろそろクラスのほとぼりも冷めただろう。

　これ以上ふらついていて、更に変人に遭そう遇ぐうするのも御ご免めんなので、教室に戻ろ……いや、その前に一言、声をかけておくか。

「爽さわ星ぼし」

「ひゃいっ！」

　いきなり振り返った俺にびっくりしたのか、そいつはその場にぺたんと尻しりもちをついてしまった。

　この女子の名前は爽星素す直なお。黒くろ髪かみ清せい楚そ女子として、表ランキング二位に位置し、絶大な人気を誇ほこっていたが、この前のイベント中に化けの皮が剝はがれ、一気に『お断り５』まで転落してしまった。

「バババ、バカッ！　いきなり声かけられたらびっくりするだろーが！　バカ、アホ、バカッ！」

　尻もちをついたまま、思いっきり俺を罵ば倒とうする爽星……しかし相変わらず、悪口の語ご彙いが少なすぎるな。

「いや、それは悪かった……ずっと後ろついてきてたから、もしかしたら俺に声かけられるの、待ってたのかなって」

「なっ……あ、あの完かん璧ぺきな尾び行こうを見破るとは……アンタ忍にん者じやの末まつ裔えいか何かか？」

　あれで尾行のつもりだったのか……何回も思いっきり視界に入ってきてたけど……

「まあいいや……で、なんで俺の事尾行してたんだ？」

「ア、アンタの事なんか尾行してねーし！　じ、自意識過か剰じようなんじゃねーの」

　……いや、自分で言ったんだろうが。

「まあ、用がないんなら俺はこれで」

「ま、待てよバカッ！」

　必死な感じで俺を引き止める爽星。

「どうした？」

「よ、用なんかねえよバーカッ！」

　……なんなんだよ、一体。

「何もないんなら、俺は教室帰るから」

「ま、待てよバカッ！」

「どうした？」

「う……その……」

　何かを言い淀よどむようにもじもじする爽星だったが、やがて、覚かく悟ごを決めたような顔をして話し始めた。

「ア、アンタさ……『お断り男』になったじゃん？」

「まあ……残念な事に」

「そ、それって……アタシのせいだよな」

「は？」

　爽星の口から、予想外の言葉が飛び出した。

「だ、だって……アタシをかばったせいであんな事……」

　もしかしてこいつ、あのケツにロケット花火の件を気にしてるのか？　そりゃあたしかにあれがなければ俺は『お断り男』になんてならなかっただろうけど……全すべては選せん択たく肢しが悪いんであって、爽星のせいだなんて、考えた事もなかった。

「その件なら気にしなくていいぞ。俺が勝手にやった事だし」

「そ、そういう訳にはいかねーし！　アンタが悪口言われたり、白い目で見られてるのが辛つらいっていうか悔くやしいっていうか……」

「お前……意外にいいやつだな。でも俺は、変な目で見られるの慣れてるし本当に大だい丈じよう夫ぶだから。ありがとな」

「うっ……」

　爽星の顔が、一いつ瞬しゆんにして真っ赤に染まる。

「バッ……その笑顔は反則だろバカッ！　そんな顔されたら謝れないだろアホッ！　バカッ！　アホッ！　お前の母ちゃんデベ……いや親の悪口はよくないからお前がデベソッ！」

　……最も早はや何を言いたいのか全然分からない。
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「バ、バカバカ、アタシの馬鹿っ！　ほんとはこんな事言いたいんじゃないのに……」

　そして今度は自分へ向けての罵倒……やっぱりこいつも相当な変わり者だよな。

「あ、あのな、甘草……」

　そしてまたしても、もじもじし出す爽星。

「ん？　どうした？」

「その……あの……アタシ、アンタに──」




「ただいま戻ったっすううううっ！」




「おわっ!?」

　そこへ、ショコラが勢いよく滑すべり込んできた。

「お前……もうちょっと落ち着いて登場できないのか……」

「ごめんなさいっす！　以後気をつけるっす！」

　目をキラキラさせながら謝るショコラ……いや、だからその声がでかいんだって……

「あ、なんか邪じや魔まが入っちゃったけど、爽星、何か言いかけてたよな？」

「へ？　あ、いや、その……なんでもねーよバカッ！」

　なぜだかまた罵ののしられた……俺、何も悪い事してないのに……

　そこでふと思い出す。そういえば、爽星もミッションの対象者だったな。

「なあ爽星」

「な、なんだよ……」

「つかぬ事を聞くけど、お前、自分が『最高に輝いている瞬間』ってどんな時だと思う？」

「え？　輝いている瞬間？……そ、そんなのお嫁よめさんになった時に決まっ──って何言わせんだこのスケベッ！」

「いやいや、お前が勝手に言ったんだろ……でもお嫁さんかあ……って事は爽星もターゲットから除外だな」

「……え？」

　そこで、爽星の顔が驚きよう愕がくの色に染まる。

「そ、そっか……そうだよな。こんな性格の女、除外されて当然だよな……」

「は？」

　それまでの勢いはどこへやら。急にしゅん、となってうなだれる爽星。

「……色々悪口言って悪かったな」

「あ、おい……」

　そのまま俺に背を向けて、とぼとぼと歩いていってしまう爽星。

　あいつ……なんか勘かん違ちがいしてないか？　いや、何を勘違いしてるかは分かんないけども。

　よく分からないけど追いかけた方が──

「甘草さん、早く食べないと、せっかくの焼きたてパンが冷めちゃうっす！」

　ショコラが、手にした紙かみ袋ぶくろをアピールしてくる。

「あ、ああ、そうだったな……ありがとう」

　ショコラを追い払はらう口実だったから、正直パン自体はどうでもいいんだけど、わざわざ買ってきてくれたんだから、食べない訳にもいかないだろう。

「これがイチオシっす！」

　ショコラが自信満々で、パン・ド・アベと書かれた袋から取り出したのは──

『腹ン中パンパン』

「食えるか！」




　　　　４




　その日の帰り道。

「どうしたんっすか甘草さん、顔が暗いっすよ！」

　ショコラが、相変わらずのでかい声を響ひびかせる。

「ああ、ちょっと考え事しててさ……」

　ミッションの事、ふらの・謳歌との事、そして──

「ん？　何見てるんっすか？」

　このショコラの事。

　色んな事が同時に起こりすぎて、頭がぐちゃぐちゃになっていた。

「なあ……聞いていいか？」

「はいっす！　教えろって命令してくれれば、知ってる事なら何でも答えるっすよ！」

「いや、あのさ……その他た人にん行ぎよう儀ぎな言い方、やめないか？　命令とかじゃなくて普ふ通つうに質問したいだけなんだ」

「でも自分と甘草さんは他人っすから！」

「……え？」

「自分にとって使命は仕事っす。だから自分と甘草さんはあくまで、ビジネスパートナーっす！」

「……そう、か」

「あ、でも、『もっとフレンドリーに接しろ』って命令してくれれば、そのようにするっす！」

「…………もういいや」

　やっぱり……俺の知るショコラとは、根本的に違ちがうんだな。

　でもそのショコラすらも、俺を好きだと思い込んでるだけかもしれなくて──

「甘草さん、そんな事はいいから、早く好きになれるような女の子を探すっす！」

　人の気も知らず、目をキラキラさせてガッツポーズするショコラ。

「好きになれる……か」

「そうっす！　さっさと誰だれかを好きになって、とっとと『呪のろい』とオサラバするっす！」

「…………あ」

　そこで一つ、思いついた事があった。

　もちろん実際にこんな命令をするつもりはないけど、このショコラがどんな反応をするのかを確かめてみたかった。

「なあ、ショコラ。俺がもし、『俺の事好きになれ』って命令したらどうするんだ？」

　まあおそらく、好きになったような体で振ふる舞まうだけだろうけ──

「そ、それは思いつかなかったっす……」

「え？」

　呟つぶやきの内容は聞き取れなかったが、ショコラは、なにか目から鱗うろこが落ちたような顔をしていた。

「な、なんでもないっす！　でも命令なら……命令なら仕方ないっす！　自分、甘草さんの事なんて何とも思ってないっすけど……命令とあらば、誠まことに……誠に遺い憾かんながら、甘草さんを好きになるっす！」

　なんか……勝手に話が進んでるんだが。

「嫌いやですけど……ほんとは嫌ですけど、心の準備はできたっす！　さあ命令するっす！」

「いや、しないけど……」

「……え？　な、なんでしないんすか……」

「いや、むしろなんですると思ってるかが分からないんだけど……」

　ショコラは数秒考え込んだ後、我に返ったように、はっ、となった。

「そ、そうっすよね！　あ、あはは……じ、自分、ど、どうかしてたっす」

　おもいっきりキョドった後、今度は落ち込み始めるショコラ。

「うう、これはなんたる失態っす……自分、まだまだ鍛たん錬れんが足りないっす……かくなる上は──」

「あ、おいっ……」

「夕日に向かって走るっすううううううううううっ！」

　もの凄すごい勢いでダッシュしていってしまった。

　ほんとになんなんだよ……一体。
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　それから何日か経たったとある日の昼休み。

「……一体なんなんだろうな」

「楽しみっす！　自分、超ちよう楽しみっす！」

　黒こく白びやく院いん会長から、ショコラと一いつ緒しよに生徒会室に来てほしいとの伝言を受けた俺は、足取り重く、廊ろう下かを歩いていた。

　用件が何であれ、あの人からの呼び出しである以上、ろくな事にならないのは分かりきっている。

「あら、甘草さんにショコラさ～ん」

　生徒会室の前では、その本人が満面の笑えみで待ち構えていた。

「……どうも」

「会長さん、こんにちはっす！」

「こんにちは～。ショコラさん、なかなか面白い事になってるみたいですね～」

　俺に、意味ありげな視線を送ってくる会長……聞いてもどうせ答えないくせに。

「まあここで立ち話もなんですから、中へどうぞ～」

　そう言って会長が開いたドアの中にいたのは──

「あ、甘草君だ」「オー、カナデアル」「甘草君？」

　柔やわ風かぜ、チチル先せん輩ぱい、委員長の三人が並んで座っていた。

　それに加えて、会長とショコラがいるという事は──

「はい。晴光学園、女子表ランキングメンバー、勢せい揃ぞろいですよ～」

　不動のナンバーワン女じよ帝てい、黒白院清せい羅ら。

　奇き跡せきの天然ドジっ子、柔風小こ凪なぎ。

　超ちよう絶ぜつダイナマイトボディー、チチル・ニューミルク。

　根強いファンが多い、隠かくれ美少女、陽ひ交まじり差さ月つき。

　そして、体育会系パシリ（現）のショコラ。

　新生表ランキングの五人が一堂に会するなんて、何かのイベント以外ではなかなか見られない、貴重な光景だろう。

　しかし、会長が招集している以上、浮うかれてなんかいられるはずもなく。

　俺は、他ほかのメンバーには聞こえないように、会長に近付いて囁ささやいた。

「で……今日の企たくらみは何ですか？」

「ひ、ひどいです～。甘草さん、鬼おにです～」

　そんなニコニコしながら泣き真似まねされてもな……

　そして、あっさりと泣き真似をやめた会長は、柔風達三人に語りかける。

「みなさん、本日はお集まりいただきましてありがとうございま～す。みなさんに、甘草さんが聞きたい事があるそうで～す」

　会長は、俺の方に目配せして、少しだけ口の端はしを吊つり上げた。

　行動を操あやつられているようで癪しやくだけど……まあ確かく認にんしておいて損はないだろう。

「あの……実はみんなの自分が『最高に輝かがやいている瞬しゆん間かん』を知りたいんだ」

「「「？」」」

　会長とショコラ以外の三人が、揃そろって首を傾かしげる。

「いや、実はとある事情があって──」




【選べ　①この場で半ケツになる※ケツが思いっきり光り輝くんで、柔風、チチル、委員長の三人には見えない　②この場でフルチンになる※チン○が思いっきり光り輝く……ような事は無く、ただのフルチンである】




　②とか出す必要ねえだろもう！

「く…………」

　意を決した俺は、勢いよくズボンを引き下げた。

　ずるっ！

「ええっ！」「オー！　エキセントリック！」「ちょ、ちょっと甘草君!?」

　三人が目を背そむけようとしたその瞬間──

　ぴかっ!!

　俺のケツが神こう々ごうしく光り輝いて、彼女らの視界を塞ふさいだ。

「ふうう……」

　俺は、安あん堵どのためいきを吐つきながら、ズボンを引き上げる……ねえこれ何の意味があんの？……マジで何の意味があんの？……泣きたい。

　いや、三人への弁解が先だな。ケツ自体は見えなかったとはいえ、完全にセクハラだ。

「あの……ほんとすんません……マジですんません」

　俺は、地面に付きそうな勢いで頭を下げた。

「あ、甘草君、そんな事しなくてだいじょぶだよ……それよりもなんか辛つらそうだけど平気？」

「カナデ、なんで謝るアルか？　面白いイリュージョンだったアルよ。また見たいアル！」

「あ、あはは……ちょっとびっくりしたけど大だい丈じよう夫ぶだよ。まあいつもの甘草君だし、このくらいで動じてたら、二年一組の委員長なんて出来ないから」

　て、天使だ……ここに天使が三人もいる。

「あらあら～。みなさん優やさしいですね～。そんな子達の前でお尻しりを出しちゃう甘草さんは、救いようのない変態さんですね～」

「いやあんたの主あるじのせいだｒ──ぐああああああっ！」

　ツッコミの途と中ちゆうでとんでもない頭痛が襲おそってくる。

「ふふ、余計な事を言う子にはお仕置きですって～」

　こ、この悪あく魔ま共め……

「ちょっと補足説明しま～す。陽交さんはご存じだと思いますが、甘草さんは今度の体育祭で、クラスの写真係になってるんですね。誰よりもいい写真を撮とりたいと燃えている甘草さんなので、みなさん答えてあげてくださ～い」

　俺の恨うらみがましい視線を全く意に介さずに、会長は三人に笑顔を向ける。

「そ、そういう事だったんですね……え、えっと……でもあの……急に輝く瞬間って言われても……」

「そんなに固く考えなくても、大丈夫ですよ～、柔風さん。体育祭は関係なくていいですから、自分が一番楽しいとか、大事だなと思う時を答えてくれればオッケーで～す」

「あ、それなら……謳おう歌かちゃんとか、他のお友達とお喋しやべりしたり、一緒に出かけたりするのが一番楽しいです」

　……安定のぐう聖っぷりを発揮する柔風。世界がこんな子ばっかりだったら、争いなんて起こらないだろうな。ソレスタルビーイングも、武力による戦争根絶などに踏ふみ切らなくて済んだはずだ。

「ワタシも同じアル。この学校はいろんな人がいて、とってもとっても楽しいアル！　あ、あと猫ねこのジローと遊んでる時も大好きアル！」

　なんなの……なんなのこのピュアっ子達は。

「私は……友達も勿もち論ろんだけど、家族と一緒にいる時間が一番大事かな。おじいちゃんとおばあちゃんも、ずっと元気でいて欲しいし」

　聞いたか『お断り５』の者共よ……これが……これが表ランキングだ！

　ミッション達成の参考になるかというと微び妙みような所だが、そんな事はどうでもいい。荒すさみきった現代日本の中で、こんな素す晴ばらしい女の子達もいるという事を再確認出来ただけで、心が浄じよう化かされていくようだ。

　俺が感激に浸ひたっている所で、背後から声が響ひびいてきた。

「輝く瞬間？　そんなの私の答えは決まってるわ」

「え？　他にも誰だれかいたっけ……って、ちょっと待てええええええっ!!」

　振ふり向いた俺は、思わず絶ぜつ叫きように近い声をあげてしまった。

　な、なんで……なんでこの人がここに？

「あら、奏ちゃん、そんなに喜ばなくってもいいじゃない」

　ウインクをしたその人物は…………権ごん藤どう大だい子こさん（四十九）。

　しかもウチの制服着用!?

「ふふ、今日のサプライズゲストで～す」

　いやいやいや……サプライズってレベルじゃねーぞ。たしかに一応ミッションの対象者ではあるけども……

「奏ちゃんのオケツ……窓の外から堪たん能のうさせてもらったわ」

　あれ見られてたのかよ！

「甘草さんも喜んでくれたようで何よりです～」

　いや喜んでないし……

「ふん……」

　大子さんは、微笑ほほえむ会長を一いち瞥べつすると、のしのし（ほんとにこんな音がしている）と柔風達の方へ歩いて行った。

　そして、品定めするように三人を眺ながめ回す。

「あんたは大丈夫……あんたもオッケー……あんたも心配なさそうね」

「あ、あの、大子さん……何やってるんですか」

「奏ちゃんにたかるハエのチェックよ。私がちゃんと駆く除じよするから安心してね～」

　……意味がよく分からなかったが、大子さんは、続くショコラの前でぴたりと足を止めて、顔を歪ゆがませた。

「な、なんっすか……」

　大子さんの迫はく力りよくに、さすがの体育会系ショコラもたじろいでいた。

「あんたは危険だわ……」

　その体から、殺気が一気に溢あふれ出す。

「この女は……今ここで殺しておくべき女ね」

　なんで鮫さめの人みたいな事言ってんだ……

「や、やるっすか……」

　ファイティングポーズをとりつつも、完全に腰こしが引けているショコラ。

「ふん、刑けいの執しつ行こうはいつでもできるからね……先にチェックを終わらせるわ」

　大子さんはそう言って、会長の前で立ち止まる。

「あんたは……全く読めないわね」

「あらあら～。私は甘草さんの事、大好きですよ～」

　その瞬間、大子さんのこめかみに、ビキリ！　ともの凄すごい太さの血管が浮き出た。

「……死にたいようね」

　なんか顔が『北ほく斗との拳けん』のキャラみたいになってますけど!?

　でも大子さんならもしかして、会長にも勝てそうな気がしないでもない。

　できれば空そらさんも力ちから尽ずくでやっつけて、選せん択たく肢しもなくなって、めでたしめでたしとかなってくんないかな……

「うふふ、冗じよう談だんですよ～。甘草さんの相手は、権藤さんしかいないと思います～」

「あら……分かってるじゃない」

　大子さんの表情が一いつ瞬しゆんにして緩ゆるむ……この人、簡単だな。

「そんな訳で、権藤さんの『最高に輝いている瞬間』を、今ここで実じつ践せんしてもらいましょう～」

「…………………………………………………え？」

「うふ～ん。もちろんそのつ・も・りよ」

　大子さんの瞳ひとみがキュピーン！　と輝きを放った。

「い……いや……あの……その……」

　後あとずさる俺に対して、どすどすと寄ってくる大子さん。

「じょ……冗談……ですよね？……う」

　いつの間にか、壁かべ際ぎわまで追いやられていた。

「冗談なもんですか！　私が最高に輝いている瞬間……それは……それは奏ちゃんと○×△☆している時よーっ!!」

「ぎゃあああああああああ！」

　体重三桁けたと壁の間でプレスされる俺。

「ぬ……ぬふふふふふふふ！」

「た、助けてくれええええええええ！」

　メキメキと骨が軋きしんでいく。だ、駄だ目めだ。このままでは……犯やられる……いや、最悪殺やられる……いや、犯られる方が嫌いやかもしれない。

　どちらにせよ待ち受けているのは……地じ獄ごくだった。

「私の……私の奏ちゅわ～ん！」

「う……が……あ……」

　その圧あつ倒とう的質量の前に、抵てい抗こうは無意味だった。

　徐じよ々じよに意識が遠のいていく。

「私は今……最高に輝かがやいてるわあああああああああああっ！」

　薄うすれゆく意識の中、会長の最高に楽しそうな、悪い笑え顔がおが視界の隅すみに飛び込んできた。

「私は、甘草さんが酷ひどい目に遭あうのを見てる時が、一番楽しいです～」

　や、やっぱり悪魔だ……

　いつか神様からの天てん罰ばつが……くだらないよな。







　幕間　ある異世界の話２
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「おうお姉ちゃん、魔ま法ほう少女になってくれや」

「あ……あ……」

　女子高生、春はる風かぜカオルは、言葉を失っていた。

　相手のセリフの中に、魔法少女などという聞き慣れない単語があったからではない。それを発している声の主が……人間ではなかったからだ。

「な、なんでぬいぐるみが……」

　カオルが下校中に何気なく拾ったぬいぐるみ。それがいきなり喋り出したのだ。

「おいおい、ワシはぬいぐるみなんてチンケなもんじゃねえぞ。かわいいかわいい妖よう精せいだ」

「よ、妖精さん？」

　馬ば鹿か正直で人を疑う事を知らないカオルでも、その言葉を鵜う吞のみにはできなかった。なにしろその格好は腹巻きを巻いて、マンガに出てくる泥どろ棒ぼうのような円形の黒髭ひげを生やしたおっさん……そんなぬいぐるみにいきなり妖精だなどと言われても、信じられる訳がなかった。しかもどういう仕組みなのか分からないが、ちょっと酒臭くさい……

「そうよ。新たな魔法少女誕生の為ために日々尽じん力りよくするラブリープリチーな妖精、『ファンシー・オジン』と言えば、この業界じゃちょっとした有名人だぜえ」

　その妖精（？）、ファンシー・オジンは得意げに胸を反らせる。

「あの……魔法少女ってなんですか？　もしかして……敵と戦ったりするんですか？」

「いんや、魔法の力で、ちょいちょいっと世の為ため人ひとの為に動いてもらうだけだ」

　それからオジンは、魔法少女についてカオルに語り出した。普ふ通つうの人間の知らない所で、魔法少女達が未然に犯罪を防いだり、人名救助に奔ほん走そうしている事。妖精王から授さずかった指輪によって魔法少女としての力が引き出される事。十五～十八歳の乙女おとめのみが魔法少女になれる事。そして──

「そんでな、一定以上の働きをした魔法少女にゃ、妖精王がなんでも望みを一つ叶かなえてくれるっつーご褒ほう美び付きだ」

「な、なんでもですか？」

　それまで黙だまって聞いていたカオルが食いついた。

「おう。マジでなんでもだぜ。お姉ちゃん、オメエなんか願いがあんのか？」

「あの……私、なぜだか男の子に触さわると……体が痺しびれるんです」

「は？　なんだそりゃ？」

　そう言われても、事実なのだからしょうがない。約半年前から、男子と少しでも接せつ触しよくすると、ハルカの体には強きよう烈れつな電流が走るようになってしまった。

　大病院をいくつも回ったが、どんな検査をしても原因は不明。現代医学では解明できない症しよう状じようとの事だった。

　そのおかげで、密ひそかに想おもいを寄せる男子、海うな原ばらワタルに話しかける事もできず、悶もん々もんとした日々を送っていた。

「そ、それが治るんなら──あ、で、でも、私なんかがうまくできるわけないし……やっぱり他ほかの女の子にやってもらった方が──」

「うっ……」

　そこで、オジンが急に胸を押さえて、がっくりと膝ひざを突いた。

「ど、どうしたんですかっ？」

「実は妖精の世界も案外シビアでな……ノルマ以上の魔法少女を誕生させねえと……ワシは妖精王に存在を消しよう滅めつさせられちまうんだ」

「そ、そんな……」

　ふらふらと立ち上がったオジンは、力なく歩き出した。

「まあ強制はできねえから、他を当たるわ……悪かったな、お姉ちゃん」

「ま、待ってください！」

「……どうした？」

「わ、私、やります！」

「い、いいのか？」

「よ、よく分からないけど、オジンさんが消えちゃうの、ほっとけないですし……」

「お、お姉ちゃん……」

　オジンはその身を震ふるわせながら──

（くっくっく、馬鹿が……）

　ニヤリ、とほくそ笑んだ。

　カオルは知らない。

　魔法少女とは、言わば魔ま力りよくを有した奴ど隷れいだ。契けい約やくしたら最後、魔ま女じよ界の強制労働施し設せつに送り込まれ、魔力が底をつくまで労働に従事させられる。魔力とはすなわち生命力。それを失った先に待ち受けているのは……死だ。

「すまねえ……じゃあ早さつ速そくこの指輪をはめてくれや」

「は、はい」

　カオルが、オジンから受け取った指輪をつけようとしたその瞬しゆん間かん──




「落ちるっすううううううううううううっ!!」




　何者かが急に空から降ってきて……

「ぶぎゅるえっ！」

　オジンが、その尻しりに押し潰つぶされた。

「い、いたいっす……完全に着地失敗っす……ああっ!?」

　カオルとほぼ同年代に見えるその少女は、自分の尻の下を確かく認にんして、目の色を変えた。

「ぬ、ぬいぐるみがぺちゃんこに！　そして指輪が粉々にっ！　ご、ごめんなさいっすううううううっ！」

「え、いや、あ、あの……大だい丈じよう夫ぶ……だと思います……大丈夫なのかな？」

　オジンは、目玉をぐるぐるさせて、まるでマンガみたいな気絶の仕方をしていた……まあ命に別状はないだろう。指輪が壊こわれてしまったのはちょっと心配だけど……。

　カオルはオジンの事を気にかけつつ、落ちてきた少女に、おそるおそる声をかけた。

「あの……あなた……もしかして、魔法少女……ですか？」

　緑髪がみのツインテールに、ひらひらのフリルがついたかわいらしい衣装。日曜朝に放送されている、女の子向けのアニメみたいなビジュアルだった。

「へ？　ああ、違ちがうっす！　これはこの世界の雰ふん囲い気きに合うだろうと思って着てきた、自分の趣しゆ味みっす！」

　目をキラキラさせながらガッツポーズする少女。

「この……世界？」

「あ、それについてはおいおい説明するっす！　あなた、春風カオルさんで間ま違ちがいないっすよね？」

　ファンシーな姿形とは裏腹に、なんだか体育会系のノリだった。

「は、はい。私は春風カオルですけど……あなたは？」

　カオルのその問いに、少女は、はっ、としたような感じで答えた。

「あ、これは申もうし遅おくれましたっす。自分はキャ──じゃなくって……うーんと……えーっと…………シュクレ……うん、シュクレっす！　あなたの『呪のろい』を解く為の、お手伝いに来たっす！」







　第三章　また固めたけど、なんかイラっとする形状になる
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　翌日。

「オレハナニモサレテナイオレハナニモサレテナイオレハナニモサレテナイ」

　俺は呪じゆ詛そのような呟つぶやきを繰くり返しながら、机に突つっ伏ぷしていた。

　あの後、俺は意識を失ってしまったみたいだけど、それから大だい子こさんは俺に何をしたんだろう……まさか俺のナニを──

「はあああああ……」

　顔を上げて思いっきりため息を吐ついた所で、ちょんちょん、と肩かたを叩たたかれた。

「ん？」

　振ふり向いてみると、そこに立っていたのは──

「きゃる～ん☆」

「…………誰だれだ、お前」

　そいつは、額にピースサインを当ててポーズを決める。

「奏かなでキュンの恋こいのキューピッド、ショコラちゃんでーっす☆」

　…………イラッ。

「あれあれ、どうしたのかな奏キュン。お顔が暗いゾ☆」

　………………イラッ。

　……今度はウザキャラですか。

　まあ性格はともかくとして、さすがに三回目ともなれば、変わった事自体にそこまでの驚おどろきはない。

「悪いけどちょっと構わないでくれ。俺は色々と考える事があるんだよ」

「うにゃ？　それは昨日、大子キュンに○○された事についてかな？☆」

「そんな事されたのか!?」

「うっそー。冗じよう談だんでえーす☆」

　…………殴なぐりたい、この笑え顔がお。

「そんな事より奏キュンさあ、そろそろアッチを解決しないとまずいんじゃないの☆」

「あっち？」

「そうそう。ほら、ふらのキュンと謳おう歌かキュン☆」

　そうだった……抱だきつきとパンツ以来、その二人とはまだ会話出来ていない。ふらのも謳歌もミッションの対象者だし、何より気まずくてしょうがないんで、早くこの状態は解消したい。

「ふらのキュンはぷんぷん丸だし、謳歌キュンはテレテレテレ子ちゃんだし、早くなんとかしないと、本格的に嫌きらわれちゃうゾ☆」

「誰のせいだと思ってんだ！」

「はて～☆」

　ペコちゃ○みたいに舌を出してすっとぼけるショコラ……マジでフルボッコしたい。

「ふらのには無視されるし、謳歌は照れて逃にげちゃうし、普ふ通つうに話しかけても──」

「そんな時は突とつ撃げきど～ん☆」

「うわわっ！」

　ショコラはいきなり、ふらのがいる方へ向けて俺を突き飛ばした。

　その声に反応して、ふらのがこちらを向いた。

「ととっ……」

　なんとか、ぶつかる寸前で踏ふみとどまる。

「…………」

　無言のまま睨にらみ付けてくるふらの……目付き怖こわいんですけど。

「あ、あのさ、ふら──」

《妊にん娠しん！　妊娠！》

　突とつ然ぜん、ふらののポケットから何かの声が響ひびいてきた。

「な、なんだ？……」

　気を取り直して、もう一度話しかける。

「ふらの、この前のは完全に事故で──」

《甘あま草くさに触さわると妊娠する！　妊娠する！》

「なっ……」

　ふらのは、ポケットから携けい帯たいを取り出した。どうやら何かのアプリが音声を発しているらしい。

　その声を聞いて、近くにいた女子達が身をのけぞらせる……いや、するわけないだろ。

「あのな、お前が怒おこるのも無理はないけど──」

《甘草に触るとインキ○になる！　インキ○になる！》

「やめてもらえませんかね！」

　その声を聞いて、近くにいた男子達が身をのけぞらせる……いや、だからなるわけないだろ。

《甘草に触ると貧乳になる！　貧乳になる！》

「それはお前元からだろ！……あ」

　言ってからしまったと思ったが、時既すでに遅おそし。

「……死ねばいいのに」

「うっ……」

　いや……今のは俺悪くないだろ。

　ふらのはそのままぷい、と後ろを向いてしまった。

　……これは無理だ。もうちょっと間を置いて、ほとぼりが冷めるのを待つしかない。

　じゃあ……まだ望みがありそうな謳歌の方にいくか。

　近付いていって、後ろから声をかける。

「謳歌」

「ん？　なんじゃらホ──!?」

　謳歌は、声の主が俺だと認にん識しきした瞬しゆん間かんに、即そく座ざに逃げ出そうとした。が──

「あ、あぶな──」

　ずでっ！

　思いっきり転んだ。余よ程ほど慌あわてていたんだろう、いつもの謳歌からは想像もつかない、まるでドジッ子みたいなこけ方だった。

「うう、いったあ……」

　顔をしかめる謳歌の前方に回り込んで、手を差し伸のべる。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「う……わあああっ！」

　尻しりもちをついたままばたばたと後退する。

「うえっ!?」

　そのまま壁かべにぶつかり、物理的にそれ以上、下がれない状態になる。

「謳歌……ちょっと落ち着けよ」

「に、妊娠しちゃうからそれ以上近寄らないでえええっ！」

「なんで真に受けてんだ！」

　普ふ段だんはふらのの下ネタにのっかる事なんてないのに……謳歌のテンパり具合が半はん端ぱじゃない。俺は、なるべく刺し激げきしないように少し離はなれた所から声をかけた。

「その……この前はごめんな」

「………………」

「言い訳したくないんだけど、あれはショコラが無む理り矢や理りやった事で……」

「……………………」

　謳歌は、顔を真っ赤にしたまま俯うつむいていたが、少し経たってから、消え入りそうな声を発した。

「うん……奏っちが悪いんじゃないのは分かってるんだけど……あの……その……恥はずかしくて」

「だよな……だからさ、今回のお詫わびも込めて、ウチにメシ食べに来ないか？」

「…………え？」

「ほら、この前、屋上で弁当食べさせてもらって、今度は俺が料理作ってお返しするって約束だっただろ？　まあこういう誘さそい方は、許してもらう口実にするみたいで嫌いやなんだけどさ」

「奏っちのうちで……ごはん？」

「ああ、でも、謳歌が恥ずかしくて嫌だっていうんなら──」

「行くっ！」

「え？　でもいままであんなに恥ずかしがって──」

「絶対行くっ！」

「そ、そうか……」

　よく分からないが、メシ作戦は予想以上に効果を発揮したようだった。

「じゃあ何が食べたい？」

「カレーとハンバーグ！」

　即そく答とうだった。

「いや、せっかくだからもうちょっと凝こったもんでもいいんだけど」

「ううん、奏っちの作ったカレーとハンバーグが食べたいっ！」

　迷い無く言い切る謳歌。

　まあ、どっちもただ作るだけなら簡単な部類に入る料理だけど、凝ろうと思えばいくらでも凝れるからな。

「よし、じゃあその二つをメインにするか」

「やったーっ！　ごはんごっはん～♪」

　何やら謎なぞの踊おどりを始める謳歌。

　それは完全にいつもの調子で、今まであんなに恥ずかしがっていたのが噓うそみたいだった。

　よかった……謳歌の方はなんとかなったな。これで後はふらのをどうにか──

　がたっ！

「うおうっ!?」

　とんでもない音がしたんで、何事かと思って振り向けば、ふらのがもの凄すごい勢いで椅い子すから立ち上がった音だった。

「…………」

　そして、無言で俺を睨み付けた後、教室を出ていってしまった。

「…………あれは相当怒ってるな」

　残念ながら、ふらのの方はまだ大分時間がかかりそうだ。
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　ピンポーン。

　日曜日、俺が謳歌の為ためにカレーとハンバーグを作っているとドアチャイムが鳴った。

　誰だれだろうか？　謳歌が来る予定よりは、まだ大分早い時間だし。

「はーい」

　疑問に思いながら玄げん関かんに向かい、ドアを開けると──

「あはは～、や～い引っかかったー！」

　一目散に逃げる謳歌の後ろ姿が。

「子供か！」

　ただのピンポンダッシュだった……そんなのリアルにやった奴やつ、初めて見た。

「ったく……」

　待っても戻もどってくる様子が無かったんで、ドアを閉めてリビングに戻る。

　そして調理を再開する事数分。

　ピンポーン。

　……またチャイムが鳴った。

　どうせまた謳歌だろうから、無視する事にする。

　ピンポーン。

「…………」

　ピンポーン。

「…………」

　ピンポーン。

　…………うるせえ。

「謳歌のやつ……」

　相手をしないといつまでも続きそうだったんで、仕方なくまた玄関に向かう。

「お前な、小学生じゃないんだか──ぐあああっ！」

　顔面にもの凄い勢いで水が吹ふき付けられる。

「くっ……」

　ノブにくくりつけられた紐ひもの先には、水みず鉄でつ砲ぽうが。どうやらドアが開くと自動で発射されるように仕組まれたトラップらしい。

「謳歌っ！　どこにいるんだ、出てこいっ！」

　チャイムを鳴らしていたという事は、そんなに遠くには行ってないはず。

「やっほー、奏っちー」

　なぜか、上方から声が聞こえてきたんで、顔をあげる。

　そこで俺の視界に飛び込んできたのは──

「うおおっ!?」

　今時テレビでも見ないような巨きよ大だい金だらい。

　その底面が、見る間に迫せまり──

「ぎゃあああっ！」

　顔面、直ちよく撃げき。

「あははははははっ！」

　二階のベランダでは、謳歌が腹をかかえて笑っていた。

「こ、この……」

　それにしてもあの短時間で、壁を伝ってよじ登ったのか……相変わらずの身体能力の無む駄だ遣づかいだ。

「それでは奏っちの部屋に突とつ入にゆうするでありますっ」

　そう言い放った謳歌は、俺の部屋の窓に手をかけた。

「残念だったな、そこには鍵かぎがかかって──ねえのかよ!?」

　窓は思いっきりガラッと開いていた。ば、馬ば鹿かな、確かに閉めたはずなのに……

「それーっ！」

　ま、まずい！　部屋の中にはアレとかアレとかアレとか、見られてはいけないものがたくさんある。

　謳歌の事だから何があるか分からないと思って、一応隠かくしてはおいたものの、俺が傍そばにいない状態で好き勝手探されたら、さすがにすぐ見つかってしまうだろう。

「くっ……」

　俺はすぐさま玄関を通過して、廊ろう下かを猛もうダッシュする。

「お、奏キュン、そんなに慌ててどしたん？☆」

　そこへ、ウザ仕様継けい続ぞく中のショコラが登場。

「ちょ、ちょっとどいてくれ！　なぜか俺の部屋の鍵が開いてて謳歌が勝手に中に入ってるんだ！」

「あ、それあたしが手引きしちゃったゾ☆」

「てめえか！」

「ごめんぷ～☆」

　なめ腐くさった態度でダブルピースをかますショコラ……トリプルクロスカウンターを叩たたき込みたい。

「アヘ顔はＷＥＢで☆」

「誰が検けん索さくするか！」

　反射的にツッコミつつ、ショコラの横を抜ぬけて階段を駆かけ上る。

「謳歌っ！」

　部屋に飛び込んだ俺を待ち受けていたのは──

「あ、あれ？」

　部屋の中はもぬけのからだった。

　ど、どこにいったんだ？　謳歌をさがしてキョロキョロする中、

「ふ……奏っち、殺とったり」

　不意に後ろから声がして──

「カンチョーッ！」

「ぎゃああああああああっ！」

　肛こう門もん、直撃。

「あはは、やったーっ。これ一回やってみたかったんだーっ」

「こ……この……」

　おそらくは、ドアの陰かげに隠れていたんだろう。あまりにピンポイントに決まったカンチョーに、俺は耐たえきれずに、床ゆかに膝ひざをついてしまった。

「む、でもちょっと強すぎたかな、ごめんねっ」

　ちょっとどころの騒さわぎじゃない……俺は、謳歌をジト目で睨にらみ付けた。

　まあでも不幸中の幸いというか、隠しておいたブツ達は見つかっていないようだった。

「なはは、安心して。プライバシーの侵しん害がいだからえっちな本とかはさがしてないよっ……でも僅わずかな目線の動きから察するに……ベッドの下と天てん井じよう裏と、本ほん棚だなの裏にあるとみた！」

「エスパーかよ！」

　ちなみに机の中には、エロ本なんて比にならない程ほどヤバいものも隠してあるんだが……まあそれは鍵かかってるし、見つかる事は万に一つも──






【選べ　①見つかる

　　　　②見せつける

　　　　③使用して見せる】








「鬼おにか！」

「ん？　どしたの？」

　謳歌が首を傾かしげる間に、早くも頭痛が襲おそってきた…………チクショウ。

　断腸の思いで①を選んだ瞬しゆん間かん、鍵がかかっているはずの引き出しが……開いた。

「あれ？　なにこれ勝手に開いたよ？　中のレールの調子でもおかしいのかも。ん？　なんか変なのが入って──」

　や、やめてくれえええええええっ！

　選せん択たく肢しが納なつ得とくして頭痛が消えるまで、止める事はできない。俺の心の叫さけびも空むなしく、謳歌はそのブツをしげしげと眺ながめて──

「……なにこれ？」

「……え？」

「なんかふよふよしてそうだけど……なに？」

　た、助かったあああああああああっ！

「奏っち、ちょっと触さわってみてもいい？」

「駄だ目め駄だ目め駄だ目め駄だ目め駄だ目め駄だ目め駄だ目め駄だ目め駄だ目め駄だ目め駄だ目め駄だ目めェッ！」

　無む駄だ無む駄だばりの連呼をした俺は、もの凄い勢いで引き出しを閉めた。

　選択肢が定めた、見つかる、というラインはもうクリアしたらしい……はあ、謳歌がそっち方面に疎うとくてマジでよかった。

「なーんか怪あやしいなー……もしかしてえっちな道具？」

　そうです。

「い、いや、そんな事はないぞ……」

「そうなんだー。じゃあ明日あした、みんなに奏っちの机の中に何かぐにょぐにょでボツボツしたものが入ってたけど、あれ何だろうって聞いてみ──」

「ごめんなさい僕が悪かったです噓うそですそうですスケベな道具ですお願いだから聞かないでください」

「ふふん、どうしよっかなー……あっ!?」

　そこで、急に謳歌の顔色が変わった。

「どうした？」

「奏っちの後ろに……奏っちのお母さんが！」

「なにっ!?」

「あはは、馬鹿がみるーっ！」

　お、おのれ……

「いやー。奏っちをからかってると楽しいなー」

「く……というかお前さ……なんか今日はいつにも増して子供っぽくないか？」

　イベントの準備期間中はお嬢じよう様さまキャラで、ついこの前までは照れモード入ってたから、余計にそう感じるのかもしれないけど……

「奏っちがそう言ってくれたからだよ」

「え？」

「ほら、この間、自然に好きなようにやってた方がいいって言ってくれたでしょ？」

　ああ、あの時か。いや言ったけど……そりゃ言ったけど……

「やりすぎは注意、とも付け加えたと思うんだが……」

「あはは、そうだっけ？」

「まったく……高校生にもなって、ピンポンダッシュとか水鉄砲とか金だらいとか……あんなイタズラみたいな事して楽しいのか？」

「うん、とっても楽しいっ！」

「…………」

　その笑え顔がおは、本当に無む邪じや気きに遊ぶ小学生みたいで──

「ん？　奏っち、どしたん？」

「……いや、何でもない」

　この表情……体育祭当日だったら、クリアだったかもしれない。
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「おー、ほー、うわー」

　料理の仕上げ段階に入った俺の後ろでは、謳歌がリビングを探たん索さく中だった。

「わっほーい、ソファーふかふかだーっ！」

「おい、もう少し落ち着いて──」

「一人絨じゆう毯たんゴロゴロゲームッ！」

　……聞いてないし。

　まあ、下手にこっちに興味を持たれて、料理を邪じや魔まされるよりましか。

「……うし」

　最後の味見が完かん了りようし、料理を提供できる状態になる。

「おーい、できたぞ」

　絨毯ゴロゴロ中の謳歌を呼び寄せて、カレーとハンバーグをテーブルに並べる。

「わーっ！」

　謳歌の顔が、一いつ瞬しゆんにして光り輝かがやく。

「さあ、この間のお礼とお詫わびだから、遠えん慮りよ無く食べてくれ」

「うん、いっただっきまーす！」

　カレーをスプーンで口に運ぶ謳歌。

「もぐもぐもぐ」

　そして、ゆっくりと咀そ嚼しやくする。

「味はどう──」

「おいっしーっ！」

　そしてすぐさま、もう一口。

「なにこれめちゃくちゃおいしーっ！」

「そうか。実はこれ、隠し味に珍めずらしいスパイ──」

「次はハンバーグいただきまーすっ！」

「お、おお……」

　手慣れた感じでハンバーグにナイフを入れ、口まで持っていく。

「ん！　これもすっごいおいしーっ！」

　謳歌の目が、見開かれた。

　その反応に大いに満足する俺。このハンバーグは、ちょっとした自信作だった。

「だろ？　これはな、ちょっと焼き方に工く夫ふうがあってだな。一回片方だ──」

「もっかいカレー食べよーっと！　はぐはぐ……やっぱりおいしーっ！……ん？　奏っち、どしたん？」
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「い、いや……気にしないで食べてくれ」

　そうだよな……蘊うん蓄ちくなんか聞いてもらうより、うまそうに食べてもらえる方が、ずっと嬉うれしいよな。

　そうしているうちに、謳歌は瞬またたく間にカレー皿を空にしてしまった。

「奏っち、おかわりもらっていい？」

「おお、いくらでも食ってくれ」

「やったー」

　そして、勢いよくぱくつく事十数分。




「ごちそーさまでしたっ！」

　カレー三皿、ハンバーグ二個を完食した謳歌は、顔の前で手を合わせた。

「ほい、お粗そ末まつ様さま」

「はー、お腹なかいっぱい。いやー、こんなにお腹いっぱい食べたの久しぶりだなーっ！」

　そこでふと気がついた。あんまり勢いよく食べるもんだから、唇くちびるの端はしにカレーがついてしまっている。

「まったく……小学生かよ」

　俺は、謳歌の傍そばまで近付いていき──

「およ？　奏っちどした──!?」

　カレーを指でぬぐい取ったその瞬間、謳歌の顔色が変わった。

「な、なな、ななな、なんでそんな事するのっ……」

「いや、なんでって……カレーついてたし」

　そのまま、半ば反射的にカレーのついた指を、口まで持っていこうとしたその時──

「わ、わーっ！　だめ────っ!!」

　ぱくり。

　……俺の指をぱくり。

「え……えーっと……」

　……この人、何してんの？

「…………」

「…………」

　無言のまま、視線が合った瞬間、

　ぼんっ！

　何かが爆ばく発はつしたような音がして、謳歌の顔が真っ赤に染まった。

「う、うわあああああっ！」

　そしてずざざざざざざ！　と後ずさり、両手で顔を覆おおう謳歌。

「よ、嫁よめ入いり前なのに、奏っちのくわえちゃったあああああああっ！」

「大声でなに言ってんだお前!?」

　ご近所さんに誤解されたらどうするんだよ。

「うう……うああああ……」

　ソファーの上にダイブして、ジタバタしだす謳歌。

「…………」

　俺は、どうしていいか分からず、ただ見ている事しかできなかった。




　そして数分後。

「…………（チラッ）」

　ようやく少し落ち着いたらしい謳歌は、抱だいていたクッションの隙すき間まから俺の方に視線を向けた。

「だ、大だい丈じよう夫ぶか？」

　あんまり刺し激げきするとまた変な事になりそうだったんで、なるべくソフトに話しかける。

「……うん。ご、ごめんね、あたし一人でわたわたしちゃって……」

「いや、それは別にいいんだけど……」

　そもそも、何であんなにテンパっていたんだか全然分からない。俺が、口に付いたカレーを拭ぬぐったのが、そんなに嫌いやだったんだろうか。

「…………」

「…………」

　こっちは見ているものの、黙だまり込んでしまって何も話そうとしない謳歌。

　なんか気まずいな……ここは何か関係無い話題を出した方がよさそうだ。

「お、謳歌、一個聞いていいか？」

「な、何かな？」

「お前が最高に輝いている瞬間って、どんな時だと思う？」

　まあ、さっき実際感じた事だし、イタズラとかして遊んでる時とかだろうけど……本人の意見も聞いておきたい所だ。

「最高に……輝いている瞬間？」

「ああ、分かりやすく言えば一番楽しいとか、一番幸せだって感じる時かな」

「幸せな……時」

　謳歌は、少し躊躇ためらった素そ振ぶりを見せた後、ぼそっと言った。

「……好きな人と一いつ緒しよにいる時」

「……は？」

　何か今、変な単語が聞こえたような……

「だ、だから……好きな人と一緒にいる時だってば！　二回も言わせないでよう……」

「そ、そうか……」

　まさか、謳歌の口からそんな言葉が出てくるとは思わなかった……いや、待てよ。




『恋れん愛あいって……すっごくドキドキワクワクして、楽しいんだよっ』




　空そらさんの言葉に苦しむ俺を救ってくれた時、たしか謳歌はこんな事を言っていた。

「……ん？」

　待てよ……このタイミングでそれを言って、このリアクション……それってつまり──

「うっ……」

　何かが閃ひらめきかけたその瞬しゆん間かん、またあの頭痛が襲おそってきた。俺の思考を阻そ害がいするような、強きよう烈れつな頭痛。

　それはじわじわと拡ひろがっていって──




　……あれ？　俺は今、何を考えていたっけ？

　あ、そうだ。謳歌の最高に輝いている瞬間を聞いてたんだっけ。

「謳歌って……誰だれか好きな人、いるのか？」

　俺がその言葉を発した瞬間──

「…………」

　それまでほんのりと赤かった謳歌の顔が、一瞬にして能面のような無表情に変化した。

「え？……あれ？　俺、なんか悪い事言ったか？」

　そ、そうだよな。プライベートな話だもんな。

「謳歌、すまん。別に個人的な事に踏ふみ入るつもりはなかったんだ。もう二度と聞かないから。あれ？　でも好きな人がいるって事は俺の家うちなんか来ちゃまずいんじゃ──」

「あ、あははははははははっ！」

「………………え？」

　そこでいきなりの大笑い。

　なんだ？……一体どういう事だ？　感情の変化が激しすぎて全然ついていけない。

「ふふ……そうだよね。それが奏っちだもんね」

　謳歌は、目め尻じりの涙なみだを拭いながら、一人で何かを納なつ得とくしたようだった。

「ずっと……ずっと言おうと思ってたんだけど……いいきっかけが出来たから、今言っちゃうね」

　そこで、その表情が真しん剣けんなものになる。

「奏っち」

「ど、どうした？」

　内容は予想が付かないが、何かとても重大な事を言おうとしているのだけは分かった。

「あの……あのね。あたし……あたし……実は……………………………奏っちのこ──」




「すべり込みきゃる～んっ☆」




　そこで、ショコラが床ゆかをものすごい勢いでヘッドスライディングしてきた。

　そして、がばっ！　と身を起こす。

「やっふ～、みんなのアイドルショコラ、華か麗れいに参上☆……って、あり？　なんかあたし、お呼びでなかった感じ？☆」

　そういえばこいつ、さっき廊ろう下かですれ違ちがってから全然姿を見なかったな。

「お前、どこに行ってたんだ？」

「にょほほ、素す直なおになれないひねくれものの子こ猫ねこキュンの観察ってとこダニ☆」

「子猫？」

「うんうん、まあでも奏キュンは気にしなくていいんだジョ。まあそれで、普ふ通つうに帰ってくるのもつまんないから、ヘッドスライディング始めまチタ☆」

　いやそんな、冷やし中ちゆう華か始めました、みたいなノリで言われても……まあ、このショコラにまともにとりあっても仕方ないな。

「それよりも謳歌、何か言いかけてたよな」

「え？　あれ？　そうだっけ？　あはは、なんかどうでもいい話だったから忘れちゃったよ」

「いや、さっきのはそんなどうでもいいって感じの雰ふん囲い気きじゃなかったけ──」

「あ、あたしもう帰るね。奏っち、今日はほんとにごちそうさまでしたっ」

「あ、おい謳歌っ！」

　謳歌は止める間も無く、逃にげるようにしてリビングから出て行ってしまった。

「あちゃー。これはしまったゾ。奏キュン、なんか邪じや魔ましちゃったみたいでごみんニ☆」

「いやまあ……たしかに内容は気になるけど、大事な事だったらまた後で話すだろうし、別にお前もわざと邪魔しようと思ったわけじゃないし、しょうがないだろ」

「…………」

「ショコラ？」

「え？　あ、そうそう。そうだよね。仕方ないきゃるーん☆」

　なんだ？　いまちょっと固まってたような気がしたけど……

「あ、でも迷めい惑わくかけたのは事実だし、ＷＥＢじゃなくて特別に生でアヘ顔やりまーす☆」

「いらんわ！」
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　その日の夜。

「ねえねえ、奏キュン☆」

「……なんだよ」

「ちょっと話があるんだけどナ☆」

「……なんだよ」

「なんかそっけなくない？☆」

「……なんだよ」

「あ、こりはうわの空マックスだ。真ま面じ目めな話だからちゃんと聞いてほしいんだケド☆」

「じゃあお前がまず真面目なかっこしろや！」

　俺は、声を荒あらげながら、ショコラの身につけている着ぐるみを指差した。

「きゃる～ん☆　怒おこられちった☆」

　少し変な着ぐるみくらいだったら俺も何も言わない。でもショコラが装着しているのは……うん○の着ぐるみだった。しかもまきグ○タイプ……一体どこで調達してきたんだよ。

「よいしょっと……よし、じゃあお話しよっかニ☆」

「いやお前、なんか脱ぬいだみたいな感じに言ってるけど、まだうん○のままだからな……よいしょって言って座っただけだからな」

「まあまあ、そんなに固いことは言いっこナシ。うん○だけにね☆」

「お前最低だな！」

「テヘ☆」

「ムカつくから舌出すんじゃねえ！」

「でねでね、本題なんだけどニャ☆」

　駄だ目めだ……どうあっても脱ぐ気はないらしい。諦あきらめて話を聞く事にする。

「……なんだよ」

「昼間の謳歌キュンの事についてなんだな、これが☆」

「謳歌がどうした？」

「何て言おうとしてたか、気にならない？　ほら、あたしがついヘッドスライディングして途と中ちゆうになっちゃったアレ☆」

　ヘッドスライディングは断じて『つい』するもんじゃないけどな……

「いや、でもそれは、重要な事なら後でまた話があるだろ、って感じになっただろ？　そもそも、ここで気にしたって分かる訳ないし……」

「いんにゃ！　よく考えれば分かるはず。名探たん偵ていの奏少年なら、必ず真相に辿たどり着けるはず。ジッチャンの穴にかけて！☆」

「いやそれだとなんかホモっぽいですけど！」

「真実はイチモツ一つ！☆」

「当たり前だろ！　二つあったらどうすんだ！」

「にゃはは、これがほんとの二ふた股またですナ☆」

「お前さっきからマジで最低だな！」

「ペロ☆」

「うがああああああっ！」

　俺がイラつきのあまり頭を搔かき毟むしる中、ショコラはあくまでマイペースで聞いてくる。

「奏キュン、ほんとに分かんないの？☆」

「は？」

「謳歌キュンが何を言おうとしてたか、ほんとに分かんない？☆」

「なんか、お前は分かってそうな口ぶりだな」

「むふふ、ムチのロウだよ☆」

「いやモチのロンだろ。なんでＳＭみたいになってんだよ……」

　かなり無む理り矢や理りな力ちから業わざボケだった……いちいちふざけないといられないのか、こいつは。

「まあいいや、何か知ってるなら教えてくれよ」

「はい駄目ぇ～。それは奏キュンが自分で気付かないと駄目ぇ～☆」

　……イラッ。

「だったら言うなよな……というかお前、なんでそんなに謳歌の事気にするんだ」

「ぎくり☆」

　ショコラの動きが、ぴたりと止まった。

　が、すぐさまふざけた感じに戻もどる。

「それはアレですよチミ、いわゆるひとつのヘッドスライディング罪悪感☆」

「……語ご呂ろ悪くないか？」

「ん～どうでしょう☆」

　なんでミスター風なんだよ……

「謳歌キュンには……ほんとに悪い事しちゃったからね……」

「ん？」

　何か呟つぶやいたが、声が小さくて聞き取れなかった。

「はいそれでは、お姉さんと一いつ緒しよに、もうちょっとツッコンだ所まで考えていきましょう～。あ、でもお姉さんにはツッコンじゃ駄目だゾ☆」

「だからお前ネタが下品す──」

　……………………あれ？

　それは、微かすかな違い和わ感かん。

　ふざけるショコラの顔に浮うかんだ、一いつ瞬しゆんの表情……俺はそこから、ある事を感じ取っていた。

　こいつ……なんか無ｒ──

「あ、奏キュン。ちょっとトイレ行ってくんね☆」

　俺の思考は、ショコラのそのセリフで遮さえぎられた。

「いや、いちいち言わなくていいから……」

「ほいほ～い。それではレッツジョー！☆」

　……ショコラは相変わらずの最低なネタをはき出しながら、歩いて行く。

「…………」

　しかし、ドアの所まで行ってから振ふり返り、そのまま戻ってきた。

「大変だよ奏キュン！　リビングから出られないナリ☆」

「うん○脱げや！」
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　明けて、翌日。

「甘草君」

「うおっ!?」

　教室のドアを開けたら、ふらのが待ち構えるようにして立っていた。

「ど、どうしたんだ？」

「ちょっと聞きたい事があるんだけど」

「それはいいけど……お前もう怒ってないのか？」

「……………………あ」

　ふらのは一瞬はっ、としたような顔を見せたが、すぐに無表情に戻った。

「怒る？　一体何を言っているのかしら。私が怒るのはパイオツを触さわられて、『へへ、姉ちゃんいいビーチクしてんなあ』と言われた時だけよ」

「限定的すぎるだろ！」

「私、ビーチクなんていう低てい俗ぞくな言い方、嫌きらいなの」

「そこかよ!?　パイオツも十分低俗だろうが！」

「その物言い……あなた、まさか私達『パイオツファミリー』と敵対する『ビーチク一派』なの？」

「なんだそれ!!　別にどっちでもねえよ！」

「まさか……『パイパイの一味』だというの？」

「一体いくつ派は閥ばつがあんだよ！」

　まあ理由は分からないけど、いつもの調子に戻ったみたいでよかった……いや言ってる内容はよくはないけど。

「ってお前……隈くまがもの凄すごい事になってるぞ」

　よく見てみれば、目の下が真っ黒だった。この感じだと……丸二日くらいは寝ねてないんじゃないだろうか。

「別に大した事じゃないわ。ちょっと夜なべして『神様仏様おっぱい様軍団』を殲せん滅めつする作戦を考えていただけよ」

「そんな奴やつらほっといても勝手に滅ほろぶわ！」

　どんだけこのネタ続けるんだよ……

「そんな事より昨日、遊ゆう王おうｊ──」

「はい噓うそー、ふらのキュンめっちゃ噓ー☆」

　そこでいきなりショコラが割り込んで来た。

「にょほ、あたしは知ってますぞん。眠ねむれない程ほど心配な事があったんじゃないかな。昨日もいても立ってもいられなくて、ウロウロしてたみたいだし☆」

「……一体なんの話かし──」

「おはよーっ！」

　そこで、謳歌が元気よく教室に入ってきた。

「あっ」

　俺の姿を見た謳歌は、嬉うれしそうに駆かけ寄ってくる。

「奏っち、昨日はありがとねっ！」

「おう、喜んでくれたんだったらよかった」

　気になっていた事を聞いてみる。

「で、昨日言いかけてたのは何だったんだ？」

　そしたら、それまでニコニコしていた謳歌が、急にもじもじし出した。

「あ、あれはその……そ、そのうち言うから……もうちょっと待っててほしいな」

「？　あ、ああ……」

　謳歌はそう言い残すと、そそくさとどこかへ行ってしまった。何か、他ほかの人がいると話し辛づらい感じなんだろうか。

　昨日の夜も結局、ショコラが遠回しに俺に何かを伝えようとしてたけど、全然分からなかったし……

「…………」

「ふらの？」

　気がつけば、ふらのの顔面が蒼そう白はくになっていた。

「どうしたお前、やっぱり体調悪いんじゃないの──」

「おっとふらのキュンふらのキュン、こりは緊きん急きゆう事態だーっ☆」

　俺のセリフを遮って、ショコラが大声をあげる。

「いやー、謳歌キュンは素す直なおだからねー。いつまでもひねくれてグズグズしてると……負けちゃうゾ☆」

「!?」

　ふらのの顔面が、それまでにも増して真っ青になる。

「…………余計なお世話よ」

　それだけを言い残すと、ふらのも、無言のままどこかへ行ってしまった。

「謳歌もふらのも……なんか変だな？」

「余計なお世話か……全くだよね」

「ん？　何か言ったか？」

　後ろで、ショコラが何かを呟いた気がしたんだけど──

「きゃるーん、何でもないのダ☆」

　振り向けば、思いっきり変顔をしていた……ウザい。

　しかし、そこで俺は一つの確信を得た。

「……ショコラ」

「ん？　なんゾ？☆」

「お前……なんか無理してるよな」

「へ？」

　意表を突つかれたような表情をするショコラ。

「昨日のお前の様子……いや、思い返してみれば、冷れい徹てつなお前の時も、体育会系の時も、なんか変だった。うまく説明できないけど、お前達の態度にどうも違和感があるっていうか……」

「のほほ、おかしな事をいいますな奏キュン。あたし達は、チミのよく知るショコラキュンじゃないんだから、違ちがっていて当たり前でありんすよん☆」

「違う、そういう事じゃない」

「おろ？　んじゃどういう事かニャ？☆」

「いや、だからうまく説明できないんだけど、なんとなく無理してるような感じがしてだな……」

「およ？　もしかして奏キュン、心配してくれてるの？　そりは意外ですな。あたしはてっきり、奏キュンの心の中は『早く元のショコラに戻れ！　お前らなんか消えちまえ！』とかだと思ってましたですゾ☆」

「そりゃ、俺としてはよく知ってるショコラに戻もどってほしいってのが本音だけど……それだけじゃ駄だ目めだって思ったんだ」

「ほうほう……そりデ？☆」

「仮にこのまま元に戻ったとしても、それは解決にはならない。何で性格が変わるようになったのか。変わったお前達は何を考えていたのか。そして、何をそんなに無理しているのか……そういう事を全部含ふくめて、ショコラっていう存在をきちんと理解しなきゃ駄目だって思った。だから俺は今のショコラ──今、目の前にいるお前についても、ちゃんと知りたいんだ」

「奏キュン……」

　俺は、ショコラの目をまっすぐに見み据すえる。

「だから、話をしよう。俺は、お前の事をちゃんと分かってやりたい」

「…………」

　それを聞いたショコラは黙だまり込んでしまったが──

　しばらくしてから、口を開いた。

「……ねえ奏キュン。あたしの本当の名前……知りたくない？」

「……え？」

　あまりに唐とう突とつなショコラからの提案。

「ど、どうしたんだ、急に」

「いやー。奏キュンがそこまであたしの事考えてくれてるとは思わなくてね……なんだか胸が一いつ杯ぱいになっちゃった。そんで、あたしもいつまでか分かんないからさ……知っておいてもらいたいんだよね」

　声のトーンを下げて俯うつむき、シリアスな話し方になるショコラ。

「そ、そりゃ、知りたいけど……」

「そっか……それじゃ、言うね」

　マジか……ずっと謎なぞだったショコラの本名が……ついに。

「あたしの……あたしの名前は……」

「名前は？」

「キャ……」

「キャ？」

　ショコラはそこで、がばっと顔をあげた。

「キャル山やまアヘ顔がお子こです☆」

「その顔完全にアウトおおおおおおおおっ!!」
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「ふう……」

　やはり、ヤニとコーヒーはいい。

　仕事の合間に、紫し煙えんを燻くゆらせ安物のコーヒーを啜すするこの一時が、俺を充じゆう足そくさせる。

　その二つを存分に堪たん能のうしていた所で──

「きゃる～ん。とっつげきー☆」

　場ば違ちがいな声をあげながら、奴が入って来た。

「あ、いたいた、サボり魔まいやっふー☆」

　桃もも色いろの髪かみ、舐なめ腐くさっているとしか思えない態度。やたらに露ろ出しゆつの多い、コンパニオンのような服装。刑けい事じらしさなど微み塵じんも持ち合わせていないこの女が……なぜか俺の相棒だ。

「黙れ。これはサボりとは言わん」

「うわ、駄だ目め駄だ目め。鮫さめ雄おキュン、相変わらず顔が怖こわいゾ☆」

「おい……その呼び方はやめろと言っているだろう」

　俺の名前は鮫さめ瓦がわら鮫雄。このコスモ新宿エリアに配属されて十年。スペース刑事として少なくない業績を残してきたと自負している。

　犯罪者達の間では、奴に狙ねらわれたら終わりだと恐おそれられて──

「びろ～ん☆」

「……何をしている」

　後ろに回り込み、俺の頰ほおの皮を思いきり引っ張っているこのふざけた女の名前はタルト。

「だから顔が怖いんだって。ほらほら、スマイルびろ～ん☆」

　全く……こんな奴と組ませるなんて、上の連中は一体何を考えていやがる。

「も～。そんな顔してたら、女の子にモテないジョ☆」

「いらん。女なんてもんに好かれる事を想像するだけでヘドが出る」

「そんな事言ってると、いつまで経たっても『呪のろい』が解けないゾ☆」

「お前はまだそんなくだらない事を言っているのか……」

　たしかに俺は異様なまでの女嫌ぎらいだ。女と話しているだけで虫むし唾ずが走るし、体に触さわられようものなら、それだけで背筋が凍こおり付く。

　が、しかしそれは個人の嗜し好こうの問題だ。こいつによればそれが俺に課せられた『呪い』だという事だが……宇宙船が飛び交かうこの時代に、そんな非科学的な話がある訳がない。

　なぜかこのタルトという女にだけは、そこまでの生理的嫌けん悪お感かんを抱いだかない（性格的な好すき嫌きらいで言えば、そこいらの女より数段酷ひどいが）のだが……その理由を自分は神の僕しもべだからなどとほざいている。ふざけろ。俺にとっての神は刑事長おやつさんだけだ。

「ほんとなんだけどなー。あ、そうだ、いい事思いついた。あたしのアヘ顔みたら鮫雄キュンも笑え顔がおになるかもネ☆」

「……勝手にやってろ」

　こいつに付き合うのは時間の無む駄だだ。適当にいなして、喫きつ煙えん室から出る。

　取調室へ向かう道すがら、諸もろ々もろを確かく認にんする。罪状はスペースマリファナの栽さい培ばい、名前は花はな見み月づき菫すみれ……女か。よし、それだけでやる気が五割増しになる。仕事に私情は厳禁だが、内から湧わき上がってくる感情は抑おさえようがない。俺は、女という生き物をどうしようもなく嫌けん悪おしているのだ。覚かく悟ごしておけ、俺が地じ獄ごくの底まで徹てつ底てい的に追い込んでやる。

　そう意気込んで取調室の扉とびらを開け──

「──っ!?」

　心臓が、爆はぜるかと思った。

「け、刑事さん」

　そいつは……花見月菫は、今にも消え入りそうな声で俺を呼んだ。

「た、助けてください。わ、私、何もやってないんです……」

　目が合った瞬しゆん間かん、自分の顔面が一いつ瞬しゆんにして真っ赤に染まるのが分かった……な、なんだこれは……なんだこれは!?

「み、見るんじゃねえ！」

「……え？」

　俺は、思わず後あとずさってしまった。

「け、刑事さん？……どうしたんですか？」

　そんなのは俺が知りてえよ！　なんなんだ……この胸の奥から沸き上がる感情は!?

「うっはー☆　ここでまさかのビンゴー☆」

　後ろで、タルトがはしゃぐような声をあげた。

「やったね鮫雄キュン。今この瞬間をもって、キミの『呪い』は解除されました☆」

　タルト曰いわく、『呪い』を解除する為ための条件は……『一ひと目め惚ぼれをする事』。

「ふ、ふざけるな！　俺が……この俺が……そんなわけねえだろ！」

「あ、あの……刑事さん？」

「う……」

　花見月に声をかけられ、何故なぜか体が硬こう直ちよくしてしまう。

　何やってんだ俺は……職務に集中しろ！

「お前……ほんとにやってないのか？」

「は、はい。私、何がなんだか分からないうちに連れてこられて……濡ぬれ衣ぎぬなんです」

　俺は刑事だ。そいつの目を見れば、噓うそを言っているかどうかは一発で分かる。

「俺の目を見て誓ちかえるか？」

「は、はいっ」

　花見月は、まっすぐな視線を向けてきた。

「あ、あの……なんで目を逸そらすんですか？」

「……うるせえ」

　一瞬だけ……ほんの一瞬だけ目が合って確認できた……こいつはやってない。

「安心しろ……お前が本当にシロだってんなら、俺が必ず真犯人を捕つかまえてやる」

「あ、ありがとうございますっ」

　花見月が、はじめて笑顔を見せる。

「う……」

「け、刑事さん、熱でもあるんですか？　急に顔が真っ──」

「う、うるせえ大だい丈じよう夫ぶだ！」

　馬ば鹿かな……これが……これが恋こいなのか？

「鮫雄キュン、ほんじゃーね☆」

　そこでタルトが、俺の肩かたをぽん、と叩たたいた。

「ん？　待てタルト。お前なに出て行こうとしてる」

「何って、お邪じや魔ま虫は退散するんだにゃー。今まで楽しかったゾ☆」

「……何？」

「鮫雄キュンの『呪い』が解けた以上、あたしはもうここにはいられないんだな、これが☆」

「お前な、まだそんな非科学的な事を──」

「キャラクター[image: №]８」

「は？」

「タルトじゃなくて、それが本当のあたしの名前……まあ名前っていうかただの識別番号なんだけど……いやー、なんか鮫雄キュンいい奴やつだから忘れてほしくないかなって☆」

　……内容は意味不明だが、その目を見れば、噓をついていない事は分かった。こいつは本気で俺の許もとからいなくなろうとしている。

「お前……一体何者なんだ？」

　タルトは、少しだけ寂さみしそうな表情を見せながら言った。

「それは神のみぞ知る所だよ☆」







　第四章　で、結局一番おいしいチョコの食べ方は──
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　体育祭初日は、一点の曇くもりも無い秋晴れだった。

「は～い、それではただいまから、第二十五回体育祭を開かい催さいしちゃいま～す」

　ジャージ姿の全校生徒が集まったグラウンドで、壇だん上じようにあがった黒こく白びやく院いん会長がにこやかに宣言する。

「みなさ～ん。楽しんじゃってくださいね～」

「「「うおおおおっ！」」」

　生徒達は異様な盛り上がりをみせていた。そういう校風とはいえ、それなりの進学校なのに、受験を控ひかえた三年生までノリノリで参加している。まあ運営自体は二年生がメインでやってるから、この二日間だけの息いき抜ぬきって感じなんだろう。

「よし……やるか」

　解散後、俺はストラップで首からかけた一眼レフを眺ながめながら、気合いを入れる。実行委員会に頼たのみ込んで、望遠レンズ装着の一番いいカメラを回してもらった。これで、どんな状じよう況きようでも逃のがす事なく収める事ができる。

「盗とう撮さつする準備は万ばん端たんのようですね、駄だ犬けん」

「え？」

　そこで、後ろから声がかかって振ふり返る。

「なんですか、その卑ひ猥わいさ全開の表情は。盛さかりの付いたブルドッグでも、もう少し上品な顔をしていますよ」

　そこに立っていたのは、冷れい徹てつな表情のショコラ。

「お前……また……戻もどったのか？」

　これって……初めの毒どく舌ぜつ仕様の奴だよな。

　結局、あのウザショコラは、ちゃんと話をしようとしても、ふざけて逃にげるだけだったから、次の人格とはとことん話し合おうと思っていたんだけど……一周するとは予想外だった。

「そういう事ですね。エロ犬が見境無く交こう尾び対象を盗撮しないよう躾しつけるには、この私が適任でしょう」

「盗撮って……ミッションの為に仕方なくやってるのは、お前だって分かってるだろ」

「なるほど、これはいい免めん罪ざい符ふを見つけましたね、犬。そういう口実のもとに手に入れた写真を使って、今夜はチンチ○しようという魂こん胆たんですね」

「意味分かりませんけど！」

「美少女達が懸けん命めいにスポーツする姿を持ち帰り、自分はチンチ○する……最低のエロ犬ですね」

「だからチンチ○するってなんだよ!?」

　しかし……そんな言い方されたら、なんだか悪い事をするような気になってくる。

「そもそも、こんな盗とう撮さつ紛まがいのミッションなど、本来こなす必要はないのです」

「は？」

「モタモタしないでさっさと誰だれかを好きになりなさい」

　ショコラは、冷徹な目付きのまま淡たん々たんと告げた。

「ミッションの達成は所しよ詮せん、その場ば凌しのぎに過ぎません。今回のものをクリアしても、またすぐに次が来るだけです。選せん択たく肢しを解消する為には、あなたが誰かと恋れん愛あい関係になるしかないのです」

「いやだからさ、そうしたいのは山々だけど……そういうのは自然の流れだろ？」

　ショコラは、呆あきれたように軽くため息を吐つき、蔑さげすみの表情を向けてきた。

「仕方ないですね。誠まことに遺い憾かんですが、飼い犬のチンチ○の為に一ひと肌はだ脱ぬぎましょうか」

「お前それちょっと気に入ってるだろ！」
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「さあ、いかにもエロ犬が好みそうな場所に来ましたよ。思う存分盗撮しなさい」

　相変わらず毒を吐はきまくるショコラに誘ゆう導どうされてやってきたのは、温水プール。

　ここで行われる競泳に参加するのは──

「やあやあ、観に来てくれて嬉うれしいよ、甘あま草くさくん」

　そう、密ひそか秘ひめる先せん輩ぱいだった。

　この人も、解とく川がわと同じく、『お断り５フアイブ』からは卒業した身だが、危険度はむしろ現『お断り５』よりも高いかもしれない。

　今は上にＴシャツを着込んでいるが、どうせとんでもない露ろ出しゆつの水着をつけているに違ちがいない。

「まあ、写真係ですからね」

「おや、それは好都合だね。それでは思う存分、私のチクビを写真に収めてくれたまえ」

「いや……無理に決まってるでしょ」

「では、私のアナルを写真に収めてくれたまえ」

「もっと無理だわ！」

「ならば、私のチン○を写真に収めてくれたまえ」

「ついてねえだろ！」

「それならせめて、私のビキニ姿を写真に収めてくれたまえ」

「まあ、それならなんとか……」

「もっとも私のビキニは、つけていてもチクビもアナルも全く隠かくれない仕様だけどね」

「撮とれるか！」

「まあ口で言っても伝わらないだろうし、せっかくだからお披ひ露ろ目めしようかな」

「うわっ！　ちょ、先輩やめっ──ん？」

　密先輩がＴシャツの下に身につけていたのは……意外にもスク水だった。

「まあさすがにあのビキニは捕まってしまうからね。でもどうだい？　下手なビキニなんかよりも、卑猥な感じがしないかい？」

　密先輩の言う通りだった。オーソドックスなただのスク水にもかかわらず、胸のサイズだけが合っていないので、パッツンパッツンでとんでもない事になっている。

「まあ、このスク水の神しん髄ずいは裏側なんだけどね」

　そこでニヤリと笑った密先輩は、後ろを振り向いた。

「ぶふううっ！」

　俺はたまらず噴ふき出してしまう。

「なっ……は、はだ……はだっ！」

　裸はだかだった……後ろ半分は完全に裸だった。

「な、何やってんだあんたはっ！」

　俺は両手で顔を覆おおいながら、叫さけび声をあげる。これは完全にアウトだろ！

「ふふ、慌あわてないでよく見たまえ。これは本物の肌はだではなくて、精せい巧こうに描えがかれたダミーだよ」

「え？」

　言われておそるおそる指を開いて、隙すき間まから見てみると、確かにそれはプリントアウトされたイラストだった。

「これを売っているのは私の行きつけの店でね。そこは『半分裸の服』専門店なんだ」

「どんな店だよ！」

「なんでも、客は私と貧びんぼっちゃ○しか来ないらしい」

「早く潰つぶれてしまえ！」

「実はこの前、そこで買った前半分が裸プリントのレディススーツを着て会社の面接に行ったら、門もん前ぜん払ばらいされてしまったよ」

「当たり前だ！」

「まったく、とんだブラック企き業ぎようだよ」

「いやちげえよ！　あんたみたいなのがモンスター新入社員になるんだよ！」

「そうそう、ブラックで思い出したんだけど、そのレディススーツには、チクビの色のバリエーションが『ブラック』と『ピンク』、二種類あるんだ」

「この世で一番いらねえ情報だな！」

「ちなみにこの犬の部屋のいかがわしい本の傾けい向こうからするに、やや赤みがかったピンクが好みのようです」

「お前とんでもねえとこで入ってくるな!?」

　いきなりぶっこんできたショコラにツッコミを入れた所で、また違う声が聞こえてきた。

「あ、カナデアル！」

　笑え顔がおのチチル先輩が、乳をゆっさゆっささせながら駆かけ寄ってきた。

　身につけているのは、アメリカンな柄がらのビキニ。

「カナデ、ワタシ、泳ぐの得意アルから、かっこいいとこ、たくさん撮って欲しいアル！」

「え？　あ、はい、そうですね任せてください」

　そうだ、ミッションの口実とはいえ、写真係なんだから、ちゃんとした記録も残さないとな。

「よーし、気合い入ったアル。ワタシ、頑がん張ばるアル！」

「ちなみにこの犬の部屋のいかがわしい本の傾向からするに、洋モノは『まあアリかな』レベルだと思われます」

「お前もう黙だまってろよ！」

「？　よく分からないアルけど、ワタシも頑張るから、カナデもお仕事ファイトアル」

　ニコニコと、健康的な笑顔を振りまくチチル先輩。

　ああ、やっぱり表ランキングのメンバーは天使だな。少し話しただけでも、心が洗われるみた──

「お、甘草クンやないか！」

　……一気に泥どろをぶっかけられた気分になった。

　これあの人だよな……絶対あの人だよな……

　嫌いや々いや振ふり返ったその先にいたのは──

「何やってんだ!?」

　ふんどし姿の爆ばくノの内うち先輩だった。

　下半身はふんどし、上半身はサラシ、そして頭にはちょんまげのカツラ……おいマジで何考えてんだ、この人。

「あの……なんなんですか、それ？」

　爆ノ内先輩は、自信満々に胸を張った。

「織お田だ信のぶ長ながや！」

「……は？」

「ほら、戦国武将を女によ体たい化させるのってブームやん？　流行はやってるものって人気って事やん？　人気者ってモテるやん？」

　……なんだその頭の悪すぎる三段論法は。

「ほら、ケツや！　ケツやで甘草クン！　男って女のケツ大好きなんやろ？　人気者×ケツって最強の組み合わせやんか。モテる……これはモテるで！」

　そう言って嬉しそうに自分の尻しりをパンパン叩たたく爆ノ内先輩。

　美人で年上のお姉さんが、ほぼ半はん裸ら状態で俺に尻を向けている……言葉にすると、この上ないシチュエーションなのに、絵え面づらが残念すぎる……

「あの……恥はじらい感ってものがないと、モテないと思いますよ」

　俺は、呆れながらせめてもの助言をする。

「何？　信長よりフビライ・ハンの格好の方がモテるって？」

「耳腐くさってんのか！」

「ちなみにこの犬の部屋のいかがわしい本の中に、『モンゴルもの』はありません」

「そんなジャンルあるわけねえだろ！」

「あはは、カナデはやっぱり、女の子と仲がいいアルね」

　叫ぶ俺に対して、にこやかに話しかけてくるチチル先輩。

「あの、チチル先輩……俺、『お断り男』なのに普ふ通つうに話してくれるんですね」

　この前は、生徒会室という密閉された空間だったからよかったものの、今日は大勢の他ほかの生徒が見ている。俺なんかと話してると、先輩のイメージが悪くならないだろうか。

「ん？　そんな肩かた書がきなんて関係無いアル。カナデが本当は穏おだやかでいい人なのは、見れば分かるアルよ」

「チ、チチル先輩……」

　天使だ……やっぱりこの人はどうしようもなく天使だ。

　そこで密先輩も声をかけてくる。

「私も甘草くんが穏やかなのと、股こ間かんが暴あばれん坊ぼうなのはよく分かっているよ」

「あんたは黙ってろ！」

「何？　フビライより暴れん坊将軍の格好の方がモテるって？」

「お前らどっかいけよもう！」




　そんな、うんざりするようなやりとりを終え、競技本番。

「うおー、チチルさんだ！」「ファイトーッ！」「神様チチル様乳神様ーっ!!」

　チチル先輩に向けられるもの凄すごい量の声せい援えん。その乳見たさに、相当な数の男子が集まってきていた。

「ありがとアル！　頑張るアルーッ！」

　そして、競技開始。

　おお、これは速い！

　得意だと言っていた本人の言葉通り、チチル先せん輩ぱいは圧あつ倒とう的なスピードで泳ぎ切り、断トツでゴールした。

「やったアルーッ！」

　声援を受けながらの弾はじける笑顔。

　こ、これは……イケるかもしれない！　俺は、すぐさまその姿を激写した。

「お？」

　その瞬しゆん間かん、携けい帯たいが振しん動どうしたんでポケットから取り出して、確かく認にんする。

『チチル・ニューミルク　基準に至らず』

　く……駄だ目めか。

　これで基準に至らないとは相当ハードルが高いな……なんか頭痛くなってきた。

　そして残るは爆ノ内先輩と密先輩……ものすごい頭痛くなってきた。

「わははははっ！」

　さすがにちょんまげは外していたが、サラシにふんどしのまま飛び込み台にあがる爆ノ内先輩……ものすごい頭がイタい人だった。

　というか、どうして誰だれも止めないんだろう……この学校、自由すぎるだろ。

　そして、競技開始。

「いくでえええっ！」

　威い勢せいのいいかけ声をあげた爆ノ内先輩は、ものすごい勢いで着水した。そして──

「お……おごっ……おごっ……」

　泳げねえのかよ！

　……ガチで溺おぼれていた。

　その後、実行委員に救助された爆ノ内先輩は、プールサイドで寝ねそべってむせていた。

「げほっ！　げほげほっ！　あ、あかん、苦しいわ……」

「あの……なんで泳げないのに競泳なんて出たんですか？」

「そやかて雑誌に、びちょびちょに濡ぬれる女はモテるって書いてあったから……」

「だから何の雑誌読んでんだよ！」

「そうや、今のウチはびちょびちょだからモテるはずや！」

「え……ちょ、先輩っ!?」

　いきなりがばっと立ち上がると、観客席の方に走っていった。

「みんなー、びちょびちょなウチを見てやーっ！」

「「「…………」」」

　ドン引きする会場。そりゃあ、ふんどしの女がプールサイドを全力疾しつ走そうしてりゃあそうなるわな。

「わはははははっ！　これでモテモテやーっ!!」

　いや、待てよ……端はたから見れば最低でも、本人がこれだけテンション上がってれば、輝かがやいてると言えなくもないんじゃないだろうか。

　俺は爆ノ内先輩の残念な姿をカメラに収め、送られてきたメールを確認する。

　さて、どういう評価が来るか……

『爆ノ内火か恋れん　絶対モテない』

　見れば分かるわ！




　そして、最後は密先輩。

「ふふふ、みんな私を見ているようだね」

　そりゃあみんなが飛び込みスタンバイしてる中で、一人だけＭ字開かい脚きやくしてたら見るでしょうよ……まあ、事前のアナウンスで背中半分は絵ですよ、と観客に伝わっていたのが不幸中の幸いだろう。

　そして、競技開始。

「って、Ｍ字のまま飛び込むのかよ！」

　しかし、着水した密先輩は、とんでもない泳ぎをみせた。

「速っ！」

　他の追つい随ずいを許さないスピードで泳ぐ密先輩。さっきのチチル先輩も速かったが、それよりも更さらにスピードが上のように見える。

　しかし……泳法がクロールの為ため、素すっ裸ぱだかで泳いでいるようにしか見えない……なんだよこの絵面……

　二位に圧倒的な差を付けてゴールした密先輩は、真っ先に俺の方へ向かってきた。

「甘草くん、私の勇姿を写してくれたかい？」

「いや……あんなの記録に残せるわけないでしょ……」

「おや、それは残念。ではここで、きっちり写してもらおうかな」

　そう言って、くるりと振り返る。

「いやそのエロいイラストはもういいですから──ってほんとにケツ出てるじゃねえか!?」

　素っ裸だった……密先輩の後ろ半分は、マジで素っ裸だった！

「当然だよ。この水着の後ろ半分は水に溶とける素材で出来ているからね」

「痴ち女じよかよ！」

「そうだよ」

「認めちゃったよ！」

　俺はまたしても両手で顔を覆おおう。

「ああ、合法的に半裸になれるなんて……今日は素す晴ばらしい日だよ」

　へ、へへへ、変態だーっ！　分かってたけど、へ、へへへ、変態だーっ!!

　しかし、先輩本人はこの上なく満足している様子……もしかしたらもしかするかもしれない。

「せ、先輩……」

「ん？　なんだい？」

「か、顔だけ写真を撮とらせてもらっていいですか？」

「アナルだけなら許可しよう」

「うるせえ黙だまれ変態！」

　俺は、先輩に絶対に動かないように念を押して、その顔だけを撮さつ影えいした。

　待ち構えていたかのようにすぐさま来るメール。

『密秘　アナルだったらクリアだった』

「すんませんやっぱりアナル撮らせてください！」

「喜んで」

「あ、そうですか、それじゃあ遠えん慮りよ無くお尻を撮って……いやできるわけねえだろ！」

「甘草くん、今のシリツッコミはいまいちだね」

「ノリツッコミみたいに言ってんじゃねえよ！」






【選べ　①ノリツッコミしながら密秘のアナルを撮る

　　　　②ノリツッコミしながら自らのアナルを出す

　　　　③シリツッコミしながらアナルに激痛が走る】








　……なんなんだよこのアナル攻めは。

　①も②も即停学レベルだろこれ……という事は……③…………か。

　てかシリツッコミってどうすりゃいいんだ？……やってみるしかないか……

「……あー、なるほど。ノリツッコミいまいちでしたか、へー。ちなみに今のセリフ、アナルと屁にかかってたの分かってもらえました？……って結局俺もシリの話してんじゃねえｋぎゃあああああああああああああああっ!!」




「うう……くそ」

　まだヒリヒリする尻をさすりながら密先輩から離れた所で、後ろから声がかかった。

「どうやら三人とも駄目だったようですね。それではさっさと次に行きますよ、犬」

　ん？　この声はショコラだな。そういえば競技が始まってからは姿が見えなかったけど、どこに行ってたんだろう。

　そんな事を思いながら振り返る。

「へ？　ど、どうしたんだ、お前？」

「何か問題でも？」

「い、いや、問題というか……」

　そこにいたのは、さっきまでのジャージ姿ではなく、とんでもなく露ろ出しゆつが多いビキニを身につけたショコラだった。

「プールサイドで水着になるのがそんなにおかしいですか？」

「いや、おかしいというか……今お前、次の場所に行くって自分で言っただろ？　なんでわざわざ──」

「そうですね。着き替がえてくるから少し待っていなさい」

「……は？」

　無表情のまま踵きびすを返し、すたすたと歩いて行くショコラ。

　……あいつ、一体何がしたかったんだろう？




　　　　３




「さて、続いてはテニスコートに向かいますよ。そろそろ柔やわ風かぜ小こ凪なぎと解川真ま理り咲さの対戦が始まるはずです」

　テニスコートに着くと、ショコラの言葉通り、ちょうど試合が開始された所だった。

　柔風のサービスゲーム。

「え、えいっ！」

　すかっ。

「え、えいっ！」

　０ラブ─[image: 15]フイフテイーン

「え、えいっ！」

　すかっ。

「え、えいっ！」

　０─[image: 30]サーテイ

　……四回トライして、一回も当たらないとは……柔風が運動苦手なのは分かってたけど、ここまでとは思わなかった。

　これはもう、下から打つしかないだろう。本人もそう思ったらしく、下からのサーブを試みる。

「え、えいっ！」

　すかっ。

「え、えいっ！」

　すかっ。

　０─[image: 40]フオーテイ

　……これはひどい。

「な、なんで当たらないのーっ」

　軽く涙なみだ目になりながら続ける柔風。

「え、えいっ！」

　すかっ。

　これで柔風がゲームを失うまで、あと一空から振ぶり。

　ギャラリーの誰だれもがもう駄だ目めだろうと思ったその時──

「お、お願いっ！」

　ぽいーん。

　奇き跡せきが、起きた。

「や、やったあ！」

　俺は、その瞬しゆん間かんの柔風の笑え顔がおを、瞬間的にカメラに収めていた。

　そして当たったのみならず、弱々しい軌き道どうながらも、なんとか解川のコートに到とう達たつするボール。

　しかし。

「返球します」

　解川は絶好の位置で待ち構えていた。そして、

「きゃああっ！」

　もの凄すごいショットが、柔風のコートに突つき刺ささった。

　すげえ……男子も顔負けの球速だ。解川の奴やつ、思いっきりインドアの見た目のくせに、運動神経いいんだな。

　そういえば初めて会った時も、何の支えも無く逆立ちしてたっけ。

　おっと、そんな感想はどうでもいいんだった。先さき程ほどの柔風の写真に対するメールを確かく認にんする。

『柔風小凪　基準に達せず』

　く……これも駄目か。たしかに、『最高に輝いている瞬間』というにはちょっと弱いかもしれないけど。

　その間に柔風がダブルフォルトして、一ゲーム目を失っていた。

　さて次は解川のサービスゲームだ。

「宣言します。サービスエースです」

「へ？　サービスエースってなに──ふわあっ!?」

　刹せつ那な、柔風のすぐ脇わきを、矢のような剛ごう速そつ球きゆうが通過していった。

「あ……う……」

　その場にぺたん、と尻しりもちをついてしまう柔風。

　駄目だ……これは相手が悪すぎる。

　解川は、なんとか立ち上がった柔風に対して、

「……提案します。柔風小凪さん、この試合もう終わりにしませんか？」

「え？」

「繰くり返します。これ以上の継けい続ぞくは時間の無む駄だと思われます。試合の終しゆう了りようを提案します」

「た、たしかに私は負けちゃうかもしれないけど……」

　淡たん々たんと告げる解川と、おどおどと返す柔風。

「そうです。既すでに勝敗は明らかです」

「で、でも、負けるにしても最後までがんばりたいな……」

「そうですか……それでは仕方ないですね」

　解川が小さくため息をついた後……異変が起きた。

　ぶるぶるぶるぶる！

　その体が、小刻みに震ふるえ始めた。

「あ……う……」

　ぶるぶるぶるぶるぶる！

「ど、どうしたっ!?」

　あまりに異様だったんで、思わずコート内まで駆かけ寄ってしまった。まずいぞ……何か持病でもあるんだろうか。

　がっくりと膝ひざを突いた解川は、苦しそうに口を開く。

「か、回答します……筋肉痛です」

「き、筋肉痛？　いやお前、二球しか打ってないだろ……」

「ふ、再び回答します。私は……極きよく端たんに持久力が低いのです……でもまだ大だい丈じよう夫ぶです……自分で……立てます」

「おい平気かなんかカクカクしておばあちゃんみたいになってんぞ!?」

「な、なぜ分かったんですか？……私の祖母の名前は解川カクです」

「どんな奇跡だ！」

「ちなみに若い頃ころ、そうとうやんちゃだった祖母は、スケ番としてならしたらしく『一人スケさんカクさん』として恐おそれられていたそうです」

「全然怖こわくねえし心底どうでもいい話だな！」

「ちなみに若い頃、結けつ婚こんを考える程ほど好きになった男の人がいたそうなんですが、その人の名字が『増ます尾お』だった為ため、泣く泣く諦あきらめたそうです」

「祖母ばあさん孫になんて話ししてんだ!?」

「ちなみに祖父の名前は八はち兵べ衛えなのですが、極度のうっかり者で、よく転んで骨を折るのでぽっきり八兵衛と呼ばれています」

「ブラックジョークにも程があるだろ！　普ふ通つうにうっかり八兵衛でいいじゃねえか！」

「否定します。祖父は三千円ポッキリの店が大好きなので、それとのダブルミーニングなのです」

「お前の家族の名前トリビアいつまで続くんだよ！」

「べえ～、べえ～、べえ～、べえ～、べえ～、べえ～、べえ～、べえ～……ただいまのトリビアは八べえです」

「うぜええええっ！」

「あ、甘草さん……重大なお知らせがあります」

「……なんだ？」

「今の無駄な会話で……最後の体力を使い果たしました」

「馬ば鹿かか！」

　べちゃり。

　力なくその場に倒たおれ込む。

「だ、大丈夫か？」

「ご安心ください。自分の事は自分でなんとかしますので……」

　うぞうぞ……うぞうぞ……

　解川は、なんとか自力で立ち上がろうとするが、芋いも虫むしがうねうねしているような気持ち悪い動きになるだけで、全く力が入っていない。

「ったく……よっと」

　俺はぼやきつつ、解川の手を摑つかんで立ち上がらせ、そのまま背負う。

「甘草さん……何を？」

「いやだってお前、まともに歩けないだろ？」

「……すみません」

「まあ、棄き権けん扱あつかいで負けになっちゃうけどしょうがないよな」

　そんな会話をしながらテニスコートを出た所で──

「待ちなさい」

　ショコラに呼び止められた。

「ん？　どうした？」

「私が代わります」

「は？　いや別に大丈夫だぞ。解川軽いし、いくらお前が力が強いからって、女の子に任せるわけには──」

「いいから代わりなさい」

「？　どうしたんだ？　なんかムキになってな──」

「代わりなさいと言っています、このクズ犬」

「は、はい……」

　なんか怖いんですけど……




　　　　４




　うーん……

　体育館に向かう途と中ちゆう、先を行くショコラの背中を眺ながめながら考える。

　今日のショコラはなんかおかしい。急に水着に着き替がえてみたり、解川を背負うのを強制的に交代したり、挙動に不自然な部分が多い。

　この前まで感じていた、無理をしている感じも、もちろんあるんだけど……それに輪をかけて、露ろ骨こつにおかしい。

　そこで、前を行くショコラが立ち止まって、こちらを振り返る。

「なにをグズグズしているのですか。さっさと行きますよ、このクソエロ犬」

　……そろそろ人間扱いしてくれませんかね。




　そんな考え事をしているうちに、体育館に辿たどり着いた。

　ここではたしかゆらぎと麗れい華か堂どうが参加している男女混合バスケが──

「お兄ちゃん達、いっくよっー」

「「「「ゆらぎいいいいいっ！」」」」

「ふん、私の為に存分に働きなさい、豚ぶた共」

「「「「絢あや女め様ぶひいいいいいっ！」」」」

「くふふ、プールでの決着をつけるよ、絢女お姉ちゃん」

「「「ゆらぎの敵は、お兄ちゃん達がムッコロオオオオオオオス！」」」

「身の程を思い知らせてやるわ、ピンク髪がみ！　行きなさい、僕しもべ共！」

「「「「ぶひいいい！　我ら絢女様の為にこの身を捧ささげます！　たとえ体がボドボドになろうともおおおおおっ!!」」」」

　……ゆらぎ＋兄（？）四名と、麗華堂＋信者四名で構成された各チームが醸かもし出す雰ふん囲い気きは異様。聞けば、その雰囲気に吞のまれた他ほかのクラスは次々と敗退していき、この対戦が決勝戦という事だった。

「馬鹿な、この俺が抜ぬかれた!?　ウソダドンドコドーン！」

「そこのお前、なんで突っ立ってるだけでディフェンスしない！　ナズェミデルンディス!?」

[image: ]

「まさか、隠かくれ麗華堂派の内通者なのか？……オンドゥルルギッタンディスカーッ!?」

「ウェエエエエエエエエイッ!!」

　……駄だ目めだ。各チームの男共が興奮しすぎて、何を言っているのか全然聞き取れない。

　そしてそれぞれのボスはというと……

「うふふ……お兄ちゃん達が私の為に叫さけび、乱れる……最高だよおおおおおおっ！」

「さあさあ豚共、もっとよ！　もっと醜みにくく囀さえずりながらぶつかりなさい、おほほほほほほほほほっ！」

　……駄目だ、こいつらもう手て遅おくれだ……でも……

　ぱしゃり。

　本人達が楽しんでいるのは間ま違ちがいないんで、念ねんの為シャッターを押していく。

『箱はこ庭にわゆらぎ　麗華堂絢女　限りなく惜おしい』

　……あいつら、人生楽しそうだな……

「でも惜しくても、クリアできなきゃ意味ないよな……さっさと次に行って──え？」

「ゆらぎの敵、どけええええええっ！」

「きゃあああああっ！」

　兄（？）の一人が、ディフェンスに入った麗華堂を、半ば突つき飛ばすような勢いで突とつ破ぱした。

　そいつが相当な体格だった為、麗華堂の体は宙に投げ出され、ラインの外に飛んできた。

「危ないっ！」

　俺は、反射的に麗華堂を助けに入っていた。

「うわっ！」「きゃっ！」

　なんとか麗華堂が着地する前に、間に滑すべり込んで受け止める事ができた。

「いてて……大丈夫か、麗華ど──フガッ!?」

　柔やわらかい、感かん触しよく。

「なっ……なっ……」

　乳です……はい、おっぱいです。

「ま、待て、麗華堂！　事故！　これは事故だ!!」

「こ、こここ、この陵りよう辱じよく者！　これ完全にレイプイベントじゃないの！　このままじゃ鬼き畜ちくエンド直行よ！」

「やっぱりお前完全にエロゲーユーザーだろ！」

　しかし、レイプは言い過ぎだけど、麗華堂のおっぱいが顔に当たってしまったのは間違いないわけで。

「す、すまん……助けようとしただけだったんだけど……」

　しかし、顔を真っ赤にした麗華堂は治まらなかった。

「そ、それで済むと思ってるのこのクズッ！　土下座よ、土下座しなさいっ！」

　……まあ麗華堂だって一応女の子だし（失礼）、意外に根は純情そうだから、恥はずかしかったんだろうな。

　俺は両りよう膝ひざをついて、土下座をする体勢を整えた。

「す、すんませんでし──」

「いいえ、それでは生なま温ぬるい」

「え？」

　唐とう突とつに割り込んでくるショコラの声。

「死になさい」

「ぐええええええええっ！」

　襟えり首くびに、もの凄すごい衝しよう撃げき。

「この……エロ犬」

　ショコラが、冗じよう談だんみたいな馬ば鹿か力ぢからで俺を絞しめあげていた。死ぬ……死ぬって！

「え、あ、あの……そこまではしなくてもいいんじゃない？……なんか……顔青くなってるわよ」

「黙だまりなさい」

「ひっ！」

　麗華堂が止めに入るも、一いつ蹴しゆうされる。

「これはもう、去勢するしかなさそうですね」

「お前なに怖こわいこと言ってぐええええええええええっ！」

　だ、駄目だ……意識が……

「安心しておやすみなさい。目覚めたら二度とチンチ○できない体になっているでしょう」

　や、やめてくれええええええっ!!
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「まずい……これはまずいぞ」

　目が覚めたら時刻は既すでに夕方。その間に一日目の全日程が終しゆう了りようしてしまっていた……あ、チンチ○はちゃんとありましたよ。

　焦あせりを抱かかえながら教室に戻もどると、女子達が集まってキャイキャイしていた。

「お、奏っちだ、やっほー」

「どうしたんだ？　なんか盛り上がってるみたいだけど」

「あのね、さっきまでやってた女子サッカー、優勝したんだよっ！」

　聞けば、決勝戦ですら、９─２の圧勝だったらしい。まあ化け物クラスの運動神経の謳おう歌かがいれば、順当な結果と言っていいだろう。

「奏っちにも観てほしかったなー」

「ああ悪い、写真係の仕事が忙いそがしくてさ」

　ミッション対象者のふらのと委員長もサッカーのメンバーだったらしい。もしかすると、そっちを優先していればクリアできていたのかもしれない……まあ結果論だけど。

　そこで、当のふらのがすっ、と近寄ってきた。

「意外だったわね。甘草君の事だから、女子のタマ転がしは真っ先に観に来るものだと思っていたけど」

「言い方自重しろよ！」

「ごめんなさい。タマ蹴け飛とばしの間違いだったわ」

「痛いてえよ！　なんか痛えよ！　もうちょっと別の表現ねえのか！」

「文句が多いわね。じゃあ『手を使わずに、タマを足だけでどうにかする競技』ではどうかしら」

「お前が言うと卑ひ猥わいにしか聞こえねえんだよ！」

「そうとしか聞こえないのなら、それはあなたの想像力がチン根なのよ」

「貧困だろ！　なんだチン根って!?」

「チン○の根元の事だけど」

「ストレートに言っちゃったよ！」

「まあ、甘草君のチン○は曲がってるけどね」

「それ今関係ないだろ！」

「曲がってるんだ……」「曲がってるんだ……」「曲がってるんだ♥」

「最後の奴やつお前には絶対見せねえからな！」

　そこで謳歌が楽しそうに入ってくる。

「あはは、ふらのっちも凄かったんだよ。何本も相手のシュート止めたんだよね」

「ふっ……私の華か麗れいなる顔面ブロックを甘草君にも見せてあげたかったわ」

　そういえばおでこがかなり赤くなってるな……ふらのも相当運動神経が悪いはずだから、狙ねらってやったんじゃなくて、ただ単によけられなくて顔面に当たっただけだろう。

「私が顔面でシュートを止める度たびに、すごい声せい援えんが飛んできたわ。『柿かき崎ざきィィィィィッ！』ってね」

「いや石いし崎ざきだろ！　柿崎は違ちがう作品の人だろ！」

「でも私なんて遊ゆう王おう子じさんに比べれば全然たいした事ないわよ。彼女のシュートに何か獣けもののようなものが宿ってゴールネットを何回も突き破ってたし」

「いやいや、さっきの顔面ブロックといい、お前らなんでキャプ翼つばみたいになってんだよ……」

「そうなのよ。フィールドの端はしから端までドリブルするのに数分かかったり、プレイヤーが急に十頭身以上になったり、波動球が百八式まであったり」

「だから違う作品交ざってるから！」

　く……相変わらずふざけまくりだな……まあでも謳歌もふらのもいつもの調子に戻ったみたいでよかった。

　なんか……この二人といると安心するんだよな。

　いや、変な行動に振ふり回されたり、ツッコミまくったりで疲つかれるのはたしかなんだけど、それが嫌いやじゃないっていうか、むしろ楽しいっていうか──

「成なる程ほど」

「うおうっ!?」

　いつの間にか、ショコラが音もなく傍そばに立っていた。

　ショコラは、俺と、ふらの、謳歌の顔を、射るような視線で見比べる。

「……そうですか。やはりこの二人なのですね」

「は？」

　訳の分からない事を呟つぶやいたショコラは、謳歌とふらのに、更さらに鋭するどい視線を向けた。

「ところで、あなた方二人に質問です」

「どしたのショコラっち？　怖い顔して」

「……何かしら」

「いつまでこんな馴なれ合いを続けるつもりですか？」

「「!?」」

　謳歌とふらのの目の色が変わった。

「私は各おの々おのに、このままでは負ける、と警告したはずです」

「「…………」」

「たしかに危機感は持ったようですが、結局はその場限り。日が変われば、どう接すればいいのか分からずに、いつも通りのふざけたやりとりを繰くり返すだけ」

「…………」

　黙ったまま目を逸そらすふらの。

「勢いに任せて行動しようとしたはいいものの、一回邪じや魔まが入っただけで、先延ばしにする始末。本当はあの時邪魔されて、ほっとしているのではないですか？」

「…………」

　こちらも気まずそうに押し黙ってしまう謳歌……な、なんでこんなに空気が重いんだ？

「心は既に決まっているのに、延々とぬるま湯のような現状を維い持じしようとするあなた達二人の態度……正直、見ていて不快です」

「お、おい、ショコラ。なんの話だか分からないけど、もうちょっと穏おん便びんに──」

「黙りなさい」

　俺の言葉を断たち切り、こっちに向き直るショコラ。

「私が……好きでこんな事をしていると思っているのですか？」

「ショコ……ラ？」

　その表情は、今までに一度も見た事がないようなもので──

「一番悪いのは……あなたなんですよ」

　俺はしばらく、その場から動く事ができなかった。
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　そして迎むかえた体育祭二日目。

「お、おい、ショコラ。待てって。お前、昨日から何怒おこってるんだよ」

「……何を勘かん違ちがいしているのですかこの駄だ犬けんは。私は別に怒ってなどいません」

　そうは言うものの、先を行くショコラの背中からは、明らかな不ふ機き嫌げんオーラが滲にじみ出ていた。昨日の謳歌とふらのとの一件以来、ずっとこんな調子だ……一体俺の何が悪いっていうんだろうか？

　……でも、そっちを気にしている余よ裕ゆうは、今の俺にはない。ミッションの期限は今日一日しかない。

　この二日目は、騎き馬ば戦せんや玉入れ、リレーといった、いわゆる運動会的な競技が行われる事になる。なんとしてでも誰だれかの『最高に輝かがやいている瞬しゆん間かん』をカメラに収めなくては。

　昨日、チャレンジして失敗に終わったのは密先せん輩ぱい、チチル先輩、爆ノ内先輩、柔風、ゆらぎ、麗華堂……再トライしちゃいけないなんて決まりはないけど、一度しくじっている以上、確かな勝算でもない限り優先順位は下げた方がいいだろう。

　となると、まだ写真を撮とっていないメンバーの中からターゲットを選ぶ事になる。

　黒白院会長、爽さわ星ぼし、解川、ふらの、謳歌、ショコラ、委員長、宴うたげ先生、大だい子こさん。

　委員長以外、まともな人格がいないじゃないか……いや、今回は常識人相手なら成功率が上がるとか、そういうわけじゃないよな。

　しかし、そうなると誰から攻せめていけばいいのかが難しいな。昨日の事を考えると、闇やみ雲くもに突とつ撃げきしても駄だ目めだろうし──

「お、おいっ」

　そこで、後ろから声がかかった。

「ん？　ああ、爽星か」

　そこには、爽星が何やらもじもじした様子で立っていた。

「どうしたんだ？」

「そ、その……この前は断られたけど、どうしても諦あきらめられないっつーか、なんていうか……」

「は？　俺、何か断ったっけ？」

「と、とぼけんなよ！　あんなにはっきり除外って言ったじゃんか！」

「へ？　あ、ああ、確かに言ったけど……」

「や、やっぱり……」

　そこでまたしゅん、となってしまった爽星だが、何かを思い直したようにぶんぶん、と首を振って、顔を上げた。

「い、いや、こっからだ！　こっから巻き返せばいいんだし！　って事でアンタ、今からアタシが参加する騎馬戦、観に来てくれよ」

「え、いや、それはちょっと……」

　爽星の『輝いている瞬間』はお嫁よめさんになった時とかなんとか言ってたよな……だったら今日その条件をクリアするのは不可能に近い。

「な、なんだよ……嫌なのかよう……」

　なぜかちょっと涙なみだ目になってしまう爽星。

「い、いや、別に嫌じゃないんだけど『輝いている瞬間』が──」

「輝いている瞬間？」

　しまった……つい口に出してしまった。

「いや、俺は写真係だから、その人が最高に楽しんでる所とか、嬉うれしがってる所とかを、撮らなきゃいけないんだ」

　なんとか適当にごまかす。

「だ、だったらアンタが来てくれればそれだけで──って、何言わせんだこのバカッ！」

「なんで俺怒られた!?」

「と、とにかく、そういう事ならいくらでも撮れるから、絶対観に来いよっ！　いいか約束だかんなっ！」

　爽星は、叫さけびながら足早に去って行ってしまった。

　どうするかな……まあ、他ほかのメンバーに勝算がある訳でもなし、本人の言葉を信じて行ってみる事にするか。




　そしてやってきた騎馬戦会場。

「おいアレ、爽星だよな……」「ああ、人の弱み握にぎって脅おどしてたんでしょ」「最低……」

　騎馬の一番上に陣じん取どった爽星に向けられる非難の声。少しかわいそうな気もするけど、本人がやってきた事を考えると、仕方ない部分もある。

「でも、聞いた所によると、脅してた奴全員の所に、頭下げて回ってるらしいわよ」「俺……実際にそれやられたぜ。本気で反省してる風だったな」「けじめとして髪かみも切ってるし……根はそんなに悪い奴やつじゃないのかも」

　一方で、擁よう護ごするような声も聞こえてきた。謝って回るって……あいつ、そんな事してたのか。

　爽星に対するイメージが少し変わった所で、開戦のピストルが鳴った。

「おりゃあああっ！」

　爽星は、裂れつ帛ぱくの気合いをみせながら、他の騎馬に突つっ込んでいった。

「もらいっ！」

　そして瞬またたく間に、相手の帽ぼう子しを奪うばい取る。

「よし、次行くしっ！」

　その気合いが、下で支えるメンバーにも伝わったのか、爽星の騎馬は、無類の強さを発揮した。

　そして、残るは爽星騎馬ともう一つの騎馬のみとなった。

　二つの騎馬が正面から向かい合い──

「おりゃっ！」

　激戦の末、爽星が相手の帽子をゲットした。

「やったーっ！」

　こっちを向いた爽星は、満面の笑えみを見せながら、ぶんぶんと手を振った。

　な、なんだか分からないが、これはすごくいい表情だ！　いけるかもしれない！

　パシャリ。

　しかし、いつまで経たっても判定のメールが来ない。

　不思議に思って撮った写真を確かく認にんしてみると──

「うわ……逆光だ……」

　ちょうど、爽星の顔の部分だけが、白くなってしまい、全く写っていない。く……あの顔は基準を満たしてそうだったのに！

　そこへ、爽星が嬉しそうに駆かけ寄ってきた。

「あ、甘草。アタシ頑がん張ばったんだけど……どうだった？」

「ああ……全然駄目だった」

「え？」

「お前が頑張ってたのはよく分かったけど……対象外だ」

　いくら最高の表情でも、写っていないんでは、評価の対象にならないのは当たり前だ。

「そ、そんな……」

「悪いけど、スタートラインにも立ててない」

　残念ながらもうこれは基準を満たすとか、それ以前の問題だ。

「う……あう……」

「ど、どうしたんだ爽星？」

　なぜか、俯うつむいて急に唸うなりだす爽星。

「わ、分かってたけど……分かってたけど、何もそこまで言わなくてもいいじゃんかよおおおおおおおっ！」

「あ、おいっ！」

　そのまま、止める間も無く駆けて行ってしまう爽星。

　な、何なんだ、一体？
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「いないな……」

　しばらくの間爽星を捜さがして歩いたが、どこにも見当たらない……まあこれだけ捜してみつからないんだからしょうがない。後で会ったら、何を勘違いしたのかをちゃんと聞いてみよう。




　ちなみに、爽星を捜すその道すがら、委員長が参加する玉入れが行われていたんで、撮さつ影えいしてみたが、基準に至らず、という結果だった。まあ、委員長のチームはボロ負けで、いい所がなかったから、これはしょうがない。

　そして、チャレンジしたのがもう一人。

「あ、先生」

「お、どうした甘草」

「あの……つかぬ事を聞きますが、先生が『最高に輝いている瞬間』ってどういう時ですか？」

「あ？　そんなの休みの日に一日中酒飲んでる時に決まってるだろ」

「オッサンじゃねえか……」

「アァ？」

「ひいっ！」

　怖こわい……怖いよこの人。






【選べ　①「お酒より牛乳飲んだ方がいいんじゃないっすか（笑）」

　　　　②「未成年はお酒飲んじゃ駄目っすよ（笑）」

　　　　③「お酒と幼女……ないない、そのギャップは需要ないっすわ（笑）」】








「言えるか！」

「ん？……ひょっとして選せん択たく肢しか？」

　いきなり声を張り上げたので、宴先生もすぐに察してくれたようだった。

　助かった……それでも怒るかもしれないけど、いきなり言い出すよりは大分マシな状況だ。

　俺は引き攣つった笑いを浮かべながら、恐る恐る口を開いた。

「み、未成年はお酒飲んじゃ駄目っすよ（笑）」

「…………」

　黙だまり込んでしまう宴先生……怒ったか？

「安心しろ甘草。このくらいなら我が慢まんしてやる」

　よ、よかった……

「で、なんなんだその輝いている瞬間とかいうのは？　それが今回のミッションか？」

「あ、はい、そうなんです……という訳で先生、お酒以外で何かありませんか？」

「ふん、まあそういう事なら協力してやるか。酒以外となると……あ、くまのぬいぐるみをモフモフしてるのが最高に幸せ──って何言わせんだコラァアアアアアアア！」

「ぐえ　えええええええええええええええええええええええっ!!」




　……思い出しただけで首が痛くなってきた。

　あ、痛いといえば、解川は全身筋肉痛で今日は欠席らしい……まだトライしていない対象が少なくなってきたな……マズいぞ。

　焦あせりながら、スケジュール表を確認する。次に回れそうなのは……謳歌とふらのが参加する借り物競走か。




　グラウンドに向かい、ベストポジションに陣取った所でちょうど、謳歌とふらのが出る組の番になった。

「おい、大だい丈じよう夫ぶか……あれ」

　第一コースのふらののスタートの構えを見て、思わず声が出てしまった。これでもかって程ほどのへっぴり腰ごし……運動神経が壊かい滅めつ的なのが一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　対する隣となり、第二コースの謳歌は、まるで世界新でも出しそうな勢いの、クラウチングスタイルだった。

　対照的な両名だったが、ふとした瞬間に、二人の目が合った。

「…………」「…………」

　すぐさま気まずそうな感じになり、顔を背そむけてしまう。

　なんだろう？　理由は分からないけど、やっぱり昨日のショコラとの件が関係しているんだろうか。

　そんな事を考えているうちに、スタートの号ごう砲ほうが鳴った。

「おりゃーっ！」

　しょっぱなからトップで独走していく謳歌。

　対するふらのは──

「はあ……はあ……」

　遅おそい……絶望的なまでに遅かった。

　謳歌のみならず、他の女子達にもどんどん離はなされていく。

　謳歌[image: ]越こえられない壁かべ[image: ]その他の女子[image: ]越えられない壁[image: ]ふらの

　こんな感じだった。

　視線を戻もどすと、謳歌はもう既すでに、借り物の札が置いてある台まで到とう達たつしていた。

「おりゃっ！」

　勢いよくめくった謳歌だったが──

「うっ……」

　そこで動きがぴたり、と止まってしまった。

　しばらく固まっていた後、ちらり、と俺の方を見る。

「っ！」

　そして、慌あわてたように顔を逸そらして、また固まってしまう。

　その間に、後続の女子が次々と台に到とう着ちやくし、謳歌を追い抜ぬいていった。

　しかし、謳歌はそのまま動かない。

　そしてまたしばらく経過した所で、やっとこさふらのが台まで辿たどり着いた。

「はああ……はああ……」

　大きく息を切らせながら札をめくるふらの。

「うっ……」

　そして謳歌と同様、そのまま固まってしまった。

　そしてしばらくした後、また謳歌の行動をなぞるが如ごとく、ちらり、とこちらを見る。

「っ！」

　そして、慌てたように顔を逸らして、また固まってしまう。

　そして更さらに数秒経過した所で、ふらのが謳歌に何事かを話しかけた。

「ねえ、遊王子さん……」

「な、なに？」

「その反応からするに……私とあなたの札……多分同じよね」

「そ、そうかもね……」

「…………」

「見せ合いっこ……しようか」

「……そうね」

　遠すぎるんで、何を言っているのか分からなかったが、どうやら札の見せ合いをする事になったらしい。

「それじゃあ……」

「いくよっ！」

　そして二人はお互たがいの札を確認し──

「ふふ」「あははっ！」

　笑った。

　そしてなぜか二人並んで一いつ斉せいに──

「……え？」

　俺の方へ、駆けてきた。

　謳歌がふらののスピードに合わせているため、速度的には大した事がなかったものの、その軌き道どうは、力強い一直線だった。

「へへ、とーちゃくっ」

「はあ……はあ……ふふ……」

　そして、俺の前まで到達し──

「ちょっ……」

　二人が、躊躇ためらいなく両側から俺の手を握にぎった。

「奏かなでっち、ふらのっち。ちょっと荒あらっぽくするけど、付いてきてね」

　謳歌がそう宣言した直後──

「うおおおおおおおりゃあああああっ！」

「うおっ！　ちょっ、速っ!?」

　俺の手を握ったまま爆ばく走そうしていく謳歌。

　それに引っ張られていく俺とふらの。

「それええええええっ！　逆転だあああああああっ!!」

　謳歌に牽けん引いんされた俺達は、先を行く女子達をごぼう抜きし──

「ゴ────ルッ！」

　謳歌とふらののワンツーフィニッシュとなった。

「ぜえ……ぜえ……」

　ふらのは[image: orz]状態で、瀕ひん死しになっていた。

「はあ……ふらの、大丈夫か？」

　俺も、ふらのほどじゃないけど、大分息を切らせていた。

「え……ええ、なんとか……」

　そこで謳歌から声がかかった。

「やったね、奏っち、ふらのっち」

「……ええ」

「ああ、お疲つかれさん」

　ハイタッチをする俺と謳歌。

　ふらのも、息を整えて、なんとか立ち上がった。

「ところで二人とも、大分長い間固まってたけど、一体何の札が出たんだ？」

「「うっ……」」

　瞬しゆん間かん的に、手にした札をくしゃくしゃっと丸めて体の後ろに隠かくす謳歌とふらの。

「別に大した内容じゃないわ『もし無人島で二人っきりになったら、自殺したくなる程嫌けん悪お感かんを抱いだいている人間』よ」

「大した事ありすぎですけど！」

「さすがに気の毒だと思って言わないでおいたのに、甘草君が余計な質問をするからいけないのよ。大方、遊王子さんも似たような内容だったんじゃないかしら。ねえ遊王子さ──」

「うん、やめたっ！」

「「え？」」

　俺とふらのの声が被かぶる。

「うん……もうやめたっ！」

　一人で何かを納なつ得とくした様子の謳歌は、俺とふらのを交こう互ごに見つめた。

「あのね……あたし、昨日ショコラっちに言われてから、色々考えたんだ……ふらのっちと仲良くしてちゃいけないのかな、とか、やっぱりこのままみんなで楽しく過ごせたらいいな、とか、あっちの方から気付いてくれないかな……とか。色々考えて、頭の中、ぐちゃぐちゃになっちゃってたんだけど──」

　なんだ……なんの事を言ってるんだ？

「でも……札をめくったら、瞬間的に奏っちの顔が脳のう裏りに浮うかんで来て──それでも今の今まで迷ってたんだけど、もう我が慢まんできなくなっちゃった」

「遊王子さん……」

　そして謳歌は、ふらのの顔を真しん剣けんに見み据すえた。

「抜け駆がけみたいな事はしたくないから、宣言します。ふらのっち……あたしもう、奏っちにきちんと……言うね」

「!?」

　驚きよう愕がくに目を見開くふらの。

　謳歌のセリフだけで、何の事か分かったらしい。

「そ、そんな事、急に言われても……」

「ごめんね、ふらのっち。でも分かるでしょ？　急じゃない……あたし達にとっては全然急じゃないんだよ。これはもういつ決断するか、っていうだけの話」

「う……」

　ふらのは、何も言い返せなくなり、黙だまってしまった。

　そして謳歌は、俺の方に向き直る。

「甘草奏君」

　それは、初めての呼び方だった。

「ずっと……ずっと心の奥で思ってた事を、伝えます」

　普ふ段だんの謳歌からは想像もつかないような大人びた表情。

　これは……真剣に聞かなきゃならない。

　身構えた俺に対して謳歌は一転、いつも通りの無む邪じや気きな笑えみを浮かべた。

「あたし、遊王子謳歌は、君の事が──」




「甘草奏」




　そこで、唐とう突とつに割り込んできた声があった。

「ショコラ……」

　どこからともなく現れたショコラは、謳歌を押しのけるようにして俺の前に立ち、感情のこもらない声で、告げた。

「緊きん急きゆうの用事ができました。こちらに来なさい」

「あ、でもその前に謳歌が話があるって……」

　そこでショコラは、謳歌に視線を向け、淡たん々たんと告げる。

「そうですか。では遊王子謳歌、端たん的てきに十秒以内でお願いします」

「え？　い、いや……それはちょっと」

「どうしました？　短ければ二十秒差し上げますので、どうぞ」

「あの……えっと……あの……」

　口ごもってしまう謳歌。

「ショコラ、お前いきなり割り込んで来てそれは──」

「黙りなさい、緊急の用件だと言っているでしょう」

「あ、あの……あたしのはそんな大した話じゃ……いや、大した話なんだけど……い、急ぎならそっちが先でいいよ」

「……本人もこう言っている事ですし、行きますよ」

「いや、でも……」

「奏っち、あたしのは後でだいじょーぶだから」

「……そうか？」

「う、うん……」

「じゃ、後で必ず聞くからな」

「そ、そうだね」

　俺は、なんとももやっとした感じになりながら、謳歌を置いてショコラと共にその場を後にした。
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「お、おい、ちょっと待てって……」

　ショコラは無言のまま足早に歩いて行き、人ひと気けの無い体育館裏までやってきた。

「ふう……で、緊急って何の用なんだ？」

　ショコラは俺の方に向き直り、無機質に言い放った。

「特に用はありません」

「は？」

　全く意味が分からない。

「……どういう事だ？」

「どういう事も何もありません。特に用は無いです。以上」

「お前な……」

　これは……いくらなんでも理り不ふ尽じんが過ぎるだろう。

「そりゃないだろ。謳歌だって大事な話があったっぽいんだぞ。それを──」

「……五月蠅うるさい。少し話しかけないでもらえますか」

　これにはさすがの俺もカチンときた。

「おい、ショコラ、お前いい加減にしろよ！」

　語気を荒げて、近付こうとしたその時──

　ゴッ！

「なっ……」

　拳こぶしを固めたショコラが、それを思いっきり壁かべに叩たたきつけた。

「な、何を……？」

　あまりの事に固まる俺をよそに、ショコラは、更さらに強く拳を握り──

　ゴッ!!

　先さき程ほどよりも強く、打ち付けた。

「…………」

　そして、血の滲にじんだ拳を眺ながめた後、三度──

「お、おい、何してんだやめろっ！」

　壁に打ち付けられる直前で、なんとか止める事ができた。

「三度です……三度も、とんでもない過あやまちを犯おかしてしまいました」

「三度って何だよ……お前……何やってんだよ！」

　ショコラは、俺の叫さけびには答えずに、消え入りそうな声で呟つぶやいた。

「私は……最低ですね」

　その体は……小刻みに震ふるえていた。

「ショコラ……」

　ただならないその様子に、理不尽な行動に対する怒いかりはすっ飛んでしまった。

「……抑おさえていたのに……使命に徹てつしようとしていたのに……」

　俺には聞こえない声で、うわごとのように何かを呟く。

「どうしても……どうしても我慢できなかった」

「お、おい……大だい丈じよう夫ぶか？」

　俺が肩かたに手を置いたその時──

「っ!?」

　我に返ったような表情を見せたショコラは、瞬間的に俺の手を払はらいのけた。

「気安く触さわらないでください、このクソ犬」

　その声は今まで通りの、冷れい酷こくなものに戻もどっているかに見えたが──

「お前……まだ震えてるぞ」

「……見み間ま違ちがいです。あなたの目は腐くさっているようですね」

「いやでも──」

「くどい」

　ぴしゃりと撥はねつけられた。余よ程ほど触ふれてほしくないらしい。

「じゃあまあそれは置いとくとしてもお前、とりあえず手当てしないと……」

　拳の傷口からは、じくじくと血が滲み出てきていた。

「必要ありません」

「いやでも──」

「ですからくどい。必要ないと言っています」

　ショコラは、そのまま去って行こうとしたが──

「待てよ」

　俺は、ショコラの腕うでを摑つかんで止めた。

「気安く触らないでくださいと言ったは──」

「駄だ目めだ、これは譲ゆずれない。細さい菌きんでも入って化か膿のうしたらどうするんだ。触られるのが嫌いやなら今後二度と触れないから、ちゃんと治ち療りようはしろ」

「……………………」

　俺の方に向き直り、無言のまま睨にらみ付けていたショコラだったが、やがて諦あきらめたような表情で、深いため息をついた。

「どうして……どうしてあなたはこう……」

　そして、俺を見据えて、少しだけ表情を緩ゆるめた。

「……分かりました。ちゃんと治療を受け──」

　どさり。

　その体が、急に力を失って倒たおれる。

「ショコラ？……おい大丈夫かショコラッ!?」
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　ショコラを保健室に運び込んでから、約一時間。

「ん……ん？」

「お、目が覚めたか！」

　ベッドの上で上半身を起こしたショコラが目を擦こすりながら、俺の方を見る。

「あれ……私は……どうしてこんな所に？」

「よかった……お前、また倒れたんだよ。平気か？　どこも痛くないか？」

「…………はい」

「なんか、まだ目がとろんとしてるけど大丈ｂ──うえええっ!?」

　ショコラがいきなり抱だきついてきた!?

「お、お前っ……」

　引き離はなそうとするが、もの凄すごい力でぎゅっ、とされていて、どうにもならない。

「……好き」

　す、好きってお前……もしかして元のショコラに戻ったのか？

「甘草奏……クソ犬……でも好き」

　……違ちがうな。これはまだ毒どく舌ぜつ仕様のままだ……って事は……ただ単に寝ねぼけてるだけ？

「お、おい、ちゃんと目ぇ覚ませって……」

「ふにゅ……好き」

　駄目だこれ……ど、どうすればいいんだ？

　そのまま、途と方ほうに暮れること二、三分。

「ふぇ……」

　ショコラの鼻が、ぴくりと動いた。

「ふぇくちっ！」

　そして、かわいらしい感じのくしゃみを一発。

「ん？……私はどうしてこんな所に？」

　そこで、今初めて目が覚めました、みたいなリアクションをする。

　そして当然、抱き合った状態の俺と目が合う。

「……お、おう。今度はちゃんと目ぇ覚めたか？」

「…………え？」

「とりあえず……離れてもらえるか？」

「…………え？……………え？」

「お前……ずっと俺に抱きついたままだからな……」

「…………え？……………え？…………え？」

　そして、数秒間フリーズした後──

　ぼふんっ！

「きゃああああああああああああああああああああああああああああああああああっ!!」

「ちょっ……お前声でかいってっ！」

　幸いにも、現在校舎内にはほとんど人がいないから、聞かれなかったみたいだけど……

「な、何を……何をしているのですかあなたはっ！」

「いや、何かしたのはお前だから……」

「だ、黙だまりなさいっ！　あ、あれはその、寝ぼけていたからつい本心が……じゃ、じゃなくて……その……あの……と、とにかく忘れなしゃいっ！」

　……言えてないし。

「と、とりあえず落ち着けよ」

「こ、これが落ち着いていられますかっ！　ずっと……ずっと隠かくしてきたのに、こんな事でバレてしまったんですよっ……もうっ……あー、もうっ……クソ犬甘草奏ぇっ!!」

「は、はいっ！」

　あまりの剣けん幕まくに、思わず気をつけで返事をしてしまう俺。

「私は……私はあなたの事が好きです。悪いですかっ！」

「い、いえ…………悪くないです」




　その数分後。

「いいですか……あなたには、まず自分がどれだけの事をしたかを思い知ってもらいます」

　……なぜか俺は、床ゆかに正座させられていた。

「クソ犬の分際で、人様の秘密を知ろうなどと……この罪は去勢程度では済みませんよ」

　そう言って、家か畜ちくを見るような蔑さげすんだ目を向けてくる。

「いや、秘密も何も、お前が勝手に抱きついてきたんだろうが」

「うっ……」

「そんで勝手に恥はずかしがって自白しただけだろ」

「ううっ……」

「もう正座やめるぞ、いいな？」

「うううっ……」

　しゅん、と身を縮こまらせるショコラ。

　立ち上がった俺に、消え入りそうな声で言う。

「そ、そんなの私が一番分かってるのに……そんなに意地悪を言わなくてもいいじゃありませんか」

「あ、いや……」

　な、なんだかこれじゃ、俺がいじめてるみたいじゃないか……話題を変えよう。

「い、いい機会だ……お前の事をきちんと話してもらえるか？」

　ショコラは少し躊躇ためらいながらも、こくり、と頷うなずいた。

「分かりました……ここまでバレてしまってはもう隠す意味もありません……私が知っている事は、全すべてお話しします」

「よし……じゃあまず、一番重要な事だ」

「はい」

「お前、心と体は大丈夫か？」

「え？」

　予想しない質問だったのか、目を丸くするショコラ。

「ほら、お前壁かべに思いっきりパンチしてただろ？　保健の先生に治療はしてもらったけど、なんであんな事したのかまだ聞いてないし……それに他ほかにもほら、震えてただろ？　あれで心配するなっていう方が無理な話だろ」

　その問いに対して、悔くやむような表情を見せるショコラ。

「……遊王子謳歌には……それと爽星素す直なおには……本当に申し訳無い事をしました」

　たしかに謳歌は重要な事を言おうとしてたっぽいよな……それに爽星が何か言いかけた時にも、体育会系のショコラが割り込んできた事があったな……

「それの理由について話すには……まず、私という存在について理解してもらわなければなりません」

　ショコラは、落ち着いた調子で……しかし、今までのような冷れい徹てつさは感じさせない口調で語りだした。

「まず、あなたが一番疑問に思っているであろう、私の人格移り変わり現象についてです」

　そうだ……まずそれを聞かなきゃ話にならない。

「まずこの私──口が悪く、あなたをクソ犬と呼ぶ私の事ですが──名前をキャラクター[image: №]56と言います。まあ正確には名前ではなくて、識別番号ですが」

「キャラクター……ナンバー？」

「はい。ちなみに体育会系の私はキャラクター[image: №][image: 195]、その後の非常に腹の立つ軽けい薄はくな話し方をする私は、キャラク──」

「ちょ、ちょっと待ってくれ。その……キャラクター[image: №]ってのは一体なんなんだ？」

「はい。神の僕しもべの素体にインストールされる、性格パターンの話です」

「性格……パターン？」

「そうです。この世界の他にも、無数の異世界が存在している事は、あなたももうご存じですね」

「あ、ああ……」

「遥か昔、天あま上がみ空そらは、その無数の世界に『呪のろい』をばら撒まきました。しばらく観察をした結果、対象者だけの力では『呪い』を解消出来ない例が散見されました。そこで、報告役兼けんサポート役として、神の僕を創つくり出します」

「創るって……どうやって？」

　何か……聞いてはいけない事のような気がしたが、ここまで来てやめるわけにはいかない。

「まず、素体を創造し、そこに約千種類に及およぶ性格パターンの中から、最もその世界の『呪い』保持者と相あい性しようがいいであろうキャラクター[image: №]をインストールします」

　心臓が、ばくり、と脈打つ。

「なんだよそれ……それじゃあまるで……ロボットじゃないか」

「……私達は機械の体という訳ではなく、血と肉を与あたえられていますが……物理的ではなく内面的な事で考えると、あなたの指し摘てき通り、ロボットと大差ないかもしれませんね」

「う、噓うそだろ……そんな無む茶ちや苦く茶ちやな話が……」

「噓ではありません。今現在も、どこかの世界で私と全く同じ性格の僕が──キャラクター[image: №]56が──対象者の『呪い』の解消の為ために、尽じん力りよくしている事でしょう」

「じゃあショコラは……俺のよく知っているショコラも……インストールされたキャラクターだっていうのか？」

「いえ、それは違います……彼女は『イレギュラー』です」

「イレギュラー？」

「はい。といっても、そんなに格好のいいものではないのです……非常に彼女らしい話なのですが……」

　そのショコラは、出来の悪い身内の話をするような、自重するような、微び妙みような笑えみを浮うかべながら続けた。

「素体の調子が悪く、性格がインストールできなかったのです。正確には、インストールはできても、起動が上手うまくいかなかったのです。私を含ふくめ、様々なキャラクター[image: №]がインストールされましたが、どれも表出する事ができませんでした。そして、現存する全てのキャラクターがインストールだけされた所で……突とつ然ぜん変へん異いが起こりました」

　俺は、黙ってそのショコラの話を聞いていた。

「混ざり合った性格が、何かの化学反応をしたらしく……どのキャラクター[image: №]でもない、あなたのよく知るショコラが生まれました」

「奇き跡せき的偶ぐう然ぜん……って事か」

「奇跡……まあそう言っていいかと思います。しかしご存じの通り彼女はポンコツでした。あの状態では『呪い』解消のサポートに向かわせる訳にもいかず……神の世界で、怠たい惰だな日々を送っていました」

「そう言えば……前にそんな事言ってたな……」

「そんな彼女に転機が訪おとずれます。非常に優ゆう秀しゆうな『呪い』の対象者が現れたのです。彼の名はア・マグサ・ガナドゥール」

「それって……」

「そうです。あなたの知るショコラは、本来、彼の所に送られるはずでした。放ほうっておいても自力で『呪い』を解消できるガナドゥール氏の所なら、ポンコツな彼女でもどうとでもなるでしょう。そうして、イレギュラーである彼女が人間界でどんな行動を取るのかのデータを取ろうとしたのです……しかし、あろう事か、神が送る世界を間ま違ちがえました」

「あれだよな……本来俺の所に来るはずだった、優秀な僕がそっちにいっちゃったっていう……」

「そうです。『オリジナル』である彼女は、エリート中のエリートですから」

「オリジナル？」

「まあ、それについてはここではあまり関係がないので割かつ愛あいします。以上が、私達についての大まかな説明になりますが、何か質問がありますか？」

「いや、質問っていうか……」

　与えられた情報が多すぎて、これ以上何を聞けばいいのかが分からない。

「では続いてお話ししましょう。どうして私が、遊王子謳歌の話を遮さえぎったのか、についてです」

　そうだった……最初はそこから話が始まったんだった。

「まず一つ、お詫わびしなければなりません。私が最初に出てきた時、あなたのよく知るショコラがあなたに抱いだいている好意は、組み込まれたものだ、というお話をしましたね」

「あ、ああ……」

　あれは……ショックだったな……

「あれは噓です」

「は？　噓？……なんでそんな事を？」

「彼女は記き憶おくが混乱していますから、いまいち把は握あくしていなかったのかもしれませんが、与えられた使命は『甘草奏が誰かに恋をする為ためのサポートをする事』です。対象者がどうしても見つからなかった場合、その『誰か』になる事は想定されていますが、それはあくまでも最終手段です。しかし彼女は、自分の感情が抑おさえきれなくなっており、あなたに対する好意をあからさまに表に出していました……それを抑よく制せいする意味で、あんな噓を……申し訳ありません」

「……そういう事だったのか」

「……………………そうです」

　ん？　なんか返事までに間があったな……今の理由、噓には思えなかったけど……

「とにかく、安心してください。彼女の、あなたに対する想おもいは間違い無く本物です」

「…………そっか」

　よかった……俺はほっと胸をなで下ろした。

「なにしろ……私達にもそれが伝でん播ぱしているくらいですから」

「え？」

　そこで、ショコラはぽっ、と顔を赤らめた。

「さ、さっきバレてしまったじゃないですか……」

　ショコラは、頰ほおに手を当てながら恥ずかしそうに告げる。

「最初に私が──キャラクター[image: №]56が──出てきた時からもう、あなたの事が好きで好きで仕方ありませんでした」

「う……」

　そこまでストレートに言われると、こっちも照れるな……

「それは、他の私も全部同じです……ただ使命なのでそれを表に出さないよう……他の女子に恋れん愛あいさせようと……必死に隠かくしていました……ただ、所々で我が慢まんしきれずに、嫉しつ妬とが表に出てしまいましたが……」

　反省するように俯うつむくショコラ……なるほど、それが無理してる感じに見えてたんだな。

「でも……それがなんでさっきの謳歌の件に繫つながるんだ？」

「は？」

　それを聞いた瞬しゆん間かん、ショコラがキャラに合わない間ま抜ぬけな声を出した。

「こ、ここまで言っても分からないのですか？」

「へ？　何が？」

「ふざけている訳ではなく？」

「だから何が……」

　俺のその言葉を受けたショコラは、頭を抱かかえて何かを考え込んでいた。

「最後に、遊王子謳歌と爽星素直に土下座しようと思っていましたが……どうやらこちらを優先した方がよさそうですね」

　そして、何事かを呟つぶやいた後、真しん剣けんな表情で俺の顔を見つめる。

「甘草奏」

「ど、どうした？　急に畏かしこまって」

「……あなたは天上空の呪じゆ縛ばくから逃のがれられていません」

「え？　な、なんでそんな事急に……」

　いきなりな指摘に戸と惑まどう俺に、ショコラは優やさしく語りかけた。

「大事な話ですから聞いてください。あなたはまだ……無意識に恋愛を避さけています」

「無意識に避けてる？　俺が？」

「はい。天上空に植え付けられたトラウマは、私も把握しています。あなたがそれを振ふり切って、前向きに恋愛しようとしている事も」

「…………」

「しかし、それでもまだ足りません。あなたの病的なまでの鈍どん感かんさは、間違いなく、トラウマが吹ふっ切れていない事に起因しています」

「俺が……鈍にぶい？」

「……それです。その反応自体がその証あかしです。女性からの好意を……無意識に脳がシャットアウトしてしまっているのです……それこそ、直接『好き』と言われなければ気がつかないレベルまで」

「よく分からないけど……そうなのか？」

「ですから私が最後に──それを治してあげます」




「──え？」




　ふわり、とした感かん触しよくが肌はだに伝わった。

「ショ……ショコラ？」

　ショコラが再び俺に抱きついていた。

「あなたには……人を好きになる事を恐おそれないでほしいのです」

　それは、寝ねぼけて言ったさっきのものとは根本的に違ちがっていた。

　優しく、それでいてしっかりと包み込んでくれるような、抱ほう擁よう。

「分かりますか……これが私の感情です」

　ショコラが、俺の胸にそっと顔を埋うずめた瞬間──

「…………こ、これは」

　ショコラの想いが、肌を介かいして心に染しみこんできた。

　そうだ。俺は三年前、これと同じ感情を抱いていた……天上空という女の子に。

「うっ……」

　その顔が脳のう裏りに浮かんだ瞬間、吐はき気が襲おそってきた。

「お……え……」

　脳裏に、あの人の言葉が蘇よみがえってくる。

『君の事なんて、なんとも思ってないよ』

　……克こく服ふくしたはずだった。吹っ切って、恋愛しようとしたはずだった。

『君の事なんて、なんとも思ってないよ』

　やめろ……

『君の事なんて、なんとも思ってないよ』

　やめてくれ……

『君の事なんて、なんとも思ってないよ』

　駄だ目めだ……頭では分かっていても、体がついてこなかった。

　気持ち悪い気持ち悪い気持ち悪い。

　やっぱり……やっぱり俺はもう恋愛なんて出来な──

「大だい丈じよう夫ぶです」

　温かい手のひらが、俺の頭にそっとのせられた。

「ショコ……ラ」

「いいんです。あなたはもう、普ふ通つうに恋愛をしていいんですよ」

「でも……あのバスツアーの時もショコラ達三人に助けてもらって……もう大丈夫だと思ったらやっぱり駄目で……我ながら情けないけど、俺はもう──っ!?」

　頰に、柔やわらかい感触があった。

　キス……されてる？

「あ、あの……ショコラ……」

　熱い……頰が……いや、全身が灼やけるように熱かった。

　そして、言葉にしなくても、ショコラの気持ちが……痛いほどに伝わってきた。




『好きです』




　吐き気が……おさまっていく。

　そして、全身を駆かけ巡めぐる熱によって、心の底に凝こり固まっていた何かが、解けていくような感じがした。

「あ……あ……」

　俺の目からは、無意識に涙なみだがこぼれ落ちていた。

　それを確かく認にんしたショコラは、そっと唇くちびるを離はなして……満面の笑えみで言った。

「全く、世話の焼ける犬ですね」

　その笑顔は……神こう々ごうしいほどに輝かがやいて見えた。

　残したい……この笑顔を忘れたくない……俺は、半ば無意識に首からかけたカメラのシャッターを押していた。

　瞬間的にメールの着信があった。でもそんなの確認するまでもなく、クリアに決まっていた。

　そこで、ショコラが唐とう突とつに口を開く。

「さて、そろそろ時間のようです。ここから先は……私以外の女の子に任せるとしましょう」

「え？」

「甘草奏、そろそろお別れのようです」

「ど、どういう事だよ？」

　慌あわてて聞き返す俺。

「元々、私は……インストールされていた私達は、何かのきっかけで表出し、今日までだらだらと存在していました……でもそれももう終わりです」

「終わりって……」

「はい。そろそろ元の彼女に……あなたがよく知っているショコラに戻もどります」

「じゃ、じゃあ、今のお前は……それに、他ほかのショコラ達はどうなるんだ？」

「なんとなく分かります。もう二度と出てくる事はないでしょうね」

「そ、そんな……」

「心配してくれるのですか？」

「あ、当たり前だろっ！」

　叫さけび声を上げる俺に、ショコラは嬉うれしそうな表情を向けた。

「ふふ……安心してください。元から、千に近い私達が混ざり合って生まれたのが彼女です。表に出てくる事はなくても、私達は、彼女の中で生きています」

「そう……なのか？」

　ショコラは、力強く頷うなずいた。

「あ、最後に、二人があなたに挨あい拶さつしたいと言っています」

「え？　二人って……」

「説明するより、出てきてもらった方がいいですね」

　そして──

「甘草さん、自分、少しの間だけでも一いつ緒しよにいられて嬉しかったっす！　あの……ほんとは命令とか関係無く……好きでしたっ！　それじゃあサヨナラっす！」

「あ、おいっ……」

　な、なんだよ……ウザいと思ってパン買いにいかせた事を、謝る時間もくれないのかよ。

「きゃるーん☆　奏キュン……大好きな奏キュン……最後にみてみて！　あたしの会心のアヘ顔☆」

「…………」

　どこがだよ……お前、涙ぐんでるじゃないかよ……

「さて……そろそろ本当に時間がなくなってきました」

　そして、また毒どく舌ぜつ仕様に戻る。

「あの……甘草奏」

「どうした？」

　ショコラは、躊躇ためらった様子を見せながらも、口を開いた。

「これは言うべきかどうか迷ったのですが……最後に一つだけ忠告させてください」

「あ、ああ……」

　その表情は非常に硬かたかった……何か嫌いやな予感がする。

「あなたはもう、普通に恋れん愛あいできるようになったと思います」

「そうだな……お前のおかげだよ」

　自分でもはっきりと分かる。俺は今度こそ、完全に空さんの呪じゆ縛ばくを吹っ切る事ができた。

「それを前提にした上で言います。あの……ここまであなたに対する好意を露あらわにしておいて、本当に今いま更さらなのですが……」

　俺は、息を吞のみながらその続きを待った。

「できれば……元に戻ったショコラとは、別の女の子を好きになってほしいのです」

「…………なんだって？」

「……やはり、これは言うべきではなかったかもしれません」

「ど、どういう事だよ。なんで急にそんな事……」

「その理由は……あなたには言えません」

「は？　な、なんだよそれ……」

「ごめんなさい……もう……時間が……」

「え……おい、ちょっと待っ──」

　ショコラの体から力が抜ぬけたと思った次の瞬しゆん間かん──




「ふみゅ？」
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　幕間　ある異世界の話４
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「くらいやがれっ！　エル・ドラ・インプワアアアアアクトゥオオオオオオオオゥッ!!」

　跳ちよう躍やくの最高点にまで達した鋼はがねの巨きよ人じん『エルドラオン』は、一直線に降下しながら、手にした大たい剣けんを敵に叩たたきつけた。

「ＧＹＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ!!」

　その直ちよく撃げきを受けた『魔ま導どう獣じゆう・ガルガルギン』は、断だん末まつ魔まの声をあげながら、爆ばく散さんする。

「わははははははっ！　俺様の力をみたかっ！」

　甘あま草くさ奏かなでは、豪ごう快かいに笑い声を上げ、コクピットから地面に降り立った。

「今日もご苦労だったな相棒！」

　エルドラオンは、奏のその声に反応するように軽く頭部を縦に動かすと、時空の歪ゆがみの中へ消えていった。

「ふははははっ！　今日も犠ぎ牲せい者しやゼロか。やはり俺様は天才すぎるなっ！」

　腰こしに手を当てて自画自賛する奏──いや、その呼こ称しようは正確ではない。

　甘草奏というのは世を忍しのぶ仮の名前。彼の真の名はア・マグサ・ガナドゥール。

　この世界においては、『因いん果が変へん革かく体たい』であるガナドゥールが睡すい眠みん状態に入る毎ごとに『表時間』と『裏時間』が繰くり返され、『裏時間』になると、人類と敵対する『魔ま導どう獣じゆう』が一いつ斉せいに攻せめてくる。

　既き存ぞんの航空兵器や人型兵器の武装が全く通用せず、人間界を蹂じゆう躙りんする破は壊かいの権ごん化げ、魔導獣。

　それに対たい抗こうしうるのは、ガナドゥールが駆るロボット『エルドラオン』のみであった。

「マスター。相変わらず見事なお手並みだ」

　未いまだ自画自賛継けい続ぞく中のガナドゥールに、声をかける女がいた。

　真しん紅くの長ちよう髪はつ、真紅の目、真紅のドレス。

　全身全すべてが目の覚めるような紅あかでコーディネートされた神の僕しもべ、ミラエリカだ。

「おう、そうだろうそうだろう。もっと褒ほめろミラっぺ！」

「……その呼び方はやめろと、再三忠告しているはずだが」

「わはは、細かい事気にすんなよミラっぺ！」

「ふ……まあ私はマスターのそういう所が気に入っているのだがね」

　ミラエリカは数ヶ月前、ガナドゥールのいるこの世界にやってきた。

　なんでも異世界に、ガナドゥールの仮の名である甘草奏と同どう姓せい同名の少年がおり、本来こちらに来る予定だった僕とミラエリカが入れ違ちがいになってしまったらしい。

　そして、一度その世界に送り込まれてしまった僕は、対象者の『呪のろい』を解消するまでは、その世界から出る事ができないという話だった。

「しかしミラっぺよ。そっちの甘草奏とかいうあんちゃんの所に行ってやるのは無理だとしても、神の世界とやらに帰らなくていいのか？　お前マジで何でもできるから、いてもらえるのはすっげえ助かるんだけどよ。俺様の『呪い』が解けてからもう大分経たつよな？」

　ガナドゥールに課せられた『呪い』は非常に軽けい微びで、ミラエリカがこの世界に来て解消法を伝えた後、彼はものの数分でそれをこなしてしまった。

「乗りかかった船だ。この世界が平和を取り戻すまでは、マスターに力を貸す事にするよ。幸いにも、オリジナルである私は、ある程度の独立行動権を有しているからね」

「独立行動権？　要は好き勝手やっていいって権利か。そいつぁ便利だな！」

「マスターはそんなもの無くても、自由に生きるだろう？」

「わはは！　違いねえ！」

　ガナドゥールは豪快に笑った後、疑問を口にした。

「でもよ。そのオリジナルって奴やつら以外の神の僕は、対象者のサポートが終わったら、すぐに次の世界に飛ばされるのか？　そんなこき使われ方されて従ってるなんて、俺様には理解できねえな」

「……それならば、まだいいのだがね」

　そこで、ミラエリカの顔が曇くもった。

「どういうこった？」

「うむ。さっき話したオリジナルは、神の僕の中でも非常に数が少ないのだ。私を含ふくめても、両手で数えられるくらいしか存在していない。件くだんの甘草奏のいる世界にも酔すい狂きような者が一体、何百年も居座っているのだが……おっと、話が逸それたな」

　ミラエリカは一呼吸おいて、表情を険しいものに変えた。

「オリジナル以外の僕は……消しよう耗もう品なのだ」

「消耗品？　なんか変な言い方だな。そいつらだって人間と同じ姿形してるんじゃねえのか？」

「うむ……マスターは怒おこり出しそうな話なのだが……」

　そしてミラエリカは、神が創造した素体に、あらかじめ用意された無数のキャラクターの中から、『呪い』の対象者に合ったものがインストールされる事を伝えた。

「はなっから性格を用意しといて植え付けるだと？……ちっ、勝手に命を創つくるなんざ、胸むなクソ悪わりぃ話だな。その神とかいう奴、一体何様だよ」

　ミラエリカの予想通り、怒いかりを露わにするガナドゥール。しかし、この話の本番はこれからだった。

「その批判はもっともだ。そして更さらに非情な事に、サポートが終しゆう了りようした僕からは……キャラクターがアンインストールされる」

「あ？」

「つまり……記き憶おくを抹まつ消しようされて、次に向かう世界の『呪い』対象者と相あい性しようのいいキャラクターが再インストールされるんだ」

　神の力は絶大ではあるが、無限ではない。千の個体に千の性格を与あたえるよりも、百の個体に、千の中からチョイスした性格を付け替かえて使い回す方が、遥かに効率がいい。

「記憶が消されて違う人格を植え付けられるって……それじゃお前……そいつらは一回毎に死んでるも同然じゃねえか」

「……まあ、そういう考え方もできるかもしれないね」

「おいおい……その僕の連中はそんなクソみてえな仕打ちされて、黙だまって従ってるのかよ」

「残念ながら、最初から『そういうもの』として創られているからね……不平や不満などを抱いだく者など皆かい無むだよ」

　沈ちん痛つうな面おも持もちで語るミラエリカ。

「おい、ミラっぺ」

「なんだい？　マスター」

「そんな馬ば鹿かみてえなシステムを考えた奴の名前は？」

「どうしてそんな事を？　今は天あま上がみ空そらと名乗っているが……」

「よし、天上だか甘あま嚙がみだか知らねえが、鉄てつ拳けん制裁だ」

「は？」

「俺様がぶん殴なぐって、そいつの根こん性じよう叩き直してやる！」

「おいおい、相手は神だぞ。そんな事、不可能に決まっているだろう」

「うるせえ！　俺様に不可能はねえ!!」

「相変わらず滅め茶ちや苦く茶ちやだな、貴男あなたは……百ひやつ歩ぽ譲ゆずってそれが可能だとしても、彼女は今現在、例の甘草奏の世界にいて、しばらく離はなれる気がないらしい」

「だったら俺様をその世界に連れていきやがれ！」

「無む茶ちやを言わないでくれよ……」

　ミラエリカは、怒りを露わにするガナドゥールに呆あきれつつも、そのまっすぐな心根を非常に好ましく思う。こんな彼だからこそ、『呪い』に関係無く、傍そばで付き従うに値あたいするのだ。

　そして、彼女自身も天上空──恋れん愛あいを司つかさどる神、アマノカミノソラウ──には、少なからず、憤いきどおりを覚えていた。

『恋こいが知りたい』という自己の欲よつ求きゆうの為ためだけに『呪い』を設定し、数多あまたの人間の人生を狂くるわせ、僕の命を創り出し、まるで物であるかのように使い回す。

　しかも、そのシステムも彼女の欲求を満たす為に必ひつ須すというわけではなく、おそらくは気が向いたから始めたにすぎないのだろう。気分屋な彼女は、発言や行動が頻ひん繁ぱんに変化する。

　黒こく白びやく院いん清せい羅らと名乗り、件の世界に居着いている知ち己きから得た情報によると、現在は甘草奏にご執しゆう心しん中らしい。

　その目的は、『甘草奏に一度、誰だれかに対する好意を抱かせた後、その仲を滅茶苦茶にする』というものらしい。その後、絶望している甘草奏を自らに懸け想そうさせる計画だという……その方法は分からないが、正直、腐くさりきっているとしかいいようがない。

　そして、ミラエリカが最も懸け念ねんしている事があった。

　それは、甘草奏が恋心を抱く相手だ。現在、それまでトラウマに囚とらわれていた彼の心は解きほぐされ、異性に好意を抱く下準備がようやく整ったらしい。そう遠くないうちに、誰かと恋愛関係になる可能性は高い。

　問題はその相手。それが、甘草奏と同じ人間なのであればいいが……彼の『呪い』の解除条件は『誰かに恋をする事』だ。

　もしもその対象が、傍で付き従う神の僕だった場合……彼女は人格がアンインストールされ、他ほかの人格をインストールされた状態で別の世界に向かわせられる事になる。

　アマノカミノソラウが直接手を下さずとも、甘草奏は自動的に好きになった相手を失う事になる……残ざん酷こくな話だ。

　ショコラと名乗っているその僕は、人格がうまく起動しないイレギュラーだったが、彼女が人間界に降りてから数ヶ月の間に解かい析せきが進み、問題点は解消されてしまったらしい。

　甘草奏が誰を好きになろうと、彼女に待ち受けている運命は人格の抹消。そして新たな人格の登録。ガナドゥールの言を借りるならば……死だ。

　……彼ではないが、今すぐアマノカミノソラウを殴りつけてやりたい衝しよう動どうに駆かられる。

　そんな事は無理だし、仮に出来たとしても、何の解決にもならない。物理的干かん渉しようや、言葉による説得では、あの神の歪みきった心根を正し、改心させる事など出来はしない。

　そんな奇き跡せきが起こるとすれば──

「…………不可能だな」

　アマノカミノソラウが心を入れ替えている姿など、どうやっても想像が出来なかった。

　ミラエリカは天を仰あおぎ、本来自分の主あるじになるはずであった、異世界の少年に思いを馳はせる。

「どうか……貴男とその愛する人に、幸さちあらん事を」







　エピローグ
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「ふみゅ？」




　その声は、ひどく懐なつかしく感じられた。

「あ、奏かなでさんっ」

「ショコラ……」

　この笑え顔がお……間ま違ちがい無く俺のよく知るショコラだ。

「あれ？　なんでわたし、こんな所にいるんですか？」

　ショコラは首を傾かしげた後、キョロキョロと辺りを見回す。

「お前……さっきまでの記憶は無いのか？」

「きおくですか？　えっと……わたしはたしか、ちょっと調子がわるくて、奏さんに向かって倒たおれてしまって……あれ？　それからどうしたんでしたっけ？　なんか、長い間ねむっていたようなかんかくです」

「…………そっか」

　この一ヶ月の事は、何も憶おぼえてないんだな。

「あの……あのな……実はお前の中には──」

　そこまで言って思い留とどまる。

「奏さん？」

　ショコラには……伝えない方がいいな。

　自分の中に、複数の人格がインストールされているなんて事実、知らない方がいい。

「いや……やっぱりいいや……」

「そうですか？　なんかお顔がつらそーですけど、だいじょーぶですか？」

　俺が忘れなければいいだけだ。

「ああ……大だい丈じよう夫ぶだ」

　あいつらを……俺を好きだと言ってくれた女の子達の事を。

「奏さん」

　そこでショコラが俺の名前を呼んだ。

「どうした？」

「わたし……奏さんの考えてること、たぶんわかります」

「え？」

「奏さん」

　そして、再び俺の名を呼ぶ。

「な、なんだよ」

「ありがとうございました」

　唐とう突とつな、感謝の言葉。

「え？　どうした急に。別にお礼を言われる事なんて──」

「ちがいます。わたしの中の、わたし達がそう言っています」

「え？」

「わたし、じぶんがねむっている間になにがあったのかはおぼえていません……でも、なんとなくわかるんです。この、胸の奥にいるわたし達が、奏さんとすてきな時間をすごした事を」

「ショコラ……」

「そして、わたし達みんなが、奏さんをだいすきだっていう事も」

「そこに……いるのか？」

「はい」

「…………う」

　なんだろうか……思わず涙なみだぐみそうになってしまった。生きている……あの子達は、ショコラの中で、たしかに生きている。

「わたしと、わたしの中にいるわたし達……ぜーんぶまとめて『ショコラ』です」

　嬉うれしかった……ショコラが彼女達を宿し、それを受け入れてくれている事が、無む性しように嬉しかった。

「で、でもですね」

　そこで、ショコラがうずうずとした感じになった。

「ん？　でも、どうした？」

　ショコラは、腰こしに手を当てると、胸をふんぞり返らせて、ドヤ顔で言い放った。

「このわたしが、一番いちばーん、奏さんをだいすきですっ」

　……俺は、少し固まってしまった後──

「ぷっ……は、ははははははっ！」

　盛大に噴ふき出した……やっぱりこのお馬鹿はこうでなくちゃな。

「……おかえり、ショコラ」

　頭に手をあてて、撫なでてやる。

「ただいまですっ」

　しっぽ毛をぴょこぴょこさせて、満面の笑みを返すショコラ。

　やっぱり……こいつと一いつ緒しよにいる時間は、心地ここちいい。

　ひとしきりその頭を撫で回した後で、俺は言う。

「ショコラ……もうちょっと待っててくれな」

「え？　何がですか？」

「お前のその気持ちに……必ず答えを出すから」

「……奏さん」

　教えてくれた……ショコラ達が教えてくれた。俺は人を好きになっても大丈夫だという事を。

　俺は、今度こそ完全に空そらさんとの事を吹っ切って、ようやくスタートラインに立つ事ができた。

「はいっ、いつまででも待ってますっ！」

　犬のように無む邪じや気きな笑みを向けてくるショコラ。

　その様子に思わず頰ほおを緩ゆるめながらも、俺の脳のう裏りには、一つの言葉が蘇よみがえっていた。

『できれば……元に戻もどったショコラとは、別の女の子を好きになってほしいのです』

　あのショコラは、たしかにそう言っていた。

　どういう事だ？　仮に俺がショコラを好きになったとして、何か問題が──

　ぐううううううううううう～。

　その思考は、ショコラの腹の音でかき消された。

「お前……女の子の出すでかさじゃないぞ、それ」

「えへへ」

「いや、褒ほめてないからな……」

　まあいいや……せっかくショコラが帰ってきたんだし、今日はその事を考えるのはやめにしよう。

「よし、今日は特別に、いい牛肉を買ってくか」

「ほんとですかっ!?」

　ショコラがぱっと目を輝かがやかせた。

「うしさん何頭ですか？」

「いや単位おかしいだろ！」

「じゅるり……」

「いや、よだれ……お前よだれ出てるから」

　俺は呆あきれつつも、ハンカチで口を拭ぬぐってやった。

「奏さんのごはんです～。おにくです～。ごちそうです～」

　はしゃぎながら駆けていくショコラの後ろ姿を見つめる。

　やっぱり俺は……ショコラといるのが楽しい。

　だけどそれは、恋こいと言えるんだろうか？

　……分からない。

　軽々しく肯こう定ていする事もできないし、簡単に否定する事もできない。

　それはなぜだろうか？

　他ほかに、決断を躊躇ためらわせるような何かが──

「甘あま草くさ君」

「奏っち」

　脳裏に、とある二人の顔が浮うかんだ瞬しゆん間かん──




「あ……」
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　電でん撃げきが、走った。

　ある『気付き』が、頭の中を駆かけ巡めぐる。

　二人と同じクラスになってからの出来事が一気に脳内に蘇る。

　教室での会話、表ランキングと『お断り５フアイブ』の対たい抗こう戦、アクア・ギャラクシー、コスプレコンパ、夏祭り、バスツアー、ランキング投票前のイベント、そして今日の体育祭。

　その他、あいつらと一緒に過ごした時の全すべての状じよう況きようが、ある一つの事実を指し示している。

　むしろ、なぜ今まで気がつかなかったのか、不思議でならない。

　鈍どん感かん鈍感と言われ続けても、それが何の事かさえ分からなかった。

　空さんに植え付けられたトラウマが、恋れん愛あいに関する事こと柄がらを無意識に阻そ害がいしていたんだろう。

　しかし、ショコラがそれを取り払はらってくれた事で、普ふ通つうなら誰だれもがすぐに感じ取れるであろう想おもいに、ようやく気付く事ができた。




　雪ゆき平ひらふらのと遊ゆう王おう子じ謳おう歌か。




　この二人って……………………………………………………完全に俺の事、好きだよな？





【①つづく　②To Be Continued...】









　あとがき







　ロボットが好きです。

　正確に言うと、ロボットが出てくるゲームが好きです。

　エロいお姉さん型ロボットが家に押しかけてきて、あはーんな展開になるゲームとか、

　妹型のロボットが家に押しかけてきて、『お兄ちゃん、駄だ目め……』的な展開になるゲームとか、

　メイド型ロボットが家に押しかけてきて、『ご主人様、ご奉ほう仕しいたします……色んな意味で』的なゲームとか、

　タコ型ロボットが家に押しかけてきて、触しよく手しゆプレイ展開になるゲームとか、

　おっぱい型のロボットが家に押しかけてきて、乳なみだながらに『揉もんでください』と懇こん願がんされるゲームとか、

　イカ型ロボットが家に押しかけてきて、タコ型より二本分激しい触手プレイ展開になるゲームとか、

　うん○型ロボットが家に押しかけてきて、自らの存在意義についてガチで相談されるゲームとか、

　美少女型ロボットが家に押しかけてきて、『作った博士の趣しゆ味みで、脇わき毛げがものすごい勢いで生えてくる機能が搭とう載さいされている。死にたい』この自殺をどうにかして思いとどまらせるゲームとか、

　脇毛型ロボットが家に押しかけてきて、『作った博士の命で、ただひらすら生える事をくりかえすだけの単調な毎日に嫌いや気けがさした。死にたい』この自殺をどうにかして思いとどまらせるゲームとか、

　ケツ毛型ロボットが家に押しかけてきて、『作った博士の贔屓ひいきで、生やされる対象がオッサンばかり。死にたい』この自殺をどうにかして思いとどまらせるゲームとか、

　とある博士が家に押しかけてきて、『どうしても【縮れた毛】に関する発明しかできない。死にたい』一度人生をリセットして、生まれ変わる事をおすすめするゲームとか、

　別の美少女型が家に押しかけてきて、『お尻しりの周辺が機能不全なんですけど、どうすればいいでしょうか？』と聞かれ、修理行こう為いと称しようして、アナログテレビみたいにひたすらそのお尻をひっぱたきまくるゲームとか、

　アイドル型ロボットが家に押しかけてきて、『プロフィールの体重、百キロくらいサバ読んでるんですけど、罪悪感で押おし潰つぶされそうなんです』と悩なやみを打ち明けられるゲームとか、

　美少女全ぜん裸ら型ロボットが家に押しかけてきて、三時間ほど政治、経済の話だけして帰っていくゲーム（おさわり不可）とか、

　オッサン全裸型ロボットが家に押しかけてきて、三時間ほどゴロゴロして帰っていくゲーム（おさわり可）とか、

　腹下し型ロボットが家に押しかけてきて、三時間ほどトイレに籠こもってから帰っていくゲームとか、

　エヴァンゲリオン型ロボットが家に押しかけてきて、三時間ほど暴走して帰っていくゲームとか、

　奥歯ガタガタ型ロボット（物理）が家に押しかけてきて、『入れ歯にしたんでもうガタガタしません！』と嬉うれしそうに報告されるゲームとか、

　借金型ロボットが家に押しかけてきて、『いやー、私ねー、あまりにも返済が滞とどこおってるもんだからヤバい感じの取り立て屋がきましてねー、早く返さねえとコンクリ詰づめにして東京湾わんに沈しずめるぞゴルァ！　みたいに脅おどされましてねー。でもそういうのってビビったら負けじゃないですかー。だから余よ裕ゆう綽しやく々しやくでジョークかましてやったんですよ。あ、私、コンクリ無くても沈みますよ（笑）ってねー。そしたらなんとガチで海に突つき落おとされて……それでどうなったと思います？　聞きたい聞きたい？　実はですね──ア……レ？……ナンカオカシ──』オチを言う前に錆さびて機能停止してしまうが、どうせつまんないだろうから、よかったよかったと一安心するゲームとか、

　駅の階段型ロボットが家に押しかけてきて、『せっかく……せっかく女子高生が毎日俺の上を行き来してパンツ見放題なのに……俺は……俺はロボットだから何も欲よく情じようしない……うう……うわああああっ！』とガチ泣きされるゲームとか──

　──いった感じのものではなく僕が愛してやまないのは、マジンガーやゲッター、ガンダムなど、新旧のロボットが入り乱れて、戦いをくりひろげる某ぼう大戦です。

　ついさっきまでほぼ徹てつ夜やでその最新作をプレイしていましたので、今回のあとがきはこんな仕様になりました。あ、それと私事ですが先日結けつ婚こんしましたので一応ご報告をば。

　ここから謝辞です。担当編集Ｉ女史、イラストを担当していただいているユキヲさん、コミカライズしていただいている一いつ葵きさやかさん、長谷はせ見み亮りようさんを始めとして、のうコメに携たずさわっていただいている全すべての方々に感謝を。

　そして、読者の皆みな様さまに一番の感謝を。

　それでは秋の早い内に発売予定の九巻でお会いしましょう。


二〇一四年四月　春日部タケル　　



























カバー・口絵・本文イラスト／ユキヲ

カバー・口絵・本文デザイン／伸童舎










俺おれの脳のう内ない選せん択たく肢しが、学がく園えんラブコメを全ぜん力りよくで邪じや魔ましている８








春日かすか部べタケル
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